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１－１ ワークフロー 

 本システムのおおまかなワークフローは以下のようになります。 
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得意先 

 
請求先 

営業部門 物流部門 購買部門 

経理部門 

見積書 見積業務 

受注業務 

売上業務 

注文請書 

注文書 

請求管理業務

請求一覧 

納品書 

請求書 

入金 

支払管理業務

回収予定一覧

売掛残高一覧

得意先元帳 

支払一覧 

支払予定一覧

買掛残高一覧

仕入先元帳 

注文書 

納品書 

発注業務 

仕入業務 

在庫管理 
業務 

在庫一覧

棚卸調整

入庫倉庫 出庫

請求書 

出金 

請求締 

入金業務 

支払締 

出金業務 

経営部門 
PowerPivot for Excel 2010 によるデータ分析 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
仕入先
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１－２ データの管理について（事業所との関係） 

本システムで使用されているファイルには、事業所ごとに別々に管理されているものと、全事業所で共通に管理されているものとがあ

ります。（事業所が１つしかない場合は、これらの区別を考慮する必要はありません） 
 
（１） 事業所ごとに別々に管理されているもの 

基本マスタファイル 得意先マスタ、納入先マスタ、仕入先マスタ、担当者マスタ 

補助マスタファイル 
事業所マスタ、ユーザマスタ、摘要マスタ、入金区分マスタ、請求締グループマスタ、支払区分マスタ、 

支払締グループマスタ 

データファイル 
すべてのデータファイル（見積データ、受注データ、売上データ、発注データ、仕入データなど） 

※ 唯一、在庫データだけは全事業所共通 

 

 

（２） 全事業所で共通に管理されているもの 

基本マスタファイル 商品マスタ、倉庫マスタ、セット商品マスタ、構成部品マスタ 

補助マスタファイル 管理マスタ、分類マスタ、郵便番号マスタ、区分マスタ、消費税マスタ 

データファイル 在庫データ 

その他 伝票番号データ 

 

全事業所共通のマスタファイルについては、マスタメンテナンス画面において画面上部に 「※ 全事業所共通」 と表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ※ 事業所は、それぞれ独立した組織として考えています。 

ただし、商品については全事業所共通のものとして考えています。 

  ※ 事業所内に部署が存在する場合は、分類マスタに「部門」を登録しておき、担当者マスタにて各担当者に部門を設定するように

します。 

 

＜まとめ＞ 

１． 売上関連（得意先マスタ／納入先マスタ／見積／受注／売上／売掛） ・・・・ 事業所ごと 

仕入関連（仕入先マスタ／発注／仕入／買掛） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 事業所ごと 

商品関連（商品マスタ／倉庫／在庫） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 全事業所共通 

２． 請求締処理 ・・・・・・・・ 事業所ごと 

支払締処理 ・・・・・・・・ 事業所ごと 

商品棚卸処理 ・・・・・・ 全事業所共通 

３．伝票番号 ・・・・・ 全事業所での連番 
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１－３ セット商品とは 

複数の商品を１つのセット扱いにしたものを「セット商品」と名付けています。伝票入力時に「セット商品」を入力すると、セット商品に含

まれている複数の商品が展開され、一度に複数の商品を入力することができます。あらかじめ、セット商品マスタに「セット商品コー

ド」・「セット商品名」および、そのセット商品に含まれる複数の商品を登録しておく必要があります。 

セット商品が入力できる伝票は、「見積伝票」「受注伝票」「売上伝票」の３つです。 

 

＜セット商品の例＞ 

                        洗濯用品セット ・・・・ （内訳） 洗濯カゴ 1 個 

                         洗濯バサミ 20 個 

                                            ハンガー 10 本   といったものです。 

 

 

＜伝票入力の例＞ 

 
 

商品入力時に「セット商品」を入力すると、「セット数の入力画面」が表示されます。 
そこでセット数を入力すると、その数に応じて、セット商品マスタに登録されている

複数の商品が展開されます。 

見積伝票

セット商品マスタ
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１－４ 生産伝票とは 

複数の商品を組み合わせて別の新しい商品を作り上げる際に入力する伝票のことを「生産伝票」と名付けています。 

あらかじめ、構成部品マスタに「完成商品コード」・「完成商品名」および、その完成商品を構成する複数の部品（商品）を登録してお

く必要があります。生産伝票入力では、完成商品をいくつ生産（作成）するかを指定します。完成商品コードを入力すると、構成部品

マスタに登録されている複数の部品（商品）が、明細部に展開されます。 

 

＜完成商品の例＞ 

                            テーブル ・・・・ （構成部品）  角材 4 本 

                        天板 1 枚 

                        金具 1 セット   といったものです。 

 

 

＜伝票入力の例＞ 

 
 

 

 

 

※ 構成部品マスタに登録された完成商品は、商品マスタにも同時に登録され、完成商品の「型番」・「単位」・「在庫評価方法」・

「単価」等については、商品マスタで設定します。 

※ 生産伝票を入力すると、完成商品の在庫が増え、構成部品（商品）の在庫が減ることになります。 

生産する完成

商品コードと

その数量を指

定します。 

生産伝票

構成部品マスタに登録されている複数の部品（商品）が展開されます。

構成部品マスタ
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１－５ 倉庫管理について 

倉庫管理したい場合は、まず倉庫マスタに「倉庫コード」・「倉庫名」を登録しておきます。 

そして、各商品を商品マスタに登録する際に「倉庫コード」を設定しておけば、伝票入力時にその商品の倉庫コードが表示されて、

各倉庫における「入庫数／出庫数／在庫数／在庫金額」を管理することができます。 

 

 

 

＜伝票入力の例＞ 

 
 

＜在庫一覧表＞ 

 
 

伝票入力時に

倉庫を指定し

ます。 

売上伝票

在庫一覧表において、各倉庫の「入庫数／出庫数／在庫数／在庫金額」が表示されます。 

倉庫マスタ



第１章 本システムを操作する前に 

Copyright (C) 2020 株式会社ウイットソフトウェア             9 

１－６ デモデータの準備方法について 

デモデータの準備方法については、以下の通りです。 

DB エンジン デモデータの準備方法 デモデータの伝票日付 

Pervasive 製品自体に既にデモデータが準備されております。 
「2020 年 1 月～3 月」 

MS-SQLServer インストールガイド P35 の手順で、自分でデモデータを準備します。 
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インストールガイドにそって実行すると、以下のようなログイン画面が表示されます。 

「ユーザＩＤ／パスワード」を入力して、「ログイン」ボタンをクリックします。 

 

 
 

 

 

ユーザＩＤ ： 111 が 「管理者」 

ユーザＩＤ ： 222 が 「非管理者（一般）」 となっています。 

（パスワードはともにありません） 

 

 

初期メニューが表示されます。 

画面上部の機能ボタンをクリックすると、それぞれに該当す

るメニュー（処理ボタン）が表示されますので、実行したい

ボタンをマウスでクリックします。 

 

    機能ボタン 

 

※ 10 種類のボタンがあり、初期値は [売上／入金]入力 

になっています。 

※ 管理者権限を持った人は、10 種類のボタンに対してユ

ーザごとに 「使用する／しない」 を設定することができ

ます。（ツール／ユーザの登録／F7 セキュリティ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２章 初期メニュー 

ユーザＩＤ  ： 111 
パスワード ： （なし） でログインします。 

【管理者権限を持った人だけが実行できる機能】 

＜ツール＞ 

・事業所の登録 ・・・・・・・・・ 事業所の登録を行ないます。 

・ユーザの登録 ・・・・・・・・・ ユーザの登録およびセキュリティに関する設定を行ないます。 

・データ管理  ・・・・・・・・・・ データのバックアップ・リカバリ、CSV ファイルの入出力、古いデータの削除を行ないます。 

・伝票番号管理 ・・・・・・・・・ 現時点での伝票の最終番号とデータ件数を確認します。 

・管理者専用処理 ・・・・・・・ 何らかの原因でアクセス情報がクリアされずに残ったままになった場合に、ここで削除します。 

・操作ログ履歴照会 ・・・・・ いつ誰がどのような処理を行なったかというログを照会します。 

＜マスタメンテ＞ 

・管理マスタメンテナンス ・・・・・・・・ 管理マスタのメンテナンス（修正）を行ないます。 

・事業所マスタメンテナンス ・・・・・・ 事業所マスタのメンテナンス（修正）を行ないます。 
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３－１ ［売上／入金］入力 

売上／入金に関係する伝票を入力します。 

 
 

見積伝票入力 見積伝票の入力／修正／削除、および見積書の印刷／PDF ファイル出力を行ないます。 P31

受注伝票入力 
 

受注伝票の入力／修正／削除、および注文請書の印刷を行ないます。 

見積伝票から転記することもできます。 

P37

 

売上伝票入力 
 
 
 

売上伝票の入力／修正／削除、および納品書の印刷を行ないます。 

見積伝票や受注伝票から転記することもできます。 

納品書は、専用用紙（弥生株式会社 納品書 334401） または A4 白紙 のどちらかを選択します。 

       「ツール／ユーザ特性／ユーザごとの設定１」の中で選択します。 

P42

 

 

 

入金伝票入力 入金伝票の入力／修正／削除を行ないます。 P47

 

第３章 本システムの機能概要 
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３－２ ［売上／入金］情報 

売上／入金に関係するデータを照会します。 

 
 

見積明細表出力 

 

指定期間内の見積明細を照会します。 

（種類） 見積日別、得意先別、担当者別、商品別 

P50

 

見積書一括出力 

 

指定期間内の見積書を一括して印刷します。見積伝票入力画面において [F8 伝票出力]でも１伝

票ごと印刷できますが、ここではまとめて印刷します。 

P51

 

受注明細表出力 

 

指定期間内の受注明細を照会します。 

（種類） 受注日別、得意先別、担当者別、商品別 

P52

 

注文請書一括出力 

 

指定期間内の注文請書を一括して印刷します。受注伝票入力画面において [F8 伝票印刷]でも１

伝票ごと印刷できますが、ここではまとめて印刷します。 

P53

 

売上明細表出力 

 

指定期間内の売上明細を照会します。 

（種類） 売上日別、得意先別、担当者別、商品別 

P54

 

納品書一括出力 

 

 

指定期間内の納品書を一括して印刷します。売上伝票入力画面において [F8 伝票印刷]でも１伝

票ごと印刷できますが、ここではまとめて印刷します。 

納品書は、専用用紙（弥生株式会社 納品書 334401） または A4 白紙のどちらかを選択します。 

P55

 

 

売上日報出力 

 

指定期間内の売上額や粗利額などを日単位で照会します。（※全事業所集計あり） 

（種類） 売上日別、得意先別、担当者別、商品別 

P56

 

売上月報出力 

 

指定期間内の売上額や粗利額などを月単位で照会します。（※全事業所集計あり） 

（種類） 売上月別、得意先別、担当者別、商品別 

P57

 

売上推移表出力 

 

売上額や粗利額の年間推移を照会します。（※全事業所集計あり） 

（種類） 年度別、得意先別、担当者別、商品別 

P58

 

売上順位表出力 

 

売上額や粗利額の順位を照会します。（※全事業所集計あり） 

（種類） 年月別、得意先別、担当者別、商品別 

P60

 

売上分析表出力 

 

売上額や粗利額の全体に占める比率を照会します。（※全事業所集計あり） 

（種類） 得意先別、担当者別、商品別 

P61

 

入金明細表出力 

 

指定期間内の入金明細を照会します。 

（種類） 入金日別、請求先別、担当者別、入金区分別 

P62

 

入金日報出力 

 

指定期間内の入金額を日単位で照会します。 

（種類） 入金日別、請求先別、入金区分別 

P63

 

入金月報出力 

 

指定期間内の入金額を月単位で照会します。 

（種類） 入金月別、請求先別 

P64

 

消費税集計表出力 指定期間内の売上にかかる消費税を計算し、照会します。 P65

日次データ照会 カレンダー上の「日」を選択するだけで、その日の受注・売上・入金データが照会できます。 P66
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３－３ 請 求 

請求に関係する処理を実行します。そして、その結果データを照会します。 

 
 

請求締切処理 

 

請求の締切処理を行ない、請求データを作成します。これを実行すると、過去の売上伝票や

入金伝票は、入力／修正／削除できなくなります。 

P67

 

請求書出力（一括） 請求先を範囲指定し、その範囲内の請求書を一括して印刷します。 P68

請求書出力（個別） 請求先を１つ指定し、その請求書を印刷します。 P70

請求一覧表出力（一括） 請求先を範囲指定し、その範囲内の請求データを一覧表にして照会します。 P71

請求一覧表出力（個別） 請求先を１つ指定し、その請求データを照会します。（請求履歴一覧表になります） P72

売掛残高一覧表出力 売掛金の残高などを照会します。 P73

回収予定一覧表出力 売掛金の回収予定を照会します。 P74

得意先元帳出力 請求先ごとの売上／入金明細を照会します。伝票単位で消込チェックもできます。 P75

請求取消処理 

 

いったん締め切った請求処理を取り消します。これを実行すると、過去の売上伝票や入金伝

票も、入力／修正／削除できるようになります。 

P76
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３－４ ［仕入／出金］入力 

仕入／出金に関係する伝票を入力します。 

 
 

発注伝票入力 発注伝票の入力／修正／削除、および注文書の印刷を行ないます。 P77

仕入伝票入力 仕入伝票の入力／修正／削除を行ないます。発注伝票から転記することもできます。 P82

出金伝票入力 出金伝票の入力／修正／削除を行ないます。 P86
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３－５ ［仕入／出金］情報 

仕入／出金に関係するデータを照会します。 

 
 

発注明細表出力 

 

指定期間内の発注明細を照会します。 

（種類） 発注日別、仕入先別、担当者別、商品別 

P89 

 

注文書一括出力 

 

指定期間内の注文書を一括して印刷します。発注伝票入力画面において [F8 伝票印刷]でも１伝

票ごと印刷できますが、ここではまとめて印刷します。 

P90 

 

仕入明細表出力 

 

指定期間内の仕入明細を照会します。 

（種類） 仕入日別、仕入先別、担当者別、商品別 

P91 

 

仕入日報出力 

 

指定期間内の仕入額などを日単位で照会します。（※全事業所集計あり） 

（種類） 仕入日別、仕入先別、担当者別、商品別 

P92 

 

仕入月報出力 

 

指定期間内の仕入額などを月単位で照会します。（※全事業所集計あり） 

（種類） 仕入月別、仕入先別、担当者別、商品別 

P93 

 

仕入推移表出力 

 

仕入額の年間推移を照会します。（※全事業所集計あり） 

（種類） 年度別、仕入先別、担当者別、商品別 

P94 

 

仕入順位表出力 

 

仕入額などの順位を照会します。（※全事業所集計あり） 

（種類） 年月別、仕入先別、担当者別、商品別 

P96 

 

仕入分析表出力 

 

仕入額の全体に占める比率を照会します。（※全事業所集計あり） 

（種類） 仕入先別、担当者別、商品別 

P97 

 

出金明細表出力 

 

指定期間内の出金明細を照会します。 

（種類） 出金日別、仕入先別、担当者別、支払区分別 

P98 

 

出金日報出力 

 

指定期間内の出金額を日単位で照会します。 

（種類） 出金日別、仕入先別、支払区分別 

P99 

 

出金月報出力 

 

指定期間内の出金額を月単位で照会します。 

（種類） 出金月別、仕入先別 

P100

 

消費税集計表出力 指定期間内の仕入にかかる消費税を計算し、照会します。 P101

日次データ照会 カレンダー上の「日」を選択するだけで、その日の発注・仕入・出金データが照会できます。 P102

 



第３章 本システムの機能概要 

Copyright (C) 2020 株式会社ウイットソフトウェア             16 

３－６ 支 払 

支払に関係する処理を実行し、その結果データを照会します。 

 
 

支払締切処理 

 

支払の締切処理を行ない、支払データを作成します。これを実行すると、過去の仕入伝票や

出金伝票は、入力／修正／削除できなくなります。 

P103

 

支払明細書出力（一括） 仕入先を範囲指定し、その範囲内の支払明細書を一括して印刷します。 P104

支払明細書出力（個別） 仕入先を１つ指定し、その支払明細書を印刷します。 P106

支払一覧表出力（一括） 仕入先を範囲指定し、その範囲内の支払データを一覧表にして照会します。 P107

支払一覧表出力（個別） 仕入先を１つ指定し、その支払データを照会します。（支払履歴一覧表になります） P108

買掛残高一覧表出力 買掛金の残高などを照会します。 P109

支払予定一覧表出力 買掛金の支払予定を照会します。 P110

仕入先元帳出力 仕入先ごとの仕入／出金明細を照会します。伝票単位で消込チェックもできます。 P111

支払取消処理 

 

いったん締め切った支払処理を取り消します。これを実行すると、過去の仕入伝票や出金伝票

も、入力／修正／削除できるようになります。 

P112
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３－７ 在 庫 

在庫に関係する処理を実行し、その結果データを照会します。 

 
 

出庫伝票入力 

 

 

サンプル出庫・サービス提供・在庫調整など、通常の取引以外で商品を減少させる場合に入力

します。在庫調整の場合は、あらかじめ得意先マスタに「在庫調整」という名前の得意先（出庫

先）を登録しておく必要があります。 

P113

 

 

出庫明細表出力 

 

指定期間内の出庫明細を照会します。 

（種類） 出庫日別、出庫先別、担当者別、商品別 

P115

 

在庫問合せ 今日時点の、商品の在庫状況（現在庫数、適正在庫数、過不足数）を照会します。 P116

在庫一覧表出力 

 

指定した年月日時点の商品の在庫状況（在庫数、在庫単価、在庫金額、入出庫数、最終入出

庫日）を照会します。 

P118

 

入出庫一覧表出力 月単位での商品の入出庫状況を照会します。 P120

入出庫明細表出力 指定期間内での日々の入出庫明細状況を照会します。 P122

在庫推移表出力 在庫数または入出庫数の年間推移を照会します。 P124

在庫順位表出力 在庫数または在庫金額の順位を照会します。 P126

滞留商品一覧表出力 指定日以降に出庫がなく、指定数以上の在庫がある商品を照会します。 P127

棚卸調整 

 

システム内での在庫数と実際の在庫数に差異がある場合に入力します。その差異データは、出

庫伝票として登録されます。（棚卸用帳票も印刷できます） 

P128

 

生産伝票入力 

 

生産伝票の入力／修正／削除を行ないます。 

生産伝票については、「１－４ 生産伝票とは」を参照して下さい。 

P130

 

生産明細表出力 

 

指定期間内の生産明細を照会します。 

（種類） 生産日別、完成商品別、担当者別、構成部品別 

P133

 

構成部品在庫照会 完成商品を構成している部品（商品）の「現在庫数／発注残数／受注残数」などを照会します。 P134

倉庫移動伝票入力 倉庫移動伝票の入力／修正／削除を行ないます。商品を倉庫間で移動した場合に使用します｡ P135

倉庫移動明細表出力 

 

指定期間内の倉庫移動明細を照会します。 

（種類） 移動日別、移動元別、移動先別、担当者別、商品別 

P137
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３－８ ツール 

様々な機能が用意されています。 

 
 

見積書メール送信 見積書（PDF ファイル）を、先方担当者あてにメールで送信します。 P138

商品発送通知メール送信 商品を発送した旨を伝える内容を、先方担当者あてにメールで送信します。 P139

動作テスト 印刷プレビュー、PDF 出力、メール送信、CSV 出力の動作テストを行ないます。 P140

事業所の登録 事業所の登録を行ないます。 P142

ユーザの登録 ユーザの登録および、セキュリティ（パスワード等）に関する設定を行ないます。 P143

ユーザ特性 ユーザＩＤ・パスワードの変更、サーバ名種別の変更、ユーザごとの設定を行ないます。 P144

データ管理 データのバックアップ・リカバリ、CSV ファイルの入出力、古いデータの削除を行ないます。 P146

伝票番号管理 現時点での伝票の最終番号とデータ件数を確認します。 P152

管理者専用処理 

 

 

 

・何らかの原因でアクセス情報がクリアされずに残ったままになった場合に、ここで削除しま

す。（通常は使用しません） 

・マジックソフトウェアジャパン社のモバイルアプリ「おしえてスマホ」用の CSV ファイルを出力

します。スマホおよびタブレットから、顧客情報や受注データが照会できます。 

P153

 

 

 

操作ログ履歴照会 

 

 

いつ誰がどのような処理を行なったかというログを照会します。 

このボタンは、管理者権限を持っており、管理マスタメンテ内で「操作ログ取得」を「する」にし

た場合のみ表示されます。 

P155
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３－９ 導 入 

本システム導入時における「売掛残高／買掛残高／在庫数」を入力します。最初に１回だけ実行します。 

 
 

導入時売掛残高入力 本システム導入時における得意先ごとの売掛残高を入力します。 P156

導入時買掛残高入力 本システム導入時における仕入先ごとの買掛残高を入力します。 P157

導入時在庫入力 本システム導入時における商品ごとの在庫数／在庫単価／適正在庫数を入力します。 P158
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３－１０ マスタメンテ 

各種マスタファイルのデータをメンテナンスおよび印刷します。 

 
 

マスタメンテナンス 各種マスタファイルのデータをメンテナンス（登録／修正／削除）します。 P159

マスタ一覧表印刷 各種マスタファイルのデータを一覧表にして印刷します。 P188

マスタ各種印刷 得意先・仕入先の宛名ラベル印刷、および送り状の印刷を行ないます。 P195

ﾏｽﾀﾃﾞｰﾀ外部入出

力 

得意先・仕入先・商品のマスタファイルのデータを CSV ファイルに出力したり、逆に、CSV ファイル

から入力したりします。入出力する際に、マスタの項目を自由に選択することができます。 

P197
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３－１１ 弥生読込み 

「ツール／ユーザの登録／F7 セキュリティ」の画面内で、「弥生読込み」にチェックを入れた時だけ、この機能が利用できます。 

弥生株式会社の「弥生販売 17（または 16）」のデータを読込みます。 

 
 

弥生台帳読込み 「弥生販売 17（または 16）」の各種台帳（マスタ）を読込みます。 P204

弥生データ読込み 「弥生販売 17（または 16）」の各種データを読込みます。 P215
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３－１２ 顧客連携 

管理マスタメンテナンス内で、「WIT 顧客連携」を「する」にした時だけ、この機能が利用できます。 

「WIT 顧客 RIA」パッケージと連携をとり、顧客データを照会したり、接触情報などを登録することができます。 

 
 

顧客情報一覧 WIT 顧客の顧客（会社）データを一覧形式で表示します。接触情報なども登録できます。 - 

顧客情報一覧（階層） WIT 顧客の顧客（会社）データを階層形式で表示します。接触情報なども登録できます。 - 

 

※ 「WIT 顧客 RIA」パッケージが存在しなかった場合は、実行時にエラーが表示されます。 

※ 「WIT 顧客 RIA」側にも、WIT 販売 RIA 側と同じユーザ ID でユーザ登録をしておく必要があります。 

※ 操作方法については、「WIT 顧客 RIA」パッケージの操作ガイドをご覧下さい。 

「WIT 顧客 RIA 4.0」パッケージが必要 
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本システムでは、「ある項目で F5 キーを押すと検索画面が表示され、その中から該当するデータを Enter キーで選択する」 といった操

作が頻繁に出てきますが、この章では、検索画面での操作を説明致します。 

以下のような場面で検索画面が利用できます。 

・商品の検索、得意先の検索、仕入先の検索、担当者の検索 

・見積伝票の検索、受注伝票の検索、売上伝票の検索、発注伝票の検索、仕入伝票の検索 

・入金伝票の検索、出金伝票の検索 など 

 

４－１ 商品の検索画面 

レンガ色になっている行が、現在カーソルが止まっている行ですので、↑↓キーを使ってカーソルを移動し、選択したいデータ上で

Enter キーまたは「選択」ボタンを押してデータを選択します。（キャンセルを押した場合は、データは選択されません） 

 
 

【絞り込み機能】 

商品種別 「通常の商品」、「セット商品」、「完成商品」 

分 類 「商品分類 1～3」を指定し、その右で F5 を押して分類名を選択 → 指定した分類名のデータのみを表示 

商品ｺｰﾄﾞ 商品ｺｰﾄﾞの頭文字を入力して Enter → 入力した商品ｺｰﾄﾞで始まるデータのみを表示 

商品名 商品名の頭文字を入力して Enter → 入力した商品名で始まるデータのみを表示 

商品名ｶﾅ 商品名ｶﾅの頭文字を入力して Enter → 入力した商品名ｶﾅで始まるデータのみを表示 

 

【カーソルの自動位置付け機能（インクリメンタルサーチ）】 

 
 

赤で囲った項目上で値を直接入力すると、カーソルの自動位置付け機能が働いて、該当するデータにカーソルがジャンプします。 

 

 

第４章 検索画面の操作 

【絞り込み機能】 

商品マスタのデータが多い場合の絞り込み 

 

【マスタ照会】 

現在カーソルが止まっている（レンガ色）データのマスタ照会

 

【マスタ登録】 

新規マスタデータ登録 

【絞り込み機能】 と 【カーソルの自動位置付け機能】 の違い 

絞り込み ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 該当するデータのみを表示するので、該当しなかったデータは画面上には表示されません。

カーソルの自動位置付け ・・・・・ カーソルをジャンプするだけであって、画面上には全てのデータが表示されます。 



第４章 検索画面の操作 

Copyright (C) 2020 株式会社ウイットソフトウェア             24 

４－２ 得意先の検索画面 

得意先の検索画面・仕入先の検索画面は同じような操作ですので、ここでは得意先の検索画面を紹介します。 

 

レンガ色になっている行が、現在カーソルが止まっている行ですので、↑↓キーを使ってカーソルを移動し、選択したいデータ上で

Enter キーまたは「選択」ボタンを押してデータを選択します。（キャンセルを押した場合は、データは選択されません） 

  
 

【絞り込み機能】 

分 類 「得意先分類 1～3」を指定し、その右で F5 を押して分類名を選択 → 指定した分類名のデータのみを表示 

得意先ｺｰﾄﾞ 得意先ｺｰﾄﾞの頭文字を入力して Enter → 入力した得意先ｺｰﾄﾞで始まるデータのみを表示 

得意先名 得意先名の頭文字を入力して Enter → 入力した得意先名で始まるデータのみを表示 

得意先名ｶﾅ 得意先名ｶﾅの頭文字を入力して Enter → 入力した得意先名ｶﾅで始まるデータのみを表示 

 

【カーソルの自動位置付け機能（インクリメンタルサーチ）】 

  
 

赤で囲った項目上で値を直接入力すると、カーソルの自動位置付け機能が働いて、該当するデータにカーソルがジャンプします。 

 

 

 

 

 
 

【絞り込み機能】 

得意先マスタのデータが多い場合の絞り込み 

 

【マスタ照会】 

現在カーソルが止まっている（レンガ色）データのマスタ照会

 

【マスタ登録】 

新規マスタデータ登録 

【絞り込み機能】 と 【カーソルの自動位置付け機能】 の違い 

絞り込み ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 該当するデータのみを表示するので、該当しなかったデータは画面上には表示されません。 

カーソルの自動位置付け ・・・・・ カーソルをジャンプするだけであって、画面上には全てのデータが表示されます。 
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４－３ 担当者の検索画面 

レンガ色になっている行が、現在カーソルが止まっている行ですので、↑↓キーを使ってカーソルを移動し、選択したいデータ上で

Enter キーまたは「選択」ボタンを押してデータを選択します。（キャンセルを押した場合は、データは選択されません） 

 
 

 

【カーソルの自動位置付け機能（インクリメンタルサーチ）】 

 
 

赤で囲った項目上で値を直接入力すると、カーソルの自動位置付け機能が

働いて、該当するデータにカーソルがジャンプします。 
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４－４ 伝票の検索画面 

伝票の検索画面については、見積伝票・受注伝票・売上伝票などすべて同じような操作ですので、ここでは見積伝票の検索画面を

紹介します。 

 

レンガ色になっている行が、現在カーソルが止まっている行ですので、↑↓キーを使ってカーソルを移動し、選択したいデータ上で

Enter キーまたは「選択」ボタンを押してデータを選択します。（キャンセルを押した場合は、データは選択されません） 

  
  

 【検索条件】 

  
 

【カーソルの自動位置付け機能（インクリメンタルサーチ）】 

  
 

赤で囲った項目上で値を直接入力すると、カーソルの自動位置付け機能が働いて、該当するデータにカーソルがジャンプします。 

 

 

各項目に値を設定して「OK」ボタンを押すと、条件に該当

する伝票データのみが表示されます。 

※ 画面内の項目は、伝票の種類によって異なります。 

※ 上から２行目の右側の項目（日付の最大値）には

「9999/12/31」を設定しています。もし、これを和暦で

表現した場合、令和であれば、R.81 となりますが、

9999 年が R.7981 として表現されているだけですの

で、処理的には問題ありません。 

【検索条件ボタン】 

伝票データが多い場合の絞り込み

【検索条件ボタン】 と 【カーソルの自動位置付け機能】 の違い 

検索条件ボタン ・・・・・・・・・・・・・ 該当するデータのみを表示するので、該当しなかったデータは画面上には表示されません。

カーソルの自動位置付け ・・・・・ カーソルをジャンプするだけであって、画面上には全てのデータが表示されます。 
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５－１ カーソルの位置付け機能 

 F5 キー（ズーム）を押す前に何らかの頭文字を入力してから F5 キーを押すと、カーソルがその文字を頭文字とするデータ行近辺に

ジャンプします。これを、カーソルの位置付け機能といいます。 

 

 

 

５－２ 画面の拡張機能 

これまでに紹介した検索画面において、マウスを使って画面を広げたり狭めたりすると、テーブル内の行数を増減させることができま

す。画面の大きさに合わせて調整して下さい。 

  

  
 

※ 画面を横方向に拡張することはできません。縦方向のみです。 

※ 拡張した画面を維持（保存）することができ、次回実行した時には、画面の最後の状態で実行されます。（リッチサーバ環境時） 
 

 

５－３ 画面およびカーソル移動ボタン 

本システム全般に該当しますが、データを一覧表形式で表示した場合、画面右上に次のような４つのボタンが表示されています。 

これは、画面およびカーソル移動のためのボタンです。 

 
 

 

 

 

 

下に拡張 

カーソルを先頭行

に移動します 
前（上）の画面

を表示します 
次（下）の画面

を表示します 
カーソルを最終行

に移動します 

例えば、「6」を入力して F5 キー

を押すと、「6」で始まるデータ行

にカーソルがジャンプします。 

第５章 共通機能について 
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５－４ 数量および単価項目の小数点表示 

数量および単価項目における小数点表示については、商品マスタメンテナンス内の「数量小数桁」、「単価小数桁」の値によって決

定されます。「０」の場合は、小数桁は表示されません。 

 

（マスタメンテ／マスタメンテナンス／商品マスタメンテナンス） 

 

例） 123 という値を表示する場合 

 小数桁 0 ・・・・  123 

 小数桁 1 ・・・・ 123.0 

 小数桁 2 ・・・・123.00 

 

 

 

５－５ 帳票印刷 

 帳票印刷についてはすべてプレビュー画面が表示されますので、確認後、印刷アイコンを押してクライアント側から印刷するようになり

ます。 

 

【印刷アイコン】 

このアイコンを押して印刷します。 
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５－６ CSV 出力 

 集計結果を CSV ファイルに出力することができる箇所があります。（推移表、順位表、分析表、残高一覧表） 

 最初に画面上に CSV データが表示されますので、確認後、ダウンロードボタンを押してクライアント側に保存するようになります。 

【ダウンロードボタン】 
ファイル名をつけてクライアント側に保存できます 

 

 ダウンロードしたあと、クライアント側にエクセル等があればデータを取り込むことができます。（ただし、手動です） 

＜エクセルで取り込んだ結果＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５－７ PDF 出力 

見積書を PDF 出力することができるようになっています。 

最初に画面上に PDF 画面が表示されますので、確認後、ダウンロードボタンを押してクライアント側に保存するようになります。 

【ダウンロードボタン】 

ファイル名をつけてクライアント側に保存できます 

 

 

※ PDF 出力できる帳票は、見積書のみです。 

見積書以外の帳票も PDF 出力したい場合は、開発者ガイド P11～P12 【PDF 出力に関して】 を参照して下さい。 

 



第５章 共通機能について 

Copyright (C) 2020 株式会社ウイットソフトウェア             30 

５－８ グラフ表示 

集計結果をグラフに表示することができる箇所があります。（推移表、順位表、分析表）  ※ 印刷やファイル保存はできません。 

GoogleChart を利用していますので、インターネットに繋がっていることが必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 画面左上のコンボボックスでグラフの種類を選択します。 

 

 

 

 

棒(縦)グラフ 折れ線(縦)グラフ 

円グラフ 

 

 

（Windows8 での制限事項） 

GoogleChart の結果は png 画像として返ってきますが、Windows8 においては、拡張子「.png」が「フォト」プログラムに関連付け

られているため、Magic の画面が開く前にフォトの画面が先に開いてしまいます。 

Windows8 のヘルプによると関連付けは解除できないようですので、グラフを表示するごとに「フォト」の画面を手動で閉じなけ

ればなりません。 
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６－１ 見積伝票入力 

見積伝票の新規登録／修正／削除、および見積書の印刷／PDF ファイル出力を行ないます。 

 
 

新規登録の場合 

「見積番号」で何も入力せず Enter キーを押して次に進み、各項目に値を入力していきます。 

見積番号は、伝票登録時（[F9 登録] を押した時）に、管理マスタ内の「伝票付番方法」に従って自動で連番が付きます。 

修正／削除の場合 

「見積番号」で手入力するか、または [F5 検索] を押して、見積伝票検索画面から該当する見積番号を選択すると、選択した

伝票が読み込まれます。 

※ 各項目において画面下の [F5 検索] ボタンが有効になっている場合は、F5 キーを押すことによって検索画面が表示されます。 

 

第６章 [売上／入金] 入力 
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【ヘッダ部における各項目】 

見積番号 

 

新規登録の場合・・・・・何も入力しません。 

修正／削除の場合・・・修正または削除したい見積番号を入力します。 

 

F5有効

見積日 見積日を入力します。（初期値は今日の日付） F5有効

得意先 

 

得意先コードを入力します。コードを入力すると得意先マスタの得意先名が表示されますが、こ

の得意先名は変更することもできます。（変更しても得意先マスタには反映されません） 

F5有効

 

ご担当者 先方の担当者名を入力します。（初期値は得意先マスタの担当者名）  

敬称 敬称を入力します。（初期値は得意先マスタの敬称） F5有効

TEL 電話番号を入力します。（初期値は得意先マスタの TEL）  

FAX FAX 番号を入力します。（初期値は得意先マスタの FAX）  

取引区分 

 

「1：掛売上」・・・・・請求締処理を行なうことにより、締日までの代金を一括して請求します。 

「2：現金売上」・・・売上時に代金を受け取ります。請求締処理の対象にはなりません。 

F5有効

 

税転嫁 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 商品単価の表示 消費税の計算処理 伝票での消費税表示

1：外税（伝票毎） 税抜金額 伝票単位 表示する 

2：外税（請求毎） 〃 請求単位 表示しない 

3：外税（明細毎） 

外税（
〃 明細単位 表示する 

4：内税 税込金額 伝票単位 表示しない 

5：内税（伝票毎） 〃 伝票単位 表示する 

6：内税（請求毎） 〃 請求単位 表示しない 

7：内税（明細毎） 〃 明細単位 表示する 

9：外税（手入力） （消費税は手入力） 伝票単位 表示する 
 

F5有効

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単価種類 得意先マスタの単価種類が表示されます。（変更できません）  

掛率 得意先マスタの掛率が表示されます。（変更できません）  

見積件名 見積件名を入力します。F5 を押して摘要一覧から選択するか、または、直接手入力します。 F5有効

納入期限 

 

納入期限を入力します。F5 を押して摘要一覧から選択するか、または、直接手入力します。 

（初期値については P34 を参照） 

F5有効

 

納入場所 

 

納入場所を入力します。F5 を押して摘要一覧から選択するか、または、直接手入力します。 

（初期値については P34 を参照） 

F5有効

 

取引方法 

 

取引方法を入力します。F5 を押して摘要一覧から選択するか、または、直接手入力します。 

（初期値については P34 を参照） 

F5有効

 

有効期限 

 

有効期限を入力します。F5 を押して摘要一覧から選択するか、または、直接手入力します。 

（初期値については P34 を参照） 

F5有効

 

担当者 自社の担当者を入力します。（初期値は得意先マスタの担当者） F5有効

摘要 摘要を入力します。F5 を押して摘要一覧から選択するか、または、直接手入力します。 F5有効

合計金額名称 見積書に印刷される合計金額の名称を入力します。（初期値については P34 を参照）  

与信限度額 得意先マスタの与信限度額が表示されます。（変更できません）  

 
 

表示されている伝票を複写します。複写元の伝票をあらかじめ呼び出しておいて、その後このボ

タンを押すと、同じデータ内容で新規の伝票が表示されます。 
 

 
 

 

 

見積伝票の状況 

「済」・「保」・「却」の３種類・・・・マウスでクリックすることにより、オン・オフが切り替わります。 

見積伝票検索時の条件として使用します。（例えば、「済」ボタンがオンになっている伝票のみを

検索するなど）。検索条件以外では使用していません。 

 

 

 

 

新税率を適用する 

 

伝票日付が新税率適用前の日付ではあるが、伝票自体は新税率を適用して計算したい場合に

チェックを入れます。 
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【明細部における各項目】 

No 自動で行番号が付きます。（変更できません）  

区分 

 

 

 

 

 

 

 

「1：通常」・・・・・通常商品を入力する場合に使用します。 

「3：値引」・・・・・値引を入力する場合に使用します。 

「4：諸経費」・・・送料などの諸経費を入力する場合に使用します。 

「5：摘要」・・・・・摘要を入力する場合に使用します。見積書に印刷されます。 

「6：メモ」・・・・・・メモを入力する場合に使用します。見積書に印刷されません。 

「8：小計」・・・・・明細の小計を表示する場合に使用します。 

「9：消費税」・・・消費税額を手入力する場合に使用します。税転嫁が、「9：外税（手入力）」の時

だけ有効です。 

F5有効

 

 

 

 

 

 

 

商品コード 商品コードを入力します。コードを入力すると商品マスタの商品名と型番が表示されます。 F5有効

商品名 

 

商品名を入力します。（初期値は商品マスタの商品名） 

変更することもできます。（変更しても商品マスタには反映されません） 
 

型番 商品マスタの型番が表示されます。（変更できません）  

単位 単位を入力します。（初期値は商品マスタの単位） F5有効

入数 入数を入力します。（初期値は商品マスタの入数）  

ケース ケース数を入力します。「入数×ケース」の値が数量に設定されます。  

在庫 在庫管理する商品の場合に表示されます。その伝票日付時点での在庫数を表示します。  

単歴 過去にその得意先に対してその商品をいくらで販売したか、過去の単価履歴を表示します。  

数量 数量を入力します。「入数×ケース」の値が設定されています。  

原単価 商品マスタの売上原価が表示されます。（変更できます）  

単価 

 

商品マスタの単価が表示されます。（変更できます） 

どの単価が表示されるかは、得意先マスタの「単価種類」と「掛率」に依存します。 

 

 

金額 「単価×金額」の値が表示されます。（変更できます）  

課税区分 

 

 

 

「11：課税」・・・・・・課税対象の商品（通常税率） 

「30：課税(軽)」・・・課税対象の商品（軽減税率） 

「80：非課税」・・・・非課税の商品 

「90：対象外」・・・・課税対象外の商品  （初期値は商品マスタの課税区分） 

F5有効

 

 

 

備考 備考を入力します。  

倉庫 商品を出庫する倉庫を指定します。 F5有効

 

※ 課税区分の「非課税」と「対象外」について （消費税法に基づいて設定） 

   「非課税」： 性格上、課税対象にならないもの・・・・・ （例） 利子、保険料、郵便切手、商品券、行政手数料など 
   「対象外」： 政策的配慮に基づくもの・・・・・・・・・・・・ （例） 社会保険医療サービス、助産、埋葬料、火葬料、一定の学校の 

授業料、教科書など 
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【納入期限、納入場所、取引方法、有効期限、合計金額名称の初期値について】 

 

「納入期限」・「納入場所」・「取引方法」・「有効期限」・「合計金額名称」の項目

の初期値は、ユーザごとに変更することができます。 
（ツール／ユーザ特性／ユーザごとの設定２） 
 

ここで設定された値が、見積伝票入力画面の初期値として表示されます。 

 

【フッタ部における各ボタンの説明】 

 

F1 登録中止 

 
登録中または修正中のデータを破棄します。 

伝票登録せず、伝票全体を白紙の状態に戻します。 

F2 変更取消 

 
入力中のデータを取消して元の値に戻します。 

項目単位の取消であって、伝票全体を元に戻すわけではありません。 

F3 行削除 カーソルが明細行にある場合、その行を１行削除します。 

F4 行挿入 カーソルが明細行にある場合、その行の下に新規の行を１行挿入します 

F5 検 索 各項目に応じた検索画面を表示します。 

F6 得意情報 得意先に関する情報を表示します。 

F7 商品情報 カーソルが明細行にある場合、その商品に関する情報を表示します。 

F8 伝票出力 

 
表示されている見積伝票の見積書を印刷または PDF ファイル出力します。また、PDF ファイルを先方担当者

にメール送信することもできます。登録中または修正中の伝票は出力できません。 

F9 終 了 

F9 登 録 
見積伝票入力プログラムを終了します。 

登録中または修正中の伝票を登録します。 

F10 伝票削除 表示されている伝票を削除します。 

F11 明細へ カーソルがヘッダ部にある場合、カーソルを明細部に移動します。 

ESC キー F9 キーと同じ動きになります。 
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【F8 伝票出力の操作について】 

PDF 出力ソフトをインストールしており、見積書の PDF 出力として使用する場合は、「マスタメンテナンス／管理ﾏｽﾀﾒﾝﾃﾅﾝｽ」画面の 

一番下の個所で、「PDF 出力ソフト」を 「ある」と設定しておきます。 

 
 

「ある」場合の、操作の流れは以下の通りです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 
印刷プレビューの画面が表示されます。 

クライアント側に印刷したい場合は、印刷

アイコンをクリックして下さい。 

PDF ファイルの内容が表示されます。 

クライアント側に保存したい場合は、「ダウン

ロード」ボタンをクリックして下さい。 

適当な名前をつけて保存できます  見積書の PDF を先方にメール送信できます 

 （CC、BCC の設定も可能です） 
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【印刷および PDF 出力時の項目について】 

 
 

「見積日」・「得意先コード」・「得意先 TEL,FAX」・「商品コード」・「商品型番」の項目は、ユーザごとに 「印刷する／しない」を指定 
することができます。（ツール／ユーザ特性／ユーザごとの設定１） 

  
 
 
 
 
 

また、自社の「郵便番号」・「住所」・「会社名」・「TEL」・「FAX」の項目も、ユーザごとに表示内容を変えることができます。 
（ツール／ユーザ特性／ユーザごとの設定２） 

 
 

「課税区分を印刷する」 とは、 
明細行の備考欄に、「課税 xx%」と印刷します。 

   
 
「伝票入力後、即時印刷する」 とは、 

伝票を印刷する場合、通常は伝票をいったん登録した後、再度その伝票を呼び出し、

「F8」キーを押してから印刷しますが、そうではなく、登録したらすぐに印刷処理を開始

します。 
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６－２ 受注伝票入力 

受注伝票の入力／修正／削除、および注文請書の印刷を行ないます。見積伝票から転記することもできます。 

 
 

新規登録の場合 

「受注番号」で何も入力せず Enter キーを押して次に進みます。 

・見積伝票から転記する場合・・・・・・「見積番号」で手入力するか、または [F5 検索] を押して、見積伝票検索画面から該当

する見積番号を選択すると、選択した伝票が転記されます。 

・見積伝票から転記しない場合・・・・そのまま Enter キーを押して次に進みます。 

そのあとは、各項目に値を入力していきます。受注番号は、伝票登録時（[F9 登録] を押した時）に、管理マスタ内の「伝票付番

方法」に従って自動で連番が付きます。 

修正／削除の場合 

「受注番号」で手入力するか、または [F5 検索] を押して、受注伝票検索画面から該当する受注番号を選択すると、選択した

伝票が読み込まれます。 

※ 各項目において画面下の [F5 検索] ボタンが有効になっている場合は、F5 キーを押すことによって検索画面が表示されます。 
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【ヘッダ部における各項目】 

受注番号 

 

新規登録の場合・・・・・何も入力しません。 

修正／削除の場合・・・修正または削除したい受注番号を入力します。 

 

F5有効

見積番号 

 

見積伝票から転記する場合・・・・・・転記したい見積伝票の見積番号を入力します。 

見積伝票から転記しない場合・・・・何も入力しません。 

F5有効

 

受注日 受注日を入力します。（初期値は今日の日付） F5有効

納入期日 納入期日を入力します。（初期値は受注日の２日後） F5有効

得意先 

 

得意先コードを入力します。コードを入力すると得意先マスタの得意先名が表示されますが、こ

の得意先名は変更することもできます。（変更しても得意先マスタには反映されません） 

F5有効

 

取引区分 

 

「1：掛売上」・・・・・請求締処理を行なうことにより、締日までの代金を一括して請求します。 

「2：現金売上」・・・売上時に代金を受け取ります。請求締処理の対象にはなりません。 

F5有効

 

税転嫁 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 商品単価の表示 消費税の計算処理 伝票での消費税表示

1：外税（伝票毎） 税抜金額 伝票単位 表示する 

2：外税（請求毎） 〃 請求単位 表示しない 

3：外税（明細毎） 〃 明細単位 表示する 

4：内税 税込金額 伝票単位 表示しない 

5：内税（伝票毎） 〃 伝票単位 表示する 

6：内税（請求毎） 〃 請求単位 表示しない 

7：内税（明細毎） 〃 明細単位 表示する 

9：外税（手入力） （消費税は手入力） 伝票単位 表示する 
 

F5有効

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単価種類 得意先マスタの単価種類が表示されます。（変更できません）  

掛率 得意先マスタの掛率が表示されます。（変更できません）  

担当者 自社の担当者を入力します。（初期値は得意先マスタの担当者） F5有効

納入先 

 

納入先コードを入力します。ここで入力した納入先は、「注文請書」の摘要欄に印刷されます。 

それ以外では使用していません。 

F5有効

 

摘要 摘要を入力します。F5 を押して摘要一覧から選択するか、または、直接手入力します。 F5有効

与信限度額 得意先マスタの与信限度額が表示されます。（変更できません）  

 
 

表示されている伝票を複写します。複写元の伝票をあらかじめ呼び出しておいて、その後このボ

タンを押すと、同じデータ内容で新規の伝票が表示されます。 
 

新税率を適用する 

 

伝票日付が新税率適用前の日付ではあるが、伝票自体は新税率を適用して計算したい場合に

チェックを入れます。 
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【明細部における各項目】 

No 自動で行番号が付きます。（変更できません）  

区分 

 

 

 

 

 

 

「1：通常」・・・・・通常商品を入力する場合に使用します。 

「3：値引」・・・・・値引を入力する場合に使用します。 

「4：諸経費」・・・送料などの諸経費を入力する場合に使用します。 

「5：摘要」・・・・・摘要を入力する場合に使用します。注文請書に印刷されます。 

「6：メモ」・・・・・・メモを入力する場合に使用します。注文請書に印刷されません。 

「9：消費税」・・・消費税額を手入力する場合に使用します。税転嫁が、「9：外税（手入力）」の時

だけ有効です。 

F5有効

 

 

 

 

 

 

商品コード 商品コードを入力します。コードを入力すると商品マスタの商品名と型番が表示されます。 F5有効

商品名 

 

商品名を入力します。（初期値は商品マスタの商品名） 

変更することもできます。（変更しても商品マスタには反映されません） 
 

型番 商品マスタの型番が表示されます。（変更できません）  

単位 単位を入力します。（初期値は商品マスタの単位） F5有効

入数 入数を入力します。（初期値は商品マスタの入数）  

ケース ケース数を入力します。「入数×ケース」の値が数量に設定されます。  

在庫 在庫管理する商品の場合に表示されます。その伝票日付時点での在庫数を表示します。  

単歴 過去にその得意先に対してその商品をいくらで販売したか、過去の単価履歴を表示します。  

受注残 売上伝票に計上されていない数量（受注残数）が表示されます。（変更できません）  

数量 数量を入力します。「入数×ケース」の値が設定されています。  

原単価 商品マスタの売上原価が表示されます。（変更できます）  

単価 

 

商品マスタの単価が表示されます。（変更できます） 

どの単価が表示されるかは、得意先マスタの「単価種類」と「掛率」に依存します。 

 

 

金額 「単価×金額」の値が表示されます。（変更できます）  

課税区分 

 

 

 

「11：課税」・・・・・・課税対象の商品（通常税率） 

「30：課税(軽)」・・・課税対象の商品（軽減税率） 

「80：非課税」・・・・非課税の商品 

「90：対象外」・・・・課税対象外の商品  （初期値は商品マスタの課税区分） 

F5有効

 

 

 

備考 備考を入力します。  

見積番号 

 

見積伝票から転記した場合に、その見積番号が表示されます。（変更できません） 

見積伝票から転記していない場合は、空白です。 
 

倉庫 商品を出庫する倉庫を指定します。 F5有効
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【フッタ部における各ボタンの説明】 

 

F1 登録中止 

 
登録中または修正中のデータを破棄します。 

伝票登録せず、伝票全体を白紙の状態に戻します。 

F2 変更取消 

 
入力中のデータを取消して元の値に戻します。 

項目単位の取消であって、伝票全体を元に戻すわけではありません。 

F3 行削除 カーソルが明細行にある場合、その行を１行削除します。 

F4 行挿入 カーソルが明細行にある場合、その行の下に新規の行を１行挿入します 

F5 検 索 各項目に応じた検索画面を表示します。 

F6 得意情報 得意先に関する情報を表示します。 

F7 商品情報 カーソルが明細行にある場合、その商品に関する情報を表示します。 

F8 伝票印刷 表示されている受注伝票の注文請書を印刷します。登録中または修正中の伝票は出力できません。 

F9 終 了 

F9 登 録 
受注伝票入力プログラムを終了します。 

登録中または修正中の伝票を登録します。 

F10 伝票削除 表示されている伝票を削除します。 

F11 明細へ カーソルがヘッダ部にある場合、カーソルを明細部に移動します。 

ESC キー F9 キーと同じ動きになります。 
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【印刷時の項目について】 

 
 

「受注日」・「得意先コード」・「得意先 TEL,FAX」・「商品コード」・「商品型番」の項目は、ユーザごとに 「印刷する／しない」を指定 
することができます。（ツール／ユーザ特性／ユーザごとの設定１） 

  
 

 

 

 

 

また、自社の「郵便番号」・「住所」・「会社名」・「TEL」・「FAX」の項目も、ユーザごとに表示内容を変えることができます。 
（ツール／ユーザ特性／ユーザごとの設定２） 

 
 

「課税区分を印刷する」 とは、 
明細行の備考欄に、「課税 xx%」と印刷します。 

   
 
「伝票入力後、即時印刷する」 とは、 

伝票を印刷する場合、通常は伝票をいったん登録した後、再度その伝票を呼び出し、

「F8」キーを押してから印刷しますが、そうではなく、登録したらすぐに印刷処理を開始

します。 
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６－３ 売上伝票入力 

売上伝票の入力／修正／削除、および納品書の印刷を行ないます。見積伝票・受注伝票から転記することもできます。 

納品書は、専用用紙（弥生株式会社 納品書 334401） または A4 白紙 のどちらかを選択します。 

「ツール／ユーザ特性／ユーザごとの設定１」の中で選択します。 

 
 

新規登録の場合 

「売上番号」で何も入力せず Enter キーを押して次に進みます。 

・受注伝票から転記する場合・・・・・・「受注番号」で手入力するか、または [F5 検索] を押して、受注伝票検索画面から該当

する受注番号を選択すると、選択した伝票が転記されます。 

・受注伝票から転記しない場合・・・・そのまま Enter キーを押して次に進みます。 

・見積伝票から転記する場合・・・・・・「見積番号」で手入力するか、または [F5 検索] を押して、見積伝票検索画面から該当

する見積番号を選択すると、選択した伝票が転記されます。 

・見積伝票から転記しない場合・・・・そのまま Enter キーを押して次に進みます。 

そのあとは、各項目に値を入力していきます。売上番号は、伝票登録時（[F9 登録] を押した時）に、管理マスタ内の「伝票付番

方法」に従って自動で連番が付きます。 

修正／削除の場合 

「売上番号」で手入力するか、または [F5 検索] を押して、売上伝票検索画面から該当する売上番号を選択すると、選択した

伝票が読み込まれます。 

※ 各項目において画面下の [F5 検索] ボタンが有効になっている場合は、F5 キーを押すことによって検索画面が表示されます。 
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【ヘッダ部における各項目】 

売上番号 

 

新規登録の場合・・・・・何も入力しません。 

修正／削除の場合・・・修正または削除したい売上番号を入力します。 

 

F5有効

受注番号 

 

受注伝票から転記する場合・・・・・・転記したい受注伝票の受注番号を入力します。 

受注伝票から転記しない場合・・・・何も入力しません。 

F5有効

 

見積番号 

 

見積伝票から転記する場合・・・・・・転記したい見積伝票の見積番号を入力します。 

見積伝票から転記しない場合・・・・何も入力しません。 

F5有効

 

売上日 売上日を入力します。（初期値は今日の日付） F5有効

得意先 

 

得意先コードを入力します。コードを入力すると得意先マスタの得意先名が表示されますが、こ

の得意先名は変更することもできます。（変更しても得意先マスタには反映されません） 

F5有効

 

請求先 入力された得意先コードより、得意先マスタから請求先が表示されます。（変更できません）  

取引区分 

 

「1：掛売上」・・・・・請求締処理を行なうことにより、締日までの代金を一括して請求します。 

「2：現金売上」・・・売上時に代金を受け取ります。請求締処理の対象にはなりません。 

F5有効

 

請求締切 

 

 

「1：今回」・・・・今回分の請求締切対象になります。（通常はこれです） 

「2：次回」・・・・次回分の請求締切対象になります。（次回の請求扱いにしたい場合） 

また、この伝票が請求済なのか未請求なのかが表示されます。（変更できません） 

F5有効

 

 

税転嫁 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 商品単価の表示 消費税の計算処理 伝票での消費税表示

1：外税（伝票毎） 税抜金額 伝票単位 表示する 

2：外税（請求毎） 〃 請求単位 表示しない 

3：外税（明細毎） 〃 明細単位 表示する 

4：内税 税込金額 伝票単位 表示しない 

5：内税（伝票毎） 〃 伝票単位 表示する 

6：内税（請求毎） 〃 請求単位 表示しない 

7：内税（明細毎） 〃 明細単位 表示する 

9：外税（手入力） （消費税は手入力） 伝票単位 表示する 
 

F5有効

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

担当者 自社の担当者を入力します。（初期値は得意先マスタの担当者） F5有効

単価種類 得意先マスタの単価種類が表示されます。（変更できません）  

掛率 得意先マスタの掛率が表示されます。（変更できません）  

消込状態 

 

得意先元帳画面において、入金済みとして消込チェックがされているか否かが表示されます。 

（変更できません） 
 

納入先 

 

納入先コードを入力します。ここで入力した納入先は、「納品書」の摘要欄に印刷されます。 

それ以外では使用していません。 

F5有効

 

摘要 摘要を入力します。F5 を押して摘要一覧から選択するか、または、直接手入力します。 F5有効

与信限度額 得意先マスタの与信限度額が表示されます。（変更できません）  

 
 

表示されている伝票を複写します。複写元の伝票をあらかじめ呼び出しておいて、その後このボ

タンを押すと、同じデータ内容で新規の伝票が表示されます。 
 

 
 

表示されている伝票の赤伝票を発行します。赤伝処理の元となる伝票をあらかじめ呼び出して

おいて、その後このボタンを押すと、同じデータ内容でマイナス金額の伝票が表示されます。 
 

新税率を適用する 

 

伝票日付が新税率適用前の日付ではあるが、伝票自体は新税率を適用して計算したい場合に

チェックを入れます。 
 

旧税率を適用する 

 

伝票日付が新税率適用後の日付ではあるが、伝票自体は旧税率を適用して計算したい場合に

チェックを入れます。（このチェックボックスは新税率適用日を過ぎて２ヶ月間だけ表示されます）
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【明細部における各項目】 

No 自動で行番号が付きます。（変更できません）  

区分 

 

 

 

 

 

 

 

「1：通常」・・・・・通常商品を入力する場合に使用します。 

「2：返品」・・・・・通常商品を返品する場合に使用します。 

「3：値引」・・・・・値引を入力する場合に使用します。 

「4：諸経費」・・・送料などの諸経費を入力する場合に使用します。 

「5：摘要」・・・・・摘要を入力する場合に使用します。納品書に印刷されます。 

「6：メモ」・・・・・・メモを入力する場合に使用します。納品書に印刷されません。 

「9：消費税」・・・消費税額を手入力する場合に使用します。税転嫁が、「9：外税（手入力）」の時

だけ有効です。 

F5有効

 

 

 

 

 

 

 

商品コード 商品コードを入力します。コードを入力すると商品マスタの商品名と型番が表示されます。 F5有効

商品名 

 

商品名を入力します。（初期値は商品マスタの商品名） 

変更することもできます。（変更しても商品マスタには反映されません） 
 

型番 商品マスタの型番が表示されます。（変更できません）  

単位 単位を入力します。（初期値は商品マスタの単位） F5有効

入数 入数を入力します。（初期値は商品マスタの入数）  

ケース ケース数を入力します。「入数×ケース」の値が数量に設定されます。  

在庫 在庫管理する商品の場合に表示されます。その伝票日付時点での在庫数を表示します。  

単歴 過去にその得意先に対してその商品をいくらで販売したか、過去の単価履歴を表示します。  

数量 数量を入力します。「入数×ケース」の値が設定されています。  

原単価 商品マスタの売上原価が表示されます。（変更できます）  

単価 

 

商品マスタの単価が表示されます。（変更できます） 

どの単価が表示されるかは、得意先マスタの「単価種類」と「掛率」に依存します。 

 

 

金額 「単価×金額」の値が表示されます。（変更できます）  

課税区分 

 

 

 

「11：課税」・・・・・・課税対象の商品（通常税率） 

「30：課税(軽)」・・・課税対象の商品（軽減税率） 

「80：非課税」・・・・非課税の商品 

「90：対象外」・・・・課税対象外の商品  （初期値は商品マスタの課税区分） 

F5有効

 

 

 

備考 備考を入力します。  

受注番号 

 

受注伝票から転記した場合に、その受注番号が表示されます。（変更できません） 

受注伝票から転記していない場合は、空白です。 
 

見積番号 

 

見積伝票から転記した場合に、その見積番号が表示されます。（変更できません） 

見積伝票から転記していない場合は、空白です。 
 

倉庫 商品を出庫する倉庫を指定します。 F5有効
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【フッタ部における各ボタンの説明】 

 

F1 登録中止 

 
登録中または修正中のデータを破棄します。 

伝票登録せず、伝票全体を白紙の状態に戻します。 

F2 変更取消 

 
入力中のデータを取消して元の値に戻します。 

項目単位の取消であって、伝票全体を元に戻すわけではありません。 

F3 行削除 カーソルが明細行にある場合、その行を１行削除します。 

F4 行挿入 カーソルが明細行にある場合、その行の下に新規の行を１行挿入します 

F5 検 索 各項目に応じた検索画面を表示します。 

F6 得意情報 得意先に関する情報を表示します。 

F7 商品情報 カーソルが明細行にある場合、その商品に関する情報を表示します。 

F8 伝票印刷 表示されている売上伝票の納品書を印刷します。登録中または修正中の伝票は出力できません。 

F9 終 了 

F9 登 録 
売上伝票入力プログラムを終了します。 

登録中または修正中の伝票を登録します。 

F10 伝票削除 表示されている伝票を削除します。 

F11 明細へ カーソルがヘッダ部にある場合、カーソルを明細部に移動します。 

ESC キー F9 キーと同じ動きになります。 
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【印刷時の項目について】 

 

 

「売上日」・「得意先コード」・「得意先 TEL,FAX」・「商品コード」・「商品型番」の項目は、ユーザごとに 「印刷する／しない」を指定 
することができます。（ツール／ユーザ特性／ユーザごとの設定１） 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

また、自社の「郵便番号」・「住所」・「会社名」・「TEL」・「FAX」の項目も、ユーザごとに表示内容を変えることができます。 
（ツール／ユーザ特性／ユーザごとの設定２） 

   

「課税区分を印刷する」 とは、 
明細行の備考欄に、「課税 xx%」と印刷します。 

   
 
「伝票入力後、即時印刷する」 とは、 

伝票を印刷する場合、通常は伝票をいったん登録した後、再度その伝票を呼び出し、

「F8」キーを押してから印刷しますが、そうではなく、登録したらすぐに印刷処理を開始

します。 

「区分記載方式で印刷する」 とは、伝票明細の最後に、「課税対象額」と「消費税額」の行を印刷します。 
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６－４ 入金伝票入力 

入金伝票の入力／修正／削除を行ないます。 

 
 

新規登録の場合 

「伝票番号」で何も入力せず Enter キーを押して次に進み、各項目に値を入力していきます。 

伝票番号は、伝票登録時（[F9 登録] を押した時）に、管理マスタ内の「伝票付番方法」に従って自動で連番が付きます。 

修正／削除の場合 

「伝票番号」で手入力するか、または [F5 検索] を押して、入金伝票検索画面から該当する伝票番号を選択すると、選択した

伝票が読み込まれます。 

※ 各項目において画面下の [F5 検索] ボタンが有効になっている場合は、F5 キーを押すことによって検索画面が表示されます。 
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【ヘッダ部における各項目】 

伝票番号 

 

新規登録の場合・・・・・何も入力しません。 

修正／削除の場合・・・修正または削除したい伝票番号を入力します。 

 

F5有効

入金日 入金日を入力します。（初期値は今日の日付） F5有効

請求先 

 

請求先コードを入力します。コードを入力すると得意先マスタの得意先名（請求先名）が表示さ

れます。（請求先名は変更できません） 

F5有効

 

担当者 自社の担当者を入力します。（初期値は得意先マスタの担当者） F5有効

摘要 摘要を入力します。F5 を押して摘要一覧から選択するか、または、直接手入力します。 F5有効

回収 得意先マスタの回収方法および回収日が表示されます。（変更できません）  

締グループ 得意先マスタの締グループの値が表示されます。（変更できません）  

請求締切 この伝票が請求処理されているか否かが表示されます。（変更できません）  

手数料負担 得意先マスタの手数料負担の値が表示されます。（変更できません）  

 
 

表示されている伝票を複写します。複写元の伝票をあらかじめ呼び出しておいて、その後このボ

タンを押すと、同じデータ内容で新規の伝票が表示されます。 
 

 

 

【明細部における各項目】 

No 自動で行番号が付きます。（変更できません）  

入金区分 

 

入金区分コードを入力します。コードを入力すると入金区分マスタの入金区分名が表示されま

す。 

F5有効

 

入金額 入金額を入力します。  

手形期日 入金区分が「手形」の場合、手形期日を入力します。「手形」以外の場合は入力できません。 F5有効

手形 No 入金区分が「手形」の場合、手形番号を入力します。「手形」以外の場合は入力できません。  

備考 備考を入力します。  

  ※ 本システムには手形管理の機能はありません。ここでの「手形期日」・「手形 No」は単に照会用として入力するだけです。 
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【フッタ部における各ボタンの説明】 

 

F1 登録中止 

 
登録中または修正中のデータを破棄します。 

伝票登録せず、伝票全体を白紙の状態に戻します。 

F2 変更取消 

 
入力中のデータを取消して元の値に戻します。 

項目単位の取消であって、伝票全体を元に戻すわけではありません。 

F3 行削除 カーソルが明細行にある場合、その行を１行削除します。 

F4 行挿入 カーソルが明細行にある場合、その行の下に新規の行を１行挿入します 

F5 検 索 各項目に応じた検索画面を表示します。 

F6 請求情報 請求先（得意先）に関する情報を表示します。 

F9 終 了 

F9 登 録 
入金伝票入力プログラムを終了します。 

登録中または修正中の伝票を登録します。 

F10 伝票削除 表示されている伝票を削除します。 

F11 明細へ カーソルがヘッダ部にある場合、カーソルを明細部に移動します。 

ESC キー F9 キーと同じ動きになります。 
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７－１ 見積明細表出力 

指定した条件に合った見積明細データを照会します。 

【各項目の説明】 

種  別 ４種類の中から選択します。 

見積日 出力対象となる見積日を、FROM～TO で指定します。 

得意先 出力対象となる得意先を、FROM～TO で指定します。 

担当者 出力対象となる担当者を、FROM～TO で指定します。 

商  品 出力対象となる商品を、FROM～TO で指定します。 

【各ボタンの説明】 

F5 検索 各項目に応じた検索画面が表示されます。 

F9 終了 プログラムを終了します。 

F11 実行 入力された条件をもとに、結果を表示します。 

 

＜実行結果＞ 

 
 

 

 

カーソルが止まっている行の見積伝票を照会 

 

 

 

「F5 伝票照会」 「F8 印 刷」

第７章 [売上／入金] 情報 
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７－２ 見積書一括出力 

指定した条件に合った見積書を一括して印刷します。 

見積伝票入力画面において [F8 伝票出力]でも１伝票ごと印刷できますが、ここでは、まとめて印刷します。 

【各項目の説明】 

出力順 ３種類の中から選択します。 

見積日 出力対象となる見積日を、FROM～TO で指定します。 

得意先 出力対象となる得意先を、FROM～TO で指定します。 

担当者 出力対象となる担当者を、FROM～TO で指定します。 

【各ボタンの説明】 

F5 検索 各項目に応じた検索画面が表示されます。 

F9 終了 プログラムを終了します。 

F11 実行 入力された条件をもとに、結果を印刷します。 

 

＜実行結果＞ 
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７－３ 受注明細表出力 

指定した条件に合った受注明細データを照会します。 

【各項目の説明】 

種  別 ４種類の中から選択します。 

出荷状況 

 

 

1：全件・・・･･･・完納伝票＆未完納伝票、両方を出力します

2：受注残なし・・・完納伝票のみを出力します。 

3：受注残あり・・・未完納伝票のみを出力します。 

受注日 出力対象となる受注日を、FROM～TO で指定します。 

得意先 出力対象となる得意先を、FROM～TO で指定します。 

担当者 出力対象となる担当者を、FROM～TO で指定します。 

商  品 出力対象となる商品を、FROM～TO で指定します。 

【各ボタンの説明】 

F5 検索 各項目に応じた検索画面が表示されます。 

F9 終了 プログラムを終了します。 

F11 実行 入力された条件をもとに、結果を表示します。 

 

＜実行結果＞ 

 
 

 

 

カーソルが止まっている行の受注伝票を照会 

 

「F5 伝票照会」 「F8 印 刷」
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７－４ 注文請書一括出力 

指定した条件に合った注文請書を一括して印刷します。 

受注伝票入力画面において [F8 伝票印刷]でも１伝票ごと印刷できますが、ここでは、まとめて印刷します。 

【各項目の説明】 

出力順 ３種類の中から選択します。 

受注日 出力対象となる受注日を、FROM～TO で指定します。 

得意先 出力対象となる得意先を、FROM～TO で指定します。 

担当者 出力対象となる担当者を、FROM～TO で指定します。 

【各ボタンの説明】 

F5 検索 各項目に応じた検索画面が表示されます。 

F9 終了 プログラムを終了します。 

F11 実行 入力された条件をもとに、結果を印刷します。 

 

＜実行結果＞ 
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７－５ 売上明細表出力 

指定した条件に合った売上明細データを照会します。 

【各項目の説明】 

種  別 ４種類の中から選択します。 

売上日 出力対象となる売上日を、FROM～TO で指定します。 

得意先 出力対象となる得意先を、FROM～TO で指定します。 

担当者 出力対象となる担当者を、FROM～TO で指定します。 

商  品 出力対象となる商品を、FROM～TO で指定します。 

【各ボタンの説明】 

F5 検索 各項目に応じた検索画面が表示されます。 

F9 終了 プログラムを終了します。 

F11 実行 入力された条件をもとに、結果を表示します。 

 

＜実行結果＞ 

 
 

 

 

カーソルが止まっている行の売上伝票を照会 

「F5 伝票照会」 「F8 印 刷」
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７－６ 納品書一括出力 

指定期間内の納品書を一括して印刷します。 

用紙は、専用用紙（弥生株式会社 納品書 334401） または A4 白紙 のどちらかを選択します。 

「ツール／ユーザ特性／ユーザごとの設定１」の中で選択します。 

売上伝票入力画面において [F8 伝票印刷]でも１伝票ごと印刷できますが、ここでは、まとめて印刷します。 

【各項目の説明】 

出力順 ３種類の中から選択します。 

売上日 出力対象となる売上日を、FROM～TO で指定します。 

得意先 出力対象となる得意先を、FROM～TO で指定します。 

担当者 出力対象となる担当者を、FROM～TO で指定します。 

【各ボタンの説明】 

F5 検索 各項目に応じた検索画面が表示されます。 

F9 終了 プログラムを終了します。 

F11 実行 入力された条件をもとに、結果を印刷します。 

 

＜実行結果＞ 
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７－７ 売上日報出力 

指定期間内の売上額や粗利額などを日単位で照会します。 

【各項目の説明】 

種  別 

 

 

 

 

 

４種類の中から選択します。 

分類集計も可能です。分類集計したい場合は、集計したい

分類の種類を選択します。 

[得意先] ・・・ 得意先分類１～３の中から選択 

[担当者] ・・・ 部門を選択 

[商品] ・・・・・ 商品分類１～３の中から選択 

売上日 出力対象となる売上日を、FROM～TO で指定します。 

得意先 出力対象となる得意先を、FROM～TO で指定します。 

担当者 出力対象となる担当者を、FROM～TO で指定します。 

商  品 出力対象となる商品を、FROM～TO で指定します。 

【管理者用の項目】・・・管理者権限をもったユーザのみ表示されます 

対  象 出力対象が当事業所のみか全事業所かを指定します。 

【各ボタンの説明】 

F5 検索 各項目に応じた検索画面が表示されます。 

F9 終了 プログラムを終了します。 

F11 実行 入力された条件をもとに、結果を表示します。 

 

＜実行結果＞ 

 
 

 

 

 
 

「F8 印 刷」
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７－８ 売上月報出力 

指定期間内の売上額や粗利額などを月単位で照会します。 

【各項目の説明】 

種  別 

 

 

 

 

 

４種類の中から選択します。 

分類集計も可能です。分類集計したい場合は、集計したい

分類の種類を選択します。 

[得意先] ・・・ 得意先分類１～３の中から選択 

[担当者] ・・・ 部門を選択 

[商品] ・・・・・ 商品分類１～３の中から選択 

売上月 出力対象となる売上月を、FROM～TO で指定します。 

得意先 出力対象となる得意先を、FROM～TO で指定します。 

担当者 出力対象となる担当者を、FROM～TO で指定します。 

商  品 出力対象となる商品を、FROM～TO で指定します。 

【管理者用の項目】・・・管理者権限をもったユーザのみ表示されます 

対  象 出力対象が当事業所のみか全事業所かを指定します。 

【各ボタンの説明】 

F5 検索 各項目に応じた検索画面が表示されます。 

F9 終了 プログラムを終了します。 

F11 実行 入力された条件をもとに、結果を表示します。 

 

＜実行結果＞ 

 
 

 

 

 

「F8 印 刷」
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７－９ 売上推移表出力 

売上額や粗利額の年間推移を照会します。 

【各項目の説明】 

種  別 

 

 

 

 

 

４種類の中から選択します。 

分類集計も可能です。分類集計したい場合は、集計したい

分類の種類を選択します。 

[得意先] ・・・ 得意先分類１～３の中から選択 

[担当者] ・・・ 部門を選択 

[商品] ・・・・・ 商品分類１～３の中から選択 

対象値 

 

1：純売上額・・・・純売上額をもとに集計します。 

2：粗利額・・・・・・粗利額をもとに集計します。 

年  度 出力対象となる年度を指定します。 

得意先 出力対象となる得意先を、FROM～TO で指定します。 

担当者 出力対象となる担当者を、FROM～TO で指定します。 

商  品 出力対象となる商品を、FROM～TO で指定します。 

【管理者用の項目】・・・管理者権限をもったユーザのみ表示されます 

対  象 出力対象が当事業所のみか全事業所かを指定します。 

【各ボタンの説明】 

F5 検索 各項目に応じた検索画面が表示されます。 

F9 終了 プログラムを終了します。 

F11 実行 入力された条件をもとに、結果を表示します。 

 

＜実行結果＞ 

 
 

 

 

 

 

 

 

［固定］ 
常に表示 

［固定］ 
常に表示 

［可変］ 
カーソルを左右に移動する

ことで、表示される月が変化

 
「上半期」 

上半期データの表示に

切り替わります。 

「下半期」 
下半期データの表示に

切り替わります。 
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「F5 明細照会」

画面の数値上にカーソルをあわせ F5 キーを

押すと、その月の売上明細が照会できます。

「F7 CSV 出力」 

サーバ上に CSV ファイルとして出力されます。

「F8 印 刷」

クライアント側に保存できます

「F6 グラフ表示」

グラフ（GoogleChart）が表示されます

クライアント側でエクセルに取り込むことができます。

（ただし、手動です） 
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７－１０ 売上順位表出力 

売上額や粗利額の順位を照会します。 

 

【各項目の説明】 

種  別 

 

 

 

 

 

４種類の中から選択します。 

分類集計も可能です。分類集計したい場合は、集計したい

分類の種類を選択します。 

[得意先] ・・・ 得意先分類１～３の中から選択 

[担当者] ・・・ 部門を選択 

[商品] ・・・・・ 商品分類１～３の中から選択 

対象順 どの金額の順に表示するかを、４つの中から選択します。 

年  月 出力対象となる年月を、FROM～TO で指定します。 

得意先 出力対象となる得意先を、FROM～TO で指定します。 

担当者 出力対象となる担当者を、FROM～TO で指定します。 

商  品 出力対象となる商品を、FROM～TO で指定します。 

【管理者用の項目】・・・管理者権限をもったユーザのみ表示されます 

対  象 出力対象が当事業所のみか全事業所かを指定します。 

【各ボタンの説明】 

F5 検索 各項目に応じた検索画面が表示されます。 

F9 終了 プログラムを終了します。 

F11 実行 入力された条件をもとに、結果を表示します。 

 

＜実行結果＞ 

 
 

 「F7 CSV 出力」

サーバ上に CSV ファイルとして出力されます

「F8 印 刷」

クライアント側に保存できます

「F6 グラフ表示」 
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７－１１ 売上分析表出力 

売上額や粗利額の、全体に占める比率を照会します。 

 

【各項目の説明】 

種  別 

 

 

 

 

 

３種類の中から選択します。 

分類集計も可能です。分類集計したい場合は、集計したい

分類の種類を選択します。 

[得意先] ・・・ 得意先分類１～３の中から選択 

[担当者] ・・・ 部門を選択 

[商品] ・・・・・ 商品分類１～３の中から選択 

表  示 

 

1：明細行と合計行の両方を表示します。 

2：明細行は表示せず、合計行のみを表示します。 

売上日 出力対象となる売上日を、FROM～TO で指定します。 

得意先 出力対象となる得意先を、FROM～TO で指定します。 

担当者 出力対象となる担当者を、FROM～TO で指定します。 

商  品 出力対象となる商品を、FROM～TO で指定します。 

【管理者用の項目】・・・管理者権限をもったユーザのみ表示されます 

対  象 出力対象が当事業所のみか全事業所かを指定します。 

【各ボタンの説明】 

F5 検索 各項目に応じた検索画面が表示されます。 

F9 終了 プログラムを終了します。 

F11 実行 入力された条件をもとに、結果を表示します。 

 

＜実行結果＞ 

 
 

 

 

 

 

「F7 CSV 出力」

サーバ上に CSV ファイルとして出力されます

「F8 印 刷」

※ 明細行と合計行の両方が出力されます。

クライアント側に保存できます

「F6 グラフ表示」 
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７－１２ 入金明細表出力 

指定期間内の入金明細データを照会します。 

【各項目の説明】 

種  別 ４種類の中から選択します。 

入金日 出力対象となる入金日を、FROM～TO で指定します。 

請求先 出力対象となる請求先を、FROM～TO で指定します。 

担当者 出力対象となる担当者を、FROM～TO で指定します。 

入金区分 出力対象となる入金区分を、FROM～TO で指定します。 

【各ボタンの説明】 

F5 検索 各項目に応じた検索画面が表示されます。 

F9 終了 プログラムを終了します。 

F11 実行 入力された条件をもとに、結果を表示します。 

 

＜実行結果＞ 

 
 

 

 

カーソルが止まっている行の入金伝票を照会 

 

 

「F5 伝票照会」 「F8 印 刷」
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７－１３ 入金日報出力 

指定期間内の入金額を日単位で照会します。 

【各項目の説明】 

種  別 ３種類の中から選択します。 

入金日 出力対象となる入金日を、FROM～TO で指定します。 

請求先 出力対象となる請求先を、FROM～TO で指定します。 

入金区分 出力対象となる入金区分を、FROM～TO で指定します。 

【各ボタンの説明】 

F5 検索 各項目に応じた検索画面が表示されます。 

F9 終了 プログラムを終了します。 

F11 実行 入力された条件をもとに、結果を表示します。 

 

＜実行結果＞ 

 
 

 

 

 
 

「F8 印 刷」
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７－１４ 入金月報出力 

指定期間内の入金額を月単位で照会します。 

【各項目の説明】 

種  別 ２種類の中から選択します。 

入金月 出力対象となる入金月を、FROM～TO で指定します。 

請求先 出力対象となる請求先を、FROM～TO で指定します。 

【各ボタンの説明】 

F5 検索 各項目に応じた検索画面が表示されます。 

F9 終了 プログラムを終了します。 

F11 実行 入力された条件をもとに、結果を表示します。 

 

＜実行結果＞ 

 
 

 

 

 

「F8 印 刷」
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７－１５ 消費税集計表出力 

指定期間内の売上にかかる消費税を計算し、照会します。 

【各項目の説明】 

種  別 ２種類の中から選択します。（ここでは１：売上） 

期  間 集計対象となる期間を、FROM～TO で指定します。 

【各ボタンの説明】 

F5 検索 各項目に応じた検索画面が表示されます。 

F9 終了 プログラムを終了します。 

F11 実行 入力された条件をもとに、結果を表示します。 

 

＜実行結果＞ 

 
 

 

 

 
 

「F8 印 刷」
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７－１６ 日次データ照会 

カレンダー上の「日」を指定するだけで、その日の受注・売上・入金データが照会できます。 

 
 

 

 

カーソルが止まっている行の伝票を照会                    それぞれの明細表を印刷 

 

 

日をクリック 

「F5 伝票照会」 「F8 印 刷」

その日の受注データ

その日の売上データ

その日の入金データ
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８－１ 請求締切処理 

請求の締切処理を行ない、請求データを作成します。 

この処理を実行すると、過去の売上伝票や入金伝票は、入力／修正／削除ができなくなります。 

 

【各項目の説明】 

締グループ

 

ここで指定した締グループの請求先のみが処理対象になり

ます。（締グループは、得意先マスタで設定されています） 

締  日 

 

 

 

締日（締め切る年月日）を指定します。 

日は、締グループの値にしたがって自動で設定されます。 

※ 締グループが「99（都度締め）」の場合は、「日」は自分 

  で指定します。 

請求先 締切対象となる請求先を、FROM～TO で指定します。 

【各ボタンの説明】 

F5 検索 各項目に応じた検索画面が表示されます。 

F9 終了 プログラムを終了します。 

F11 実行 

 

入力された条件をもとに実行します。 

（締切処理の対象となる請求先が画面に表示されます） 

 

＜実行結果＞ 

対象となる請求先データが表示されます。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ もし過去の売上伝票や入金伝票を、入力／修正／削除する必要がでてきた場合は、「８－９ 請求取消処理」を実行すれば、 

過去の伝票も入力／修正／削除できるようになります。そして、その後再び、本処理（請求締切処理）を実行して下さい。 

第８章 請 求 

表示されている請求先に対して締切処理を行ないます。締切処理から外したい（今回締切処理を実行しない）

請求先データがある場合には、そのデータにカーソル

を移動し、「F3 行削除」で削除して下さい。 

データを削除したからといって、請求データそのものが

削除されるわけではありません。「今回は締切処理の対

象から外す」という意味の削除です。 

「F3 行削除」 「F7 締切処理」
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８－２ 請求書出力（一括） 

複数の請求先に対して、請求書を一括して印刷します。 

 

【各項目の説明】 

締グループ

 

ここで指定した締グループの請求先のみが出力対象になりま

す。（締グループは、得意先マスタで設定されています） 

締  日 

 

 

 

締日がいつのデータを出力するかを指定します。 

日は、締グループの値にしたがって自動で設定されます。 

※ 締グループが「99（都度締め）」の場合は、「日」は自分で 

  指定します。 

請求先 出力対象となる請求先を、FROM～TO で指定します。 

請求書用紙

 

1：請求明細書・・・明細金額と合計金額の両方が出力されます

2：合計請求書・・・合計金額のみ出力されます。 

請求額がゼ

ロの請求先

の出力 

する ・・・請求額がゼロの請求先も出力されます。 

しない・・・請求額がゼロの請求先は出力されません。 

請求額の 

表記 

「売上金額を今回請求額にするかどうか」 

ﾁｪｯｸしない・・・繰越金額を考慮して今回請求額を求めます。 

ﾁｪｯｸする・・・・繰越金額を考慮せずに、売上金額をそのまま

今回請求額にします。 

【各ボタンの説明】 

F5 検索 各項目に応じた検索画面が表示されます。 

F9 終了 プログラムを終了します。 

F11 実行 入力された条件をもとに、処理対象となる請求先を表示します

 

＜実行結果＞ 

対象となる請求先データが表示されます。 

 
 

 「F8 印刷」

請求書を発行したくない請求先データがある場合に

は、そのデータにカーソルを移動し、「F3 行削除」で

削除して下さい。 

データを削除したからといって、今後一切発行できな

くなるわけではありません。「今回は発行の対象から

外す」という意味の削除です。 

表示されている請求先に対して請求書を発行します。

「F3 行削除」 

（例） 翌々月回収の得意先が、 

4月に10万売上げると4月の請求は10万。

5 月に 20 万売上げると、まだ 4 月分が回収

されていないので繰越金額を考慮すると 

30 万の請求になります。 

このような場合にチェックを入れると 5 月分 

の 20 万だけの請求になります。 
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「請求先コード」・「請求先 TEL,FAX」・「商品コード」の項目は、ユーザごとに 「印刷する／しない」を指定することができます。 
（ツール／ユーザ特性／ユーザごとの設定１） 

   
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、自社の「郵便番号」・「住所」・「会社名」・「TEL」・「FAX」の項目も、ユーザごとに表示内容を変えることができます。 
（ツール／ユーザ特性／ユーザごとの設定２） 

   
 

＜請求明細書＞

「課税区分を印刷する」 とは、 
明細行の金額欄に、「課税 xx%」と印刷します。 

   

「区分記載方式で印刷する」 とは、伝票明細の最後に、「課税対象額」と「消費税額」の行を印刷します。 

 



第８章 請 求 

Copyright (C) 2020 株式会社ウイットソフトウェア             70 

８－３ 請求書出力（個別） 

ある１つの請求先に対して、請求書を印刷します。 

 

【各項目の説明】 

請求先 出力対象となる請求先を１つ指定します。 

締  日 

 

 

 

 

締日がいつのデータを出力するかを指定します。 

日は、請求先の締グループの値にしたがって自動で設定され

ます。 

※ 締グループが「99（都度締め）」の場合は、「日」は自分で 

  指定します。 

請求書用紙

 

1：請求明細書・・・明細金額と合計金額の両方が出力されます

2：合計請求書・・・合計金額のみ出力されます。 

請求額の 

表記 

「売上金額を今回請求額にするかどうか」 

ﾁｪｯｸしない・・・繰越金額を考慮して今回請求額を求めます。 

ﾁｪｯｸする・・・・繰越金額を考慮せずに、売上金額をそのまま

今回請求額にします。 

【各ボタンの説明】 

F5 検索 各項目に応じた検索画面が表示されます。 

F9 終了 プログラムを終了します。 

F11 実行 入力された条件をもとに、結果を表示します。 

 

＜実行結果＞ 

 
 

 
請求明細書の印刷                           合計請求書の印刷 

 

「F8 印刷」

（例） 翌々月回収の得意先が、 

4月に10万売上げると4月の請求は10万。

5 月に 20 万売上げると、まだ 4 月分が回収

されていないので繰越金額を考慮すると 

30 万の請求になります。 

このような場合にチェックを入れると 5 月分 

の 20 万だけの請求になります。 
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８－４ 請求一覧表出力（一括） 

複数の請求先の請求データを一覧表にして照会します。 

 

【各項目の説明】 

締グループ

 

ここで指定した締グループの請求先のみが出力対象になりま

す。（締グループは、得意先マスタで設定されています） 

締  日 

 

 

 

締日がいつのデータを出力するかを指定します。 

日は、締グループの値にしたがって自動で設定されます。 

※ 締グループが「99（都度締め）」の場合は、「日」は自分で 

  指定します。 

請求先 出力対象となる請求先を、FROM～TO で指定します。 

請求額がゼ

ロの請求先

の出力 

する ・・・請求額がゼロの請求先も出力されます。 

しない・・・請求額がゼロの請求先は出力されません。 

【各ボタンの説明】 

F5 検索 各項目に応じた検索画面が表示されます。 

F9 終了 プログラムを終了します。 

F11 実行 入力された条件をもとに、結果を表示します。 

 

＜実行結果＞ 

 

 
 

 
 

「F8 印刷」
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８－５ 請求一覧表出力（個別） 

ある１つの請求先に対して、請求データを一覧表にして照会します。（請求履歴一覧表の内容になります） 

【各項目の説明】 

請求先 出力対象となる請求先を１つ指定します。 

【各ボタンの説明】 

F5 検索 各項目に応じた検索画面が表示されます。 

F9 終了 プログラムを終了します。 

F11 実行 入力された条件をもとに、結果を表示します。 

 

＜実行結果＞ 

 
 
 
 

カーソルが止まっている行の請求明細データを照会 

「F5 請求明細」 「F8 印刷」
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８－６ 売掛残高一覧表出力 

売掛残高を集計し、照会します。 

 

【各項目の説明】 

年  月 集計したい年月を指定します。 

請求先 出力対象となる請求先を、FROM～TO で指定します。 

売掛残高が

ゼロの請求

先出力 

する ・・・売掛残高がゼロの請求先も出力されます。 

しない・・・売掛残高がゼロの請求先は出力されません。 

期間内に取

引がない請

求先出力 

する ・・・取引がない請求先も出力されます。 

しない・・・取引がない請求先は出力されません。 

【各ボタンの説明】 

F5 検索 各項目に応じた検索画面が表示されます。 

F9 終了 プログラムを終了します。 

F11 実行 入力された条件をもとに、結果を画面に表示します。 

 

＜実行結果＞ 

 
 

 

 

       カーソルが止まっている請求先の月別売掛残高を照会 

 

「F5 月別照会」 「F8 印刷」

CSV ファイルに出力します。

「F7 CSV 出力」
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８－７ 回収予定一覧表出力 

回収予定一覧表を照会します。 

 

【各項目の説明】 

回収予定日 出力対象となる回収予定日を FROM～TO で指定します。 

請求先 出力対象となる請求先を、FROM～TO で指定します。 

【各ボタンの説明】 

F5 検索 各項目に応じた検索画面が表示されます。 

F9 終了 プログラムを終了します。 

F11 実行 入力された条件をもとに、結果を画面に表示します。 

 

＜実行結果＞ 

 
 

 

 
 

「F8 印刷」
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８－８ 得意先元帳出力 

得意先元帳を照会します。 

 

【各項目の説明】 

請求先 出力対象となる請求先を FROM～TO で指定します。 

期  間 出力対象となる期間を、FROM～TO で指定します。 

消込状況 

 

 

１：全件・・・・・・消込伝票＆未消込伝票、両方を出力します。

２：消込あり・・・消込伝票のみを出力します。 

３：消込なし・・・未消込伝票のみを出力します。 

【各ボタンの説明】 

F5 検索 各項目に応じた検索画面が表示されます。 

F9 終了 プログラムを終了します。 

F11 実行 入力された条件をもとに、結果を画面に表示します。 

 

＜実行結果＞ 

 

出力対象の得意先（請求先）が複数ある場合は、このボタンを押

すことによって、前後の得意先の元帳が照会できます。 
 
 
 
 
【消込チェック】 
伝票単位で「消込処理」のチェックを付けることができます。 
マウスでクリックします。 

チェックを付けるだけであって、集計上は何ら影響しません。 

 

 

 

「F8 印刷」
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８－９ 請求取消処理 

締切処理を行なった請求先のデータを取消します。（締切を解除します） 

締切後に過去の売上伝票や入金伝票を、入力／修正／削除する必要がでてきた場合に、本処理を実行します。 

【各項目の説明】 

締グループ

 

ここで指定した締グループの請求先のみが処理対象になり

ます。（締グループは、得意先マスタで設定されています） 

締  日 

 

 

 

締日がいつのデータを対象にするかを指定します。 

日は、締グループの値にしたがって自動で設定されます。 

※ 締グループが「99（都度締め）」の場合は、「日」は自分 

  で指定します 

請求先 取消対象となる請求先を、FROM～TO で指定します。 

【各ボタンの説明】 

F5 検索 各項目に応じた検索画面が表示されます。 

F9 終了 プログラムを終了します。 

F11 実行 

 

入力された条件をもとに実行します。 

（取消処理の対象となる請求先が画面に表示されます） 

 

＜実行結果＞ 

対象となる請求先データが表示されます。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 過去の伝票を入力／修正／削除したなばら、その後再び、「８－１ 請求締切処理」を実行して下さい。 

 

表示されている請求先に対して取消処理を行ないます。取消処理から外したい（今回取消処理を実行しない）

請求先データがある場合には、そのデータにカーソル

を移動し、「F3 行削除」で削除して下さい。 

データを削除したからといって、請求データそのものが

削除されるわけではありません。「今回は取消処理の対

象から外す」という意味の削除です。 

「F3 行削除」 「F7 取消処理」
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９－１ 発注伝票入力 

発注伝票の入力／修正／削除、および注文書の印刷を行ないます。 

 
 

新規登録の場合 

「発注番号」で何も入力せず Enter キーを押して次に進み、各項目に値を入力していきます。 

発注番号は、伝票登録時（[F9 登録] を押した時）に、管理マスタ内の「伝票付番方法」に従って自動で連番が付きます。 

修正／削除の場合 

「発注番号」で手入力するか、または [F5 検索] を押して、発注伝票検索画面から該当する発注番号を選択すると、選択した

伝票が読み込まれます。 

※ 各項目において画面下の [F5 検索] ボタンが有効になっている場合は、F5 キーを押すことによって検索画面が表示されます。 

第９章 [仕入／出金] 入力 
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【ヘッダ部における各項目】 

発注番号 

 

新規登録の場合・・・・・何も入力しません。 

修正／削除の場合・・・修正または削除したい発注番号を入力します。 

 

F5有効

発注日 発注日を入力します。（初期値は今日の日付） F5有効

納入期日 納入期日を入力します。（初期値は発注日の 2 日後） F5有効

仕入先 

 

仕入先コードを入力します。コードを入力すると仕入先マスタの仕入先名が表示されますが、こ

の仕入先名は変更することもできます。（変更しても仕入先マスタには反映されません） 

F5有効

 

取引区分 

 

「1：掛仕入」・・・・・支払締処理を行なうことにより、締日までの代金を一括して支払います。 

「2：現金仕入」・・・仕入時に代金を支払います。支払締処理の対象にはなりません。 

F5有効

 

税転嫁 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 商品単価の表示 消費税の計算処理 伝票での消費税表示

1：外税（伝票毎） 税抜金額 伝票単位 表示する 

2：外税（支払毎） 〃 支払単位 表示しない 

3：外税（明細毎） 〃 明細単位 表示する 

4：内税 税込金額 伝票単位 表示しない 

5：内税（伝票毎） 〃 伝票単位 表示する 

6：内税（支払毎） 〃 支払単位 表示しない 

7：内税（明細毎） 〃 明細単位 表示する 

9：外税（手入力） （消費税は手入力） 伝票単位 表示する 
 

F5有効

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

担当者 自社の担当者を入力します。（初期値は仕入先マスタの担当者） F5有効

単価種類 仕入先マスタの単価種類が表示されます。（変更できません）  

掛率 仕入先マスタの掛率が表示されます。（変更できません）  

発送先 

 

発送先コードを入力します。ここで入力した発送先は、「注文書」の摘要欄に印刷されます。 

それ以外では使用していません。 

F5有効

 

摘要 摘要を入力します。F5 を押して摘要一覧から選択するか、または、直接手入力します。 F5有効

 
 

表示されている伝票を複写します。複写元の伝票をあらかじめ呼び出しておいて、その後このボ

タンを押すと、同じデータ内容で新規の伝票が表示されます。 
 

新税率を適用する 

 

伝票日付が新税率適用前の日付ではあるが、伝票自体は新税率を適用して計算したい場合に

チェックを入れます。 
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【明細部における各項目】 

No 自動で行番号が付きます。（変更できません）  

区分 

 

 

 

 

 

「1：通常」・・・・・通常商品を入力する場合に使用します。 

「4：諸経費」・・・送料などの諸経費を入力する場合に使用します。 

「5：摘要」・・・・・摘要を入力する場合に使用します。注文書に印刷されます。 

「6：メモ」・・・・・・メモを入力する場合に使用します。注文書に印刷されません。 

「9：消費税」・・・消費税額を手入力する場合に使用します。税転嫁が、「9：外税（手入力）」の時

だけ有効です。 

F5有効

 

 

 

 

 

商品コード 商品コードを入力します。コードを入力すると商品マスタの商品名と型番が表示されます。 F5有効

商品名 

 

商品名を入力します。（初期値は商品マスタの商品名） 

変更することもできます。（変更しても商品マスタには反映されません） 
 

型番 商品マスタの型番が表示されます。（変更できません）  

単位 単位を入力します。（初期値は商品マスタの単位） F5有効

入数 入数を入力します。（初期値は商品マスタの入数）  

ケース ケース数を入力します。「入数×ケース」の値が数量に設定されます。  

在庫 在庫管理する商品の場合に表示されます。その伝票日付時点での在庫数を表示します。  

単歴 過去にその仕入先に対してその商品をいくらで仕入れたか、過去の単価履歴を表示します。  

発注残 仕入伝票に計上されていない数量（発注残数）が表示されます。（変更できません）  

数量 数量を入力します。「入数×ケース」の値が設定されています。  

単価 

 

商品マスタの単価が表示されます。（変更できます） 

どの単価が表示されるかは、仕入先マスタの「単価種類」と「掛率」に依存します。 

 

 

金額 「単価×金額」の値が表示されます。（変更できます）  

課税区分 

 

 

 

「11：課税」・・・・・・課税対象の商品（通常税率） 

「30：課税(軽)」・・・課税対象の商品（軽減税率） 

「80：非課税」・・・・非課税の商品 

「90：対象外」・・・・課税対象外の商品  （初期値は商品マスタの課税区分） 

F5有効

 

 

 

備考 備考を入力します。  

倉庫 商品を入庫する倉庫を指定します。 F5有効
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【フッタ部における各ボタンの説明】 

 

F1 登録中止 

 
登録中または修正中のデータを破棄します。 

伝票登録せず、伝票全体を白紙の状態に戻します。 

F2 変更取消 

 
入力中のデータを取消して元の値に戻します。 

項目単位の取消であって、伝票全体を元に戻すわけではありません。 

F3 行削除 カーソルが明細行にある場合、その行を１行削除します。 

F4 行挿入 カーソルが明細行にある場合、その行の下に新規の行を１行挿入します 

F5 検 索 各項目に応じた検索画面を表示します。 

F6 仕入情報 仕入先に関する情報を表示します。 

F7 商品情報 カーソルが明細行にある場合、その商品に関する情報を表示します。 

F8 伝票印刷 表示されている発注伝票の注文書を印刷します。登録中または修正中の伝票は出力できません。 

F9 終 了 

F9 登 録 
発注伝票入力プログラムを終了します。 

登録中または修正中の伝票を登録します。 

F10 伝票削除 表示されている伝票を削除します。 

F11 明細へ カーソルがヘッダ部にある場合、カーソルを明細部に移動します。 

ESC キー F9 キーと同じ動きになります。 
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【印刷時の項目について】 

 
  

「発注日」・「仕入先コード」・「仕入先 TEL,FAX」・「商品コード」・「商品型番」の項目は、ユーザごとに 「印刷する／しない」を指定 
することができます。（ツール／ユーザ特性／ユーザごとの設定１） 

    
  
  
  
  
  

また、自社の「郵便番号」・「住所」・「会社名」・「TEL」・「FAX」の項目も、ユーザごとに表示内容を変えることができます。 
（ツール／ユーザ特性／ユーザごとの設定２） 

   
 

「課税区分を印刷する」 とは、 
明細行の備考欄に、「課税 xx%」と印刷します。 

   
 
「伝票入力後、即時印刷する」 とは、 

伝票を印刷する場合、通常は伝票をいったん登録した後、再度その伝票を呼び出し、

「F8」キーを押してから印刷しますが、そうではなく、登録したらすぐに印刷処理を開始

します。 
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９－２ 仕入伝票入力 

仕入伝票の入力／修正／削除を行ないます。発注伝票から転記することもできます。 

 
 

新規登録の場合 

「仕入番号」で何も入力せず Enter キーを押して次に進みます。 

・発注伝票から転記する場合・・・・・・「発注番号」で手入力するか、または [F5 検索] を押して、発注伝票検索画面から該当

する発注番号を選択すると、選択した伝票が転記されます。 

・発注伝票から転記しない場合・・・・そのまま Enter キーを押して次に進みます。 

そのあとは、各項目に値を入力していきます。仕入番号は、伝票登録時（[F9 登録] を押した時）に、管理マスタ内の「伝票付番

方法」に従って自動で連番が付きます。 

修正／削除の場合 

「仕入番号」で手入力するか、または [F5 検索] を押して、仕入伝票検索画面から該当する仕入番号を選択すると、選択した

伝票が読み込まれます。 

※ 各項目において画面下の [F5 検索] ボタンが有効になっている場合は、F5 キーを押すことによって検索画面が表示されます。 
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【ヘッダ部における各項目】 

仕入番号 

 

新規登録の場合・・・・・何も入力しません。 

修正／削除の場合・・・修正または削除したい仕入番号を入力します。 

 

F5有効

発注番号 

 

発注伝票から転記する場合・・・・・・転記したい発注伝票の発注番号を入力します。 

発注伝票から転記しない場合・・・・何も入力しません。 

F5有効

 

仕入日 仕入日を入力します。（初期値は今日の日付） F5有効

仕入先 

 

仕入先コードを入力します。コードを入力すると仕入先マスタの仕入先名が表示されますが、こ

の仕入先名は変更することもできます。（変更しても仕入先マスタには反映されません） 

F5有効

 

取引区分 

 

「1：掛仕入」・・・・・支払締処理を行なうことにより、締日までの代金を一括して支払います。 

「2：現金仕入」・・・仕入時に代金を支払います。支払締処理の対象にはなりません。 

F5有効

 

支払締切 

 

 

「1：今回」・・・・今回分の支払締切対象になります。（通常はこれです） 

「2：次回」・・・・次回分の支払締切対象になります。（次回の支払扱いにしたい場合） 

また、この伝票が締切済なのか未締切なのかが表示されます。（変更できません） 

F5有効

 

 

税転嫁 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 商品単価の表示 消費税の計算処理 伝票での消費税表示

1：外税（伝票毎） 税抜金額 伝票単位 表示する 

2：外税（支払毎） 〃 支払単位 表示しない 

3：外税（明細毎） 〃 明細単位 表示する 

4：内税 税込金額 伝票単位 表示しない 

5：内税（伝票毎） 〃 伝票単位 表示する 

6：内税（支払毎） 〃 支払単位 表示しない 

7：内税（明細毎） 〃 明細単位 表示する 

9：外税（手入力） （消費税は手入力） 伝票単位 表示する 
 

F5有効

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

担当者 自社の担当者を入力します。（初期値は仕入先マスタの担当者） F5有効

単価種類 仕入先マスタの単価種類が表示されます。（変更できません）  

掛率 仕入先マスタの掛率が表示されます。（変更できません）  

摘要 摘要を入力します。F5 を押して摘要一覧から選択するか、または、直接手入力します。 F5有効

 
 

表示されている伝票を複写します。複写元の伝票をあらかじめ呼び出しておいて、その後このボ

タンを押すと、同じデータ内容で新規の伝票が表示されます。 
 

新税率を適用する 

 

伝票日付が新税率適用前の日付ではあるが、伝票自体は新税率を適用して計算したい場合に

チェックを入れます。 
 

旧税率を適用する 

 

伝票日付が新税率適用後の日付ではあるが、伝票自体は旧税率を適用して計算したい場合に

チェックを入れます。（このチェックボックスは新税率適用日を過ぎて２ヶ月間だけ表示されます）
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【明細部における各項目】 

No 自動で行番号が付きます。（変更できません）  

区分 

 

 

 

 

 

 

 

「1：通常」・・・・・通常商品を入力する場合に使用します。 

「2：返品」・・・・・通常商品を返品する場合に使用します。 

「3：値引」・・・・・値引を入力する場合に使用します。 

「4：諸経費」・・・送料などの諸経費を入力する場合に使用します。 

「5：摘要」・・・・・摘要を入力する場合に使用します。 

「6：メモ」・・・・・・メモを入力する場合に使用します。 

「9：消費税」・・・消費税額を手入力する場合に使用します。税転嫁が、「9：外税（手入力）」の時

だけ有効です。 

F5有効

 

 

 

 

 

 

 

商品コード 商品コードを入力します。コードを入力すると商品マスタの商品名と型番が表示されます。 F5有効

商品名 

 

商品名を入力します。（初期値は商品マスタの商品名） 

変更することもできます。（変更しても商品マスタには反映されません） 
 

型番 商品マスタの型番が表示されます。（変更できません）  

単位 単位を入力します。（初期値は商品マスタの単位） F5有効

入数 入数を入力します。（初期値は商品マスタの入数）  

ケース ケース数を入力します。「入数×ケース」の値が数量に設定されます。  

在庫 在庫管理する商品の場合に表示されます。その伝票日付時点での在庫数を表示します。  

単歴 過去にその仕入先に対してその商品をいくらで仕入れたか、過去の単価履歴を表示します。  

数量 数量を入力します。「入数×ケース」の値が設定されています。  

単価 

 

商品マスタの単価が表示されます。（変更できます） 

どの単価が表示されるかは、仕入先マスタの「単価種類」と「掛率」に依存します。 

 

 

金額 「単価×金額」の値が表示されます。（変更できます）  

課税区分 

 

 

 

「11：課税」・・・・・・課税対象の商品（通常税率） 

「30：課税(軽)」・・・課税対象の商品（軽減税率） 

「80：非課税」・・・・非課税の商品 

「90：対象外」・・・・課税対象外の商品  （初期値は商品マスタの課税区分） 

F5有効

 

 

 

備考 備考を入力します。  

発注番号 

 

発注伝票から転記した場合に、その発注番号が表示されます。（変更できません） 

発注伝票から転記していない場合は、空白です。 
 

倉庫 商品を入庫する倉庫を指定します。 F5有効
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【フッタ部における各ボタンの説明】 

 

F1 登録中止 

 
登録中または修正中のデータを破棄します。 

伝票登録せず、伝票全体を白紙の状態に戻します。 

F2 変更取消 

 
入力中のデータを取消して元の値に戻します。 

項目単位の取消であって、伝票全体を元に戻すわけではありません。 

F3 行削除 カーソルが明細行にある場合、その行を１行削除します。 

F4 行挿入 カーソルが明細行にある場合、その行の下に新規の行を１行挿入します 

F5 検 索 各項目に応じた検索画面を表示します。 

F6 仕入情報 仕入先に関する情報を表示します。 

F7 商品情報 カーソルが明細行にある場合、その商品に関する情報を表示します。 

F9 終 了 

F9 登 録 
仕入伝票入力プログラムを終了します。 

登録中または修正中の伝票を登録します。 

F10 伝票削除 表示されている伝票を削除します。 

F11 明細へ カーソルがヘッダ部にある場合、カーソルを明細部に移動します。 

ESC キー F9 キーと同じ動きになります。 
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９－３ 出金伝票入力 

出金伝票の入力／修正／削除を行ないます。 

 
 

新規登録の場合 

「伝票番号」で何も入力せず Enter キーを押して次に進み、各項目に値を入力していきます。 

伝票番号は、伝票登録時（[F9 登録] を押した時）に、管理マスタ内の「伝票付番方法」に従って自動で連番が付きます。 

修正／削除の場合 

「伝票番号」で手入力するか、または [F5 検索] を押して、出金伝票検索画面から該当する伝票番号を選択すると、選択した

伝票が読み込まれます。 

※ 各項目において画面下の [F5 検索] ボタンが有効になっている場合は、F5 キーを押すことによって検索画面が表示されます。 
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【ヘッダ部における各項目】 

伝票番号 

 

新規登録の場合・・・・・何も入力しません。 

修正／削除の場合・・・修正または削除したい伝票番号を入力します。 

 

F5有効

出金日 出金日を入力します。（初期値は今日の日付） F5有効

仕入先 

 

仕入先コードを入力します。コードを入力すると仕入先マスタの仕入先名が表示されます。（仕

入先名は変更できません） 

F5有効

 

担当者 自社の担当者を入力します。（初期値は仕入先マスタの担当者） F5有効

摘要 摘要を入力します。F5 を押して摘要一覧から選択するか、または、直接手入力します。 F5有効

支払 仕入先マスタの支払方法および支払日が表示されます。（変更できません）  

締グループ 仕入先マスタの締グループの値が表示されます。（変更できません）  

支払締切 この伝票が、支払処理されているか否かが表示されます。（変更できません）  

手数料負担 仕入先マスタの手数料負担の値が表示されます。（変更できません）  

 
 

表示されている伝票を複写します。複写元の伝票をあらかじめ呼び出しておいて、その後このボ

タンを押すと、同じデータ内容で新規の伝票が表示されます。 
 

 

 

【明細部における各項目】 

No 自動で行番号が付きます。（変更できません）  

支払区分 

 

支払区分コードを入力します。コードを入力すると支払区分マスタの支払区分名が表示されま

す。 

F5有効

 

出金額 出金額を入力します。  

手形期日 支払区分が「手形」の場合、手形期日を入力します。「手形」以外の場合は入力できません。 F5有効

手形 No 支払区分が「手形」の場合、手形番号を入力します。「手形」以外の場合は入力できません  

備考 備考を入力します。  

  ※ 本システムには手形管理の機能はありません。ここでの「手形期日」・「手形 No」は単に照会用として入力するだけです。 
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【フッタ部における各ボタンの説明】 

 

F1 登録中止 

 
登録中または修正中のデータを破棄します。 

伝票登録せず、伝票全体を白紙の状態に戻します。 

F2 変更取消 

 
入力中のデータを取消して元の値に戻します。 

項目単位の取消であって、伝票全体を元に戻すわけではありません。 

F3 行削除 カーソルが明細行にある場合、その行を１行削除します。 

F4 行挿入 カーソルが明細行にある場合、その行の下に新規の行を１行挿入します 

F5 検 索 各項目に応じた検索画面を表示します。 

F6 仕入情報 仕入先に関する情報を表示します。 

F9 終 了 

F9 登 録 
出金伝票入力プログラムを終了します。 

登録中または修正中の伝票を登録します。 

F10 伝票削除 表示されている伝票を削除します。 

F11 明細へ カーソルがヘッダ部にある場合、カーソルを明細部に移動します。 

ESC キー F9 キーと同じ動きになります。 
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１０－１ 発注明細表出力 

指定した条件に合った発注明細データを照会します。 

【各項目の説明】 

種  別 ４種類の中から選択します。 

入荷状況 

 

 

1：全件・・･・･・・完納伝票＆未完納伝票、両方を出力します

2：発注残なし・・・完納伝票のみを出力します。 

3：発注残あり・・・未完納伝票のみを出力します。 

発注日 出力対象となる発注日を、FROM～TO で指定します。 

仕入先 出力対象となる仕入先を、FROM～TO で指定します。 

担当者 出力対象となる担当者を、FROM～TO で指定します。 

商  品 出力対象となる商品を、FROM～TO で指定します。 

【各ボタンの説明】 

F5 検索 各項目に応じた検索画面が表示されます。 

F9 終了 プログラムを終了します。 

F11 実行 入力された条件をもとに、結果を表示します。 

 

＜実行結果＞ 

 
 

 

 

カーソルが止まっている行の発注伝票を照会 

 

 

第１０章 [仕入／出金] 情報 

「F5 伝票照会」 「F8 印 刷」
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１０－２ 注文書一括出力 

指定した条件に合った注文書を一括して印刷します。 

発注伝票入力画面において [F8 伝票印刷]でも１伝票ごと印刷できますが、ここでは、まとめて印刷します。 

【各項目の説明】 

出力順 ３種類の中から選択します。 

発注日 出力対象となる発注日を、FROM～TO で指定します。 

仕入先 出力対象となる仕入先を、FROM～TO で指定します。 

担当者 出力対象となる担当者を、FROM～TO で指定します。 

【各ボタンの説明】 

F5 検索 各項目に応じた検索画面が表示されます。 

F9 終了 プログラムを終了します。 

F11 実行 入力された条件をもとに、結果を印刷します。 

 

＜実行結果＞ 
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１０－３ 仕入明細表出力 

指定した条件に合った仕入明細データを照会します。 

【各項目の説明】 

種  別 ４種類の中から選択します。 

仕入日 出力対象となる仕入日を、FROM～TO で指定します。 

仕入先 出力対象となる仕入先を、FROM～TO で指定します。 

担当者 出力対象となる担当者を、FROM～TO で指定します。 

商  品 出力対象となる商品を、FROM～TO で指定します。 

【各ボタンの説明】 

F5 検索 各項目に応じた検索画面が表示されます。 

F9 終了 プログラムを終了します。 

F11 実行 入力された条件をもとに、結果を表示します。 

 

＜実行結果＞ 

 
 

 

 

カーソルが止まっている行の仕入伝票を照会 

「F5 伝票照会」 「F8 印 刷」
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１０－４ 仕入日報出力 

指定期間内の仕入額などを日単位で照会します。 

【各項目の説明】 

種  別 

 

 

 

 

 

４種類の中から選択します。 

分類集計も可能です。分類集計したい場合は、集計したい

分類の種類を選択します。 

[仕入先] ・・・ 仕入先分類１～３の中から選択 

[担当者] ・・・ 部門を選択 

[商品] ・・・・・ 商品分類１～３の中から選択 

仕入日 出力対象となる仕入日を、FROM～TO で指定します。 

仕入先 出力対象となる仕入先を、FROM～TO で指定します。 

担当者 出力対象となる担当者を、FROM～TO で指定します。 

商  品 出力対象となる商品を、FROM～TO で指定します。 

【管理者用の項目】・・・管理者権限をもったユーザのみ表示されます 

対象 出力対象が当事業所のみか全事業所かを指定します。 

【各ボタンの説明】 

F5 検索 各項目に応じた検索画面が表示されます。 

F9 終了 プログラムを終了します。 

F11 実行 入力された条件をもとに、結果を表示します。 

 

＜実行結果＞ 

 
 

 

 

 
 

 

「F8 印 刷」
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１０－５ 仕入月報出力 

指定期間内の仕入額などを月単位で照会します。 

【各項目の説明】 

種  別 

 

 

 

 

 

４種類の中から選択します。 

分類集計も可能です。分類集計したい場合は、集計したい

分類の種類を選択します。 

[仕入先] ・・・ 仕入先分類１～３の中から選択 

[担当者] ・・・ 部門を選択 

[商品] ・・・・・ 商品分類１～３の中から選択 

仕入月 出力対象となる仕入月を、FROM～TO で指定します。 

仕入先 出力対象となる仕入先を、FROM～TO で指定します。 

担当者 出力対象となる担当者を、FROM～TO で指定します。 

商  品 出力対象となる商品を、FROM～TO で指定します。 

【管理者用の項目】・・・管理者権限をもったユーザのみ表示されます 

対象 出力対象が当事業所のみか全事業所かを指定します。 

【各ボタンの説明】 

F5 検索 各項目に応じた検索画面が表示されます。 

F9 終了 プログラムを終了します。 

F11 実行 入力された条件をもとに、結果を表示します。 

 

＜実行結果＞ 

 
 

 

 

 
 

 

「F8 印 刷」
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１０－６ 仕入推移表出力 

仕入額の年間推移を照会します。 

【各項目の説明】 

種  別 

 

 

 

 

 

４種類の中から選択します。 

分類集計も可能です。分類集計したい場合は、集計したい

分類の種類を選択します。 

[仕入先] ・・・ 仕入先分類１～３の中から選択 

[担当者] ・・・ 部門を選択 

[商品] ・・・・・ 商品分類１～３の中から選択 

対象値 1：純仕入額・・・・純仕入額をもとに集計します。 

年  度 出力対象となる年度を指定します。 

仕入先 出力対象となる仕入先を、FROM～TO で指定します。 

担当者 出力対象となる担当者を、FROM～TO で指定します。 

商  品 出力対象となる商品を、FROM～TO で指定します。 

【管理者用の項目】・・・管理者権限をもったユーザのみ表示されます 

対象 出力対象が当事業所のみか全事業所かを指定します。 

【各ボタンの説明】 

F5 検索 各項目に応じた検索画面が表示されます。 

F9 終了 プログラムを終了します。 

F11 実行 入力された条件をもとに、結果を表示します。 

 

＜実行結果＞ 

 
 

 

 

 

 

 

［固定］ 
常に表示 

［固定］ 
常に表示 

［可変］ 
カーソルを左右に移動する

ことで、表示される月が変化

 
「上半期」 

上半期データの表示に 
切り替わります。 

「下半期」 
下半期データの表示に 
切り替わります。 
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「F5 明細照会」

画面の数値上にカーソルをあわせ F5 キーを

押すと、その月の仕入明細が照会できます

「F7 CSV 出力」

サーバ上に CSV ファイルとして出力されます。 

「F8 印 刷」

クライアント側に保存できます

クライアント側でエクセルに取り込むことができます。 
（ただし、手動です） 

グラフ（GoogleChart）が表示されます

「F6 グラフ表示」
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１０－７ 仕入順位表出力 

仕入額の順位を照会します。 

 

【各項目の説明】 

種  別 

 

 

 

 

 

４種類の中から選択します。 

分類集計も可能です。分類集計したい場合は、集計したい

分類の種類を選択します。 

[仕入先] ・・・ 仕入先分類１～３の中から選択 

[担当者] ・・・ 部門を選択 

[商品] ・・・・・ 商品分類１～３の中から選択 

対象順 どの金額の順に表示するかを、３つの中から選択します。 

年  月 出力対象となる年月を、FROM～TO で指定します。 

仕入先 出力対象となる仕入先を、FROM～TO で指定します。 

担当者 出力対象となる担当者を、FROM～TO で指定します。 

商  品 出力対象となる商品を、FROM～TO で指定します。 

【管理者用の項目】・・・管理者権限をもったユーザのみ表示されます 

対象 出力対象が当事業所のみか全事業所かを指定します。 

【各ボタンの説明】 

F5 検索 各項目に応じた検索画面が表示されます。 

F9 終了 プログラムを終了します。 

F11 実行 入力された条件をもとに、結果を表示します。 

 

＜実行結果＞ 

 
 

 「F7 CSV 出力」

サーバ上に CSV ファイルとして出力されます

「F8 印 刷」

クライアント側に保存できます

「F6 グラフ表示」 



第１０章 ［仕入／出金］情報 

Copyright (C) 2020 株式会社ウイットソフトウェア             97 

１０－８ 仕入分析表出力 

仕入額の、全体に占める比率を照会します。 

 

【各項目の説明】 

種  別 

 

 

 

 

 

３種類の中から選択します。 

分類集計も可能です。分類集計したい場合は、集計したい

分類の種類を選択します。 

[仕入先] ・・・ 仕入先分類１～３の中から選択 

[担当者] ・・・ 部門を選択 

[商品] ・・・・・ 商品分類１～３の中から選択 

表  示 

 

1：明細行と合計行の両方を表示します。 

2：明細行は表示せず、合計行のみを表示します。 

仕入日 出力対象となる仕入日を、FROM～TO で指定します。 

仕入先 出力対象となる仕入先を、FROM～TO で指定します。 

担当者 出力対象となる担当者を、FROM～TO で指定します。 

商  品 出力対象となる商品を、FROM～TO で指定します。 

【管理者用の項目】・・・管理者権限をもったユーザのみ表示されます 

対象 出力対象が当事業所のみか全事業所かを指定します。 

【各ボタンの説明】 

F5 検索 各項目に応じた検索画面が表示されます。 

F9 終了 プログラムを終了します。 

F11 実行 入力された条件をもとに、結果を表示します。 

 

＜実行結果＞ 

 
 

 

 

 

 

「F7 CSV 出力」

サーバ上に CSV ファイルとして出力されます

「F8 印 刷」

※ 明細行と合計行の両方が出力されます。

クライアント側に保存できます

「F6 グラフ表示」 
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１０－９ 出金明細表出力 

指定期間内の出金明細データを照会します。 

【各項目の説明】 

種  別 ４種類の中から選択します。 

出金日 出力対象となる出金日を、FROM～TO で指定します。 

仕入先 出力対象となる仕入先を、FROM～TO で指定します。 

担当者 出力対象となる担当者を、FROM～TO で指定します。 

支払区分 出力対象となる支払区分を、FROM～TO で指定します。 

【各ボタンの説明】 

F5 検索 各項目に応じた検索画面が表示されます。 

F9 終了 プログラムを終了します。 

F11 実行 入力された条件をもとに、結果を表示します。 

 

＜実行結果＞ 

 
 

 

 

カーソルが止まっている行の出金伝票を照会 

 

 

「F5 伝票照会」 「F8 印 刷」
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１０－１０ 出金日報出力 

指定期間内の出金額を日単位で照会します。 

【各項目の説明】 

種  別 ３種類の中から選択します。 

出金日 出力対象となる出金日を、FROM～TO で指定します。 

仕入先 出力対象となる仕入先を、FROM～TO で指定します。 

支払区分 出力対象となる支払区分を、FROM～TO で指定します。 

【各ボタンの説明】 

F5 検索 各項目に応じた検索画面が表示されます。 

F9 終了 プログラムを終了します。 

F11 実行 入力された条件をもとに、結果を表示します。 

 

＜実行結果＞ 

 
 

 

 

 
 

 

「F8 印 刷」
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１０－１１ 出金月報出力 

指定期間内の出金額を月単位で照会します。 

【各項目の説明】 

種  別 ２種類の中から選択します。 

出金月 出力対象となる出金月を、FROM～TO で指定します。 

仕入先 出力対象となる仕入先を、FROM～TO で指定します。 

【各ボタンの説明】 

F5 検索 各項目に応じた検索画面が表示されます。 

F9 終了 プログラムを終了します。 

F11 実行 入力された条件をもとに、結果を表示します。 

 

＜実行結果＞ 

 
 

 

 

 
 

 

「F8 印 刷」
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１０－１２ 消費税集計表出力 

指定期間内の仕入にかかる消費税を計算し、照会します。 

【各項目の説明】 

種  別 ２種類の中から選択します。（ここでは２：仕入） 

期  間 集計対象となる期間を、FROM～TO で指定します。 

【各ボタンの説明】 

F5 検索 各項目に応じた検索画面が表示されます。 

F9 終了 プログラムを終了します。 

F11 実行 入力された条件をもとに、結果を表示します。 

 

＜実行結果＞ 

 
 

 

 

 
 

 

「F8 印 刷」
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１０－１３ 日次データ照会 

カレンダー上の「日」を指定するだけで、その日の発注・仕入・出金データが照会できます。 

 
 

 

 

カーソルが止まっている行の伝票を照会                     それぞれの明細表を印刷 

 

 

 

 

 

 

日をクリック 

「F5 伝票照会」 「F8 印 刷」

その日の発注データ

その日の仕入データ

その日の出金データ



第１１章 支 払 

Copyright (C) 2020 株式会社ウイットソフトウェア             103 

 

 

 

１１－１ 支払締切処理 

支払の締切処理を行ない、支払データを作成します。 

この処理を実行すると、過去の仕入伝票や出金伝票は、入力／修正／削除ができなくなります。 

【各項目の説明】 

締グループ

 

ここで指定した締グループの仕入先のみが処理対象になり

ます。（締グループは、仕入先マスタで設定されています） 

締  日 

 

 

 

締日（締め切る年月日）を指定します。 

日は、締グループの値にしたがって自動で設定されます。 

※ 締グループが「99（都度締め）」の場合は、「日」は自分 

  で指定します。 

仕入先 締切対象となる仕入先を、FROM～TO で指定します。 

【各ボタンの説明】 

F5 検索 各項目に応じた検索画面が表示されます。 

F9 終了 プログラムを終了します。 

F11 実行 

 

入力された条件をもとに実行します。 

（締切処理の対象となる仕入先が画面に表示されます） 

 

＜実行結果＞ 

対象となる仕入先データが表示されます。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ もし過去の仕入伝票や出金伝票を、入力／修正／削除する必要がでてきた場合は、「１１－９ 支払取消処理」を実行すれば、

過去の伝票も入力／修正／削除できるようになります。そして、その後再び、本処理（支払締切処理）を実行して下さい。 

 

第１１章 支 払 

表示されている仕入先に対して締切処理を行ないます。締切処理から外したい（今回締切処理を実行しない）

仕入先データがある場合には、そのデータにカーソル

を移動し、「F3 行削除」で削除して下さい。 

データを削除したからといって、支払データそのものが

削除されるわけではありません。「今回は締切処理の

対象から外す」という意味の削除です。 

「F3 行削除」 「F7 締切処理」
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１１－２ 支払明細書出力（一括） 

複数の仕入先に対して、支払明細書を一括して印刷します。 

 

【各項目の説明】 

締グループ

 

ここで指定した締グループの仕入先のみが出力対象になりま

す。（締グループは、仕入先マスタで設定されています） 

締  日 

 

 

 

締日がいつのデータを出力するかを指定します。 

日は、締グループの値にしたがって自動で設定されます。 

※ 締グループが「99（都度締め）」の場合は、「日」は自分で 

  指定します。 

仕入先 出力対象となる仕入先を、FROM～TO で指定します。 

支払額がゼ

ロの仕入先

の出力 

する ・・・支払額がゼロの仕入先も出力されます。 

しない・・・支払額がゼロの仕入先は出力されません。 

【各ボタンの説明】 

F5 検索 各項目に応じた検索画面が表示されます。 

F9 終了 プログラムを終了します。 

F11 実行 入力された条件をもとに、処理対象となる仕入先を表示します

 

＜実行結果＞ 

対象となる仕入先データが表示されます。 

 
 

 「F8 印刷」

支払明細書を発行したくない仕入先データがある場合

には、そのデータにカーソルを移動し、「F3 行削除」で

削除して下さい。 

データを削除したからといって、今後一切発行できなく

なるわけではありません。「今回は発行の対象から外

す」という意味の削除です。 

表示されている仕入先に対して支払明細書を発行します。

「F3 行削除」 
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「仕入先コード」・「仕入先 TEL,FAX」・「商品コード」の項目は、ユーザごとに 「印刷する／しない」を指定することができます。 
（ツール／ユーザ特性／ユーザごとの設定１） 

   
 

 

 

また、自社の「郵便番号」・「住所」・「会社名」・「TEL」・「FAX」の項目も、ユーザごとに表示内容を変えることができます。 
（ツール／ユーザ特性／ユーザごとの設定２） 

   
 

＜支払明細書＞

「課税区分を印刷する」 とは、 
明細行の金額欄に、「課税 xx%」と印刷します。 

   



第１１章 支 払 

Copyright (C) 2020 株式会社ウイットソフトウェア             106 

１１－３ 支払明細書出力（個別） 

ある１つの仕入先に対して、支払明細書を印刷します。 

 

【各項目の説明】 

仕入先 出力対象となる仕入先を１つ指定します。 

締  日 

 

 

 

 

締日がいつのデータを出力するかを指定します。 

日は、仕入先の締グループの値にしたがって自動で設定され

ます。 

※ 締グループが「99（都度締め）」の場合は、「日」は自分で 

  指定します。 

【各ボタンの説明】 

F5 検索 各項目に応じた検索画面が表示されます。 

F9 終了 プログラムを終了します。 

F11 実行 入力された条件をもとに、結果を表示します。 

 

＜実行結果＞ 

 
 

 

 
 

「F8 印刷」
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１１－４ 支払一覧表出力（一括） 

複数の仕入先の支払データを一覧表にして照会します。 

 

【各項目の説明】 

締グループ

 

ここで指定した締グループの仕入先のみが出力対象になりま

す。（締グループは、仕入先マスタで設定されています） 

締  日 

 

 

 

締日がいつのデータを出力するかを指定します。 

日は、締グループの値にしたがって自動で設定されます。 

※ 締グループが「99（都度締め）」の場合は、「日」は自分で 

  指定します。 

仕入先 出力対象となる仕入先を、FROM～TO で指定します。 

支払額がゼ

ロの仕入先

の出力 

する ・・・支払額がゼロの仕入先も出力されます。 

しない・・・支払額がゼロの仕入先は出力されません。 

【各ボタンの説明】 

F5 検索 各項目に応じた検索画面が表示されます。 

F9 終了 プログラムを終了します。 

F11 実行 入力された条件をもとに、結果を表示します。 

 

＜実行結果＞ 

 

 
 

 
 

 

「F8 印刷」
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１１－５ 支払一覧表出力（個別） 

ある１つの仕入先に対して、支払データを一覧表にして照会します。（支払履歴一覧表の内容になります） 

【各項目の説明】 

仕入先 出力対象となる仕入先を１つ指定します。 

【各ボタンの説明】 

F5 検索 各項目に応じた検索画面が表示されます。 

F9 終了 プログラムを終了します。 

F11 実行 入力された条件をもとに、結果を表示します。 

 

＜実行結果＞ 

 
 
 
 

カーソルが止まっている行の支払明細データを照会 

「F5 支払明細」 「F8 印刷」
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１１－６ 買掛残高一覧表出力 

買掛残高を集計し、照会します。 

 

【各項目の説明】 

年  月 集計したい年月を指定します。 

仕入先 出力対象となる仕入先を、FROM～TO で指定します。 

買掛残高が

ゼロの仕入

先出力 

する ・・・買掛残高がゼロの仕入先も出力されます。 

しない・・・買掛残高がゼロの仕入先は出力されません。 

期間内に取

引がない仕

入先出力 

する ・・・取引がない仕入先も出力されます。 

しない・・・取引がない仕入先は出力されません。 

【各ボタンの説明】 

F5 検索 各項目に応じた検索画面が表示されます。 

F9 終了 プログラムを終了します。 

F11 実行 入力された条件をもとに、結果を画面に表示します。 

 

＜実行結果＞ 

 
 

 

 

      カーソルが止まっている仕入先の月別買掛残高を照会 

 

「F5 月別照会」 「F8 印刷」

「F７ CSV 出力」

CSV ファイルに出力します。 
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１１－７ 支払予定一覧表出力 

支払予定一覧表を照会します。 

 

【各項目の説明】 

支払予定日 出力対象となる支払予定日を FROM～TO で指定します。 

仕入先 出力対象となる仕入先を、FROM～TO で指定します。 

【各ボタンの説明】 

F5 検索 各項目に応じた検索画面が表示されます。 

F9 終了 プログラムを終了します。 

F11 実行 入力された条件をもとに、結果を画面に表示します。 

 

＜実行結果＞ 

 
 

 

 
 

 

「F8 印刷」
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１１－８ 仕入先元帳出力 

仕入先元帳を照会します。 

【各項目の説明】 

仕入先 出力対象となる仕入先を FROM～TO で指定します。 

期  間 出力対象となる期間を、FROM～TO で指定します。 

消込状況 

 

 

１：全件・・・・・・消込伝票＆未消込伝票、両方を出力します｡

２：消込あり・・・消込伝票のみを出力します。 

３：消込なし・・・未消込伝票のみを出力します。 

【各ボタンの説明】 

F5 検索 各項目に応じた検索画面が表示されます。 

F9 終了 プログラムを終了します。 

F11 実行 入力された条件をもとに、結果を画面に表示します。 

 

＜実行結果＞ 

 

出力対象の仕入先が複数ある場合は、このボタンを押すことによ

って、前後の仕入先の元帳が照会できます。 
 
 
 
【消込チェック】 
伝票単位で「消込処理」のチェックを付けることができます。 
マウスでクリックします。 

チェックを付けるだけであって、集計上は何ら影響しません。 

 

 

 
 

「F8 印刷」
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１１－９ 支払取消処理 

締切処理を行なった仕入先のデータを取消します。（締切を解除します） 

締切後に過去の仕入伝票や出金伝票を、入力／修正／削除する必要がでてきた場合に、本処理を実行します。 

【各項目の説明】 

締グループ

 

ここで指定した締グループの仕入先のみが処理対象になり

ます。（締グループは、仕入先マスタで設定されています） 

締  日 

 

 

 

締日がいつのデータを対象にするかを指定します。 

日は、締グループの値にしたがって自動で設定されます。 

※ 締グループが「99（都度締め）」の場合は、「日」は自分 

  で指定します。 

仕入先 取消対象となる仕入先を、FROM～TO で指定します。 

【各ボタンの説明】 

F5 検索 各項目に応じた検索画面が表示されます。 

F9 終了 プログラムを終了します。 

F11 実行 

 

入力された条件をもとに実行します。 

（取消処理の対象となる仕入先が画面に表示されます） 

 

＜実行結果＞ 

対象となる仕入先データが表示されます。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 過去の伝票を入力／修正／削除したなばら、その後再び、「１１－１ 支払締切処理」を実行して下さい。 

 

表示されている仕入先に対して取消処理を行ないます。取消処理から外したい（今回取消処理を実行しない）

仕入先データがある場合には、そのデータにカーソル

を移動し、「F3 行削除」で削除して下さい。 

データを削除したからといって、支払データそのもの

が削除されるわけではありません。「今回は取消処理

の対象から外す」という意味の削除です。 

「F3 行削除」 「F7 取消処理」
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１２－１ 出庫伝票入力 

サンプル出庫・サービス提供・在庫調整など、通常の取引以外で商品を減少させる場合に入力します。 

 
 

新規登録の場合 

「伝票番号」で何も入力せず Enter キーを押して次に進み、各項目に値を入力していきます。 

伝票番号は、伝票登録時（[F9 登録] を押した時）に、管理マスタ内の「伝票付番方法」に従って自動で連番が付きます。 

修正／削除の場合 

「伝票番号」で手入力するか、または [F5 検索] を押して、出庫伝票検索画面から該当する伝票番号を選択すると、選択した

伝票が読み込まれます。 

※ 各項目において画面下の [F5 検索] ボタンが有効になっている場合は、F5 キーを押すことによって検索画面が表示されます。 

※ 在庫調整の場合は、あらかじめ得意先マスタに「在庫調整」という名前の得意先（出庫先）を登録しておく必要があります。 

（締グループは ０「空」にしておいて下さい） 

※ 棚卸調整処理を行なった場合は、在庫数調整のための出庫伝票が自動で作成されますので、本処理（出庫伝票入力）は必要あ

りません。 

第１２章 在 庫 



第１２章 在 庫 

Copyright (C) 2020 株式会社ウイットソフトウェア             114 

【ヘッダ部における各項目】 

伝票番号 

 

新規登録の場合・・・・・何も入力しません。 

修正／削除の場合・・・修正または削除したい伝票番号を入力します。 

 

F5有効

出庫日 出庫日を入力します。（初期値は今日の日付） F5有効

出庫先 

 

 

出庫先コードを入力します。 

サンプル出庫やサービス提供の場合は「出庫する得意先」、在庫調整の場合は「在庫調整」に

なります。コードを入力すると得意先マスタの得意先名（出庫先名）が表示されます。 

F5有効

 

 

担当者 自社の担当者を入力します。（初期値は得意先マスタの担当者） F5有効

摘要 摘要を入力します。F5 を押して摘要一覧から選択するか、または、直接手入力します。 F5有効

 
 

表示されている伝票を複写します。複写元の伝票をあらかじめ呼び出しておいて、その後このボ

タンを押すと、同じデータ内容で新規の伝票が表示されます。 
 

 

 

【明細部における各項目】 

No 自動で行番号が付きます。（変更できません）  

商品コード 商品コードを入力します。コードを入力すると商品マスタの商品名と型番が表示されます。 F5有効

商品名 

 

商品名を入力します。（初期値は商品マスタの商品名） 

変更することもできます。（変更しても商品マスタには反映されません） 
 

型番 商品マスタの型番が表示されます。（変更できません）  

単位 単位を入力します。（初期値は商品マスタの単位） F5有効

入数 入数を入力します。商品をケース単位で扱う場合に使用します。（初期値は商品マスタの入数）  

ケース 

 

ケース数を入力します。商品をケース単位で扱う場合に使用します。「入数×ケース」の値が数

量に設定されます。 

 

 

数量 数量を入力します。「入数×ケース」の値が設定されています。  

備考 備考を入力します。  

倉庫 商品を出庫する倉庫を指定します。 F5有効

 
 
【フッタ部における各ボタンの説明】 

 

F1 登録中止 

 
登録中または修正中のデータを破棄します。 

伝票登録せず、伝票全体を白紙の状態に戻します。 

F2 変更取消 

 
入力中のデータを取消して元の値に戻します。 

項目単位の取消であって、伝票全体を元に戻すわけではありません。 

F3 行削除 カーソルが明細行にある場合、その行を１行削除します。 

F4 行挿入 カーソルが明細行にある場合、その行の下に新規の行を１行挿入します 

F5 検 索 各項目に応じた検索画面を表示します。 

F7 商品情報 カーソルが明細行にある場合、その商品に関する情報を表示します。 

F9 終 了 

F9 登 録 
出庫伝票入力プログラムを終了します。 

登録中または修正中の伝票を登録します。 

F10 伝票削除 表示されている伝票を削除します。 

F11 明細へ カーソルがヘッダ部にある場合、カーソルを明細部に移動します。 

ESC キー F9 キーと同じ動きになります。 
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１２－２ 出庫明細表出力 

指定期間内の出庫明細データを照会します。 

【各項目の説明】 

種  別 ４種類の中から選択します。 

出庫日 出力対象となる出庫日を、FROM～TO で指定します。 

出庫先 出力対象となる出庫先を、FROM～TO で指定します。 

担当者 出力対象となる担当者を、FROM～TO で指定します。 

商  品 出力対象となる商品を、FROM～TO で指定します。 

【各ボタンの説明】 

F5 検索 各項目に応じた検索画面が表示されます。 

F9 終了 プログラムを終了します。 

F11 実行 入力された条件をもとに、結果を表示します。 

 

＜実行結果＞ 

 
 

 

 

カーソルが止まっている行の出庫伝票を照会 

「F5 伝票照会」 「F8 印 刷」
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１２－３ 在庫問合せ 

今日現在の、商品の在庫状況（現在庫数、適正在庫数、過不足数）を集計して照会します。 

【各項目の説明】 

商  品 出力対象となる商品を、FROM～TO で指定します。 

現在庫数が

ゼロの商品

出力 

1：する ・・・現在庫数がゼロの商品も出力されます。 

2：しない・・・現在庫数がゼロの商品は出力されません。 

倉  庫 

 

 

1：全倉庫 ・・・・全倉庫のデータを倉庫別に出力します。 

2：指定しない・・全倉庫の合計値を出力します。 

3：指定する ・・・指定した１つの倉庫のデータを出力します

【各ボタンの説明】 

F5 検索 各項目に応じた検索画面が表示されます。 

F9 終了 プログラムを終了します。 

F11 実行 入力された条件をもとに、結果を表示します。 

 

＜実行結果＞ 

 
 

 

 

 
 

「F8 印 刷」
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＜1：全倉庫の場合＞ 

 
 

 

＜2：倉庫を指定しない場合＞ 

 
 

 

＜3：倉庫を指定する場合＞ 

 
 

全倉庫のデータを倉庫別に出力

全倉庫の合計値を出力

指定した倉庫のデータのみ出力
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１２－４ 在庫一覧表出力 

指定した年月日時点の、商品の在庫状況（在庫数、在庫単価、在庫金額、入出庫数、最終入出庫日）を集計して照会します。 

【各項目の説明】 

年月日 集計する年月日を指定します。 

商  品 出力対象となる商品を、FROM～TO で指定します。 

当月在庫数

がゼロの商

品出力 

1：する ・・・当月在庫数がゼロの商品も出力されます。 

2：しない・・・当月在庫数がゼロの商品は出力されません。

倉  庫 

 

 

1：全倉庫 ・・・・全倉庫のデータを倉庫別に出力します。 

2：指定しない・・全倉庫の合計値を出力します。 

3：指定する ・・・指定した１つの倉庫のデータを出力します

【各ボタンの説明】 

F5 検索 各項目に応じた検索画面が表示されます。 

F9 終了 プログラムを終了します。 

F11 実行 入力された条件をもとに、結果を表示します。 

 

＜実行結果＞ 

 
 

 

 

カーソルが止まっている商品の月別在庫状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「F8 印 刷」「F5 月別照会」
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＜1：全倉庫の場合＞ 

 
 

 

＜2：倉庫を指定しない場合＞ 

 
 

 

＜3：倉庫を指定する場合＞ 

 
 

全倉庫のデータを倉庫別に出力

全倉庫の合計値を出力

指定した倉庫のデータのみ出力
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１２－５ 入出庫一覧表出力 

指定した商品の、月単位での入出庫状況（入庫数、出庫数）を集計して照会します。 

【各項目の説明】 

商  品 出力対象となる商品を１つ指定します。 

年  月 出力対象となる年月を、FROM～TO で指定します。 

倉  庫 

 

 

1：全倉庫 ・・・・全倉庫のデータを倉庫別に出力します。 

2：指定しない・・全倉庫の合計値を出力します。 

3：指定する ・・・指定した１つの倉庫のデータを出力します

【各ボタンの説明】 

F5 検索 各項目に応じた検索画面が表示されます。 

F9 終了 プログラムを終了します。 

F11 実行 入力された条件をもとに、結果を表示します。 

 

＜実行結果＞ 

 
 

 

 

 
 

 

「F8 印 刷」
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＜1：全倉庫の場合＞ 

 
 

 

＜2：倉庫を指定しない場合＞ 

 
 

 

＜3：倉庫を指定する場合＞ 

 

全倉庫の合計値を出力

指定した倉庫のデータのみ出力

全倉庫のデータを倉庫別に出力
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１２－６ 入出庫明細表出力 

指定した商品の、期間内での取引状況（仕入、売上、出庫、生産、倉庫移動のデータ）を照会します。 

【各項目の説明】 

商  品 出力対象となる商品を１つ指定します。 

年  月 出力対象となる年月を、FROM～TO で指定します。 

倉  庫 

 

 

1：全倉庫 ・・・・全倉庫のデータを倉庫別に出力します。 

2：指定しない・・倉庫に関係なく全データを出力します。 

3：指定する ・・・指定した１つの倉庫のデータを出力します

【各ボタンの説明】 

F5 検索 各項目に応じた検索画面が表示されます。 

F9 終了 プログラムを終了します。 

F11 実行 入力された条件をもとに、結果を表示します。 

 

＜実行結果＞ 

 
 

 

 

 
 

 

「F8 印 刷」
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＜1：全倉庫の場合＞ 

 
 

 

＜2：倉庫を指定しない場合＞ 

 
 

 

＜3：倉庫を指定する場合＞ 

 
 

倉庫に関係なく全データを出力

指定した倉庫のデータのみ出力

倉庫別に全データを出力

※倉庫移動のデータは

出力されません。 
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１２－７ 在庫推移表出力 

在庫数または入出庫数の年間推移を照会します。 

 

【各項目の説明】 

種  別 

 

1：在庫数推移表・・・・・在庫数の推移を出力します。 

2：入出庫数推移表・・・入出庫数の推移を出力します。 

年  度 出力対象となる年度を指定します。 

商  品 出力対象となる商品を、FROM～TO で指定します。 

倉  庫 

 

 

1：全倉庫 ・・・・全倉庫のデータを倉庫別に出力します。 

2：指定しない・・全倉庫の合計値を出力します。 

3：指定する ・・・指定した１つの倉庫のデータを出力します。 

【各ボタンの説明】 

F5 検索 各項目に応じた検索画面が表示されます。 

F9 終了 プログラムを終了します。 

F11 実行 入力された条件をもとに、結果を表示します。 

 

＜実行結果＞ 

 
 

 

 

 

 

 

「F8 印 刷」 

 
 

［固定］ 
常に表示

［可変］ 
カーソルを左右に移動することで、

表示される月が変化

 
「上半期」 

上半期データの表示に 
切り替わります。 

「下半期」 
下半期データの表示に 
切り替わります。
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＜1：全倉庫の場合＞ 

 
 

 

＜2：倉庫を指定しない場合＞ 

 
 

 

＜3：倉庫を指定する場合＞ 

 
 

全倉庫のデータを倉庫別に出力

指定した倉庫のデータのみ出力

全倉庫の合計値を出力



第１２章 在 庫 

Copyright (C) 2020 株式会社ウイットソフトウェア             126 

１２－８ 在庫順位表出力 

在庫数または在庫金額の順位を照会します。 

 

【各項目の説明】 

種  別 

 

1：在庫数順位表・・・・・在庫数の順位を出力します。 

2：在庫金額順位表・・・在庫金額の順位を出力します。 

年  月 出力対象となる年月を指定します。 

商  品 出力対象となる商品を、FROM～TO で指定します。 

倉  庫 

 

1：指定しない・・全倉庫の合計値を出力します。 

2：指定する ・・・指定した１つの倉庫のデータを出力します。 

【各ボタンの説明】 

F5 検索 各項目に応じた検索画面が表示されます。 

F9 終了 プログラムを終了します。 

F11 実行 入力された条件をもとに、結果を表示します。 

 

＜実行結果＞ 

 
 

 

 
 

 

＜1：倉庫を指定しない場合＞                   ＜2：倉庫を指定する場合＞ 

 

 

 

 

 

 

 

「F8 印 刷」

全倉庫の合計値を出力 指定した倉庫のデータのみ出力 
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１２－９ 滞留商品一覧表出力 

指定日以降に出庫がなく、指定数以上の在庫がある商品を照会します。 

【各項目の説明】 

最終出庫日 最終出庫日を指定します。（この日以前の商品が対象） 

在庫数 

 

在庫数を指定します。（この数値以上の商品が対象） 

０の場合は、在庫数が０以外の商品が対象になります。 

商  品 出力対象となる商品を、FROM～TO で指定します。 

【各ボタンの説明】 

F5 検索 各項目に応じた検索画面が表示されます。 

F9 終了 プログラムを終了します。 

F11 実行 入力された条件をもとに、結果を表示します。 

 

＜実行結果＞ 

 
 

 

 

 
 

「F8 印 刷」
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１２－１０ 棚卸調整 

システム内での在庫数と実際の在庫数に差がある場合に入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【各項目の説明】 

棚卸日 棚卸日を指定します。（日は月末の値になります） 

出庫先 

 

 

出庫先を指定します。通常は「在庫調整」になります。 

「在庫調整」という名前の出庫先を、あらかじめ得意先マス

タに登録しておく必要があります。（締グループは 0「空」） 

商  品 出力対象となる商品を、FROM～TO で指定します。 

当月在庫数が 

ゼロの商品出力

1：する ・・・当月在庫数がゼロの商品も出力されます。 

2：しない・・・当月在庫数がゼロの商品は出力されません 

倉  庫 棚卸調整を行なう倉庫を指定します。 

【各ボタンの説明】 

F5 検索 各項目に応じた検索画面が表示されます。 

F9 終了 プログラムを終了します。 

F11 実行 入力された条件をもとに、結果を表示します。 
 

 

＜実行結果＞ 

 
 

 

 

【棚卸の手順】 

１．本プログラムを実行し、「棚卸準備表」を印刷します。（出庫先は、「在庫調整」） 

２．実際の在庫数を調べて、差があれば「棚卸準備表」に記入します。 

３．本プログラムを実行し、「棚卸在庫数」または「差異数」を入力して終了します。 

すると、在庫数調整のための「出庫伝票」が自動で作成されますので、出庫伝票入力画面で確認して下さい。 

「F8 印 刷」

「棚卸準備表」 

「棚卸結果伝票」
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① 棚卸準備表を出力します               ② 画面上で実際の棚卸在庫数を入力して終了します 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 差異数の分が出庫伝票データとして作成されています    ④ その後必要であれば、棚卸結果伝票を出力しておきます 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

棚卸在庫数を自分で記入します 

出庫伝票入力画面で確認します 棚卸後の在庫数が印字されています

棚卸在庫数を入力します 
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１２－１１ 生産伝票入力 

複数の商品を組み合わせて別の新しい商品を作り上げる際に入力する伝票のことを生産伝票と名付けていますが、その生産伝票の

入力／修正／削除を行ないます。 

あらかじめ、構成部品マスタに「完成商品コード」・「完成商品名」および、その完成商品を構成する複数の部品（商品）を登録してお

く必要があります。生産伝票入力では、完成商品をいくつ生産（作成）するかを指定します。完成商品コードを入力すると、構成部品

マスタに登録されている複数の部品（商品）が、明細部に展開されます。（「１－４ 生産伝票とは」を参照） 

 

 
 

新規登録の場合 

「伝票番号」で何も入力せず Enter キーを押して次に進み、各項目に値を入力していきます。 

伝票番号は、伝票登録時（[F9 登録] を押した時）に、管理マスタ内の「伝票付番方法」に従って自動で連番が付きます。 

修正／削除の場合 

「伝票番号」で手入力するか、または [F5 検索] を押して、生産伝票検索画面から該当する伝票番号を選択すると、選択した

伝票が読み込まれます。 

※ 各項目において画面下の [F5 検索] ボタンが有効になっている場合は、F5 キーを押すことによって検索画面が表示されます。 

※ 構成部品マスタに登録された完成商品は、商品マスタにも同時に登録され、完成商品の「型番」・「単位」・「在庫評価方法」・「単

価」等については、商品マスタで設定します。 

※ 生産伝票を入力すると、完成商品の在庫が増え、構成部品（商品）の在庫が減ることになります。 
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【ヘッダ部における各項目】 

伝票番号 

 

新規登録の場合・・・・・何も入力しません。 

修正／削除の場合・・・修正または削除したい伝票番号を入力します。 

 

F5有効

生産日 生産日を入力します。（初期値は今日の日付） F5有効

担当者 自社の担当者を入力します。 F5有効

摘要 摘要を入力します。F5 を押して摘要一覧から選択するか、または、直接手入力します。 F5有効

税転嫁 

 

3：税込 ・・・・ヘッダ部の受入単価および明細部の払出単価を、税込金額で表示します。 

9：税抜 ・・・・ヘッダ部の受入単価および明細部の払出単価を、税抜金額で表示します。 

F5有効

 

完成商品コード 完成商品コードを入力します。コードを入力すると商品マスタの商品名と型番が表示されます。 F5有効

完成商品名 商品マスタの商品名が表示されます。（変更できません）  

型番 商品マスタの型番が表示されます。（変更できません）  

単位 単位を入力します。（初期値は商品マスタの単位） F5有効

入数 入数を入力します。商品をケース単位で扱う場合に使用します。（初期値は商品マスタの入数）  

ケース 

 

ケース数を入力します。商品をケース単位で扱う場合に使用します。「入数×ケース」の値が数

量に設定されます。 
 

数量 生産する数量を入力します。「入数×ケース」の値が設定されています。  

受入単価 完成商品を受け入れる単価を入力します。商品マスタの「仕入単価」の値が設定されます。  

受入金額 完成商品を受け入れる金額を入力します。「数量×受入単価」の値が設定されます。  

備考 備考を入力します。  

倉庫 商品を受け入れる倉庫を指定します。（入庫扱い） F5有効

 
 

表示されている伝票を複写します。複写元の伝票をあらかじめ呼び出しておいて、その後このボ

タンを押すと、同じデータ内容で新規の伝票が表示されます。 
 

 

 

【明細部における各項目】 ・・・・ 完成商品を構成している部品（商品）のデータです。 

No 自動で行番号が付きます。（変更できません）  

区分 

 

 

「1：通常」・・・・・通常商品を入力する場合に使用します。 

「5：摘要」・・・・・摘要を入力する場合に使用します。 

「6：メモ」・・・・・・メモを入力する場合に使用します。（ここでは摘要とメモは同じ扱いになります） 

F5有効

 

 

商品コード 商品コードを入力します。コードを入力すると商品マスタの商品名と型番が表示されます。 F5有効

商品名 

 

商品名を入力します。（初期値は商品マスタの商品名） 

変更することもできます。（変更しても商品マスタには反映されません） 
 

型番 商品マスタの型番が表示されます。（変更できません）  

単位 単位を入力します。（初期値は商品マスタの単位） F5有効

構成数量 構成部品マスタに登録された数量が表示されます。（変更できません）  

払出数量 

 

ヘッダ部の「数量」×明細部の「構成数量」の値が表示されます。生産に必要な数量ということに

なります。 

 

 

払出単価 商品を払い出す単価を入力します。商品マスタの「売上原価」の値が設定されます。  

払出金額 商品を払い出す金額を入力します。「払出数量×払出単価」の値が設定されます。  

備考 備考を入力します。  

倉庫 商品を払い出す倉庫を指定します。（出庫扱い） F5有効
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【フッタ部における各ボタンの説明】 

 

F1 登録中止 

 
登録中または修正中のデータを破棄します。 

伝票登録せず、伝票全体を白紙の状態に戻します。 

F2 変更取消 

 
入力中のデータを取消して元の値に戻します。 

項目単位の取消であって、伝票全体を元に戻すわけではありません。 

F3 行削除 カーソルが明細行にある場合、その行を１行削除します。 

F4 行挿入 カーソルが明細行にある場合、その行の下に新規の行を１行挿入します 

F5 検 索 各項目に応じた検索画面を表示します。 

F7 商品情報 カーソルが明細行にある場合、その商品に関する情報を表示します。 

F9 終 了 

F9 登 録 
生産伝票入力プログラムを終了します。 

登録中または修正中の伝票を登録します。 

F10 伝票削除 表示されている伝票を削除します。 

F11 明細へ カーソルがヘッダ部にある場合、カーソルを明細部に移動します。 

ESC キー F9 キーと同じ動きになります。 
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１２－１２ 生産明細表出力 

指定した条件に合った生産明細データを照会します。 

【各項目の説明】 

種  別 ４種類の中から選択します。 

生産日 出力対象となる生産日を、FROM～TO で指定します。 

完成商品 出力対象となる完成商品を、FROM～TO で指定します。 

担当者 出力対象となる担当者を、FROM～TO で指定します。 

構成部品 出力対象となる構成部品を、FROM～TO で指定します。 

【各ボタンの説明】 

F5 検索 各項目に応じた検索画面が表示されます。 

F9 終了 プログラムを終了します。 

F11 実行 入力された条件をもとに、結果を表示します。 

 

＜実行結果＞ 

 
 

 

 

カーソルが止まっている行の生産伝票を照会 

「F5 伝票照会」 「F8 印 刷」
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１２－１３ 構成部品在庫照会 

完成商品を構成している部品（商品）の「現在庫数／発注残数／受注残数」などを照会します。 

【各項目の説明】 

完成商品 出力対象となる完成商品を１つ指定します。 

倉  庫 

 

1：表示する ・・・全倉庫のデータを倉庫別に出力します。

2：表示しない・・全倉庫の合計値を出力します。 

【各ボタンの説明】 

F5 検索 各項目に応じた検索画面が表示されます。 

F9 終了 プログラムを終了します。 

F11 実行 入力された条件をもとに、結果を表示します。 

 

＜実行結果＞ 

 
 

 

 

 
 

 

＜1：倉庫を表示する場合＞                      ＜2：倉庫を表示しない場合＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

「F8 印 刷」

全倉庫の合計値を出力 全倉庫のデータを倉庫別に出力 
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１２－１４ 倉庫移動伝票入力 

倉庫移動伝票の入力／修正／削除を行ないます。商品を倉庫間で移動した場合に使用します｡ 

 
 

新規登録の場合 

「伝票番号」で何も入力せず Enter キーを押して次に進み、各項目に値を入力していきます。 

伝票番号は、伝票登録時（[F9 登録] を押した時）に、管理マスタ内の「伝票付番方法」に従って自動で連番が付きます。 

修正／削除の場合 

「伝票番号」で手入力するか、または [F5 検索] を押して、倉庫移動伝票検索画面から該当する伝票番号を選択すると、選択

した伝票が読み込まれます。 

※ 各項目において画面下の [F5 検索] ボタンが有効になっている場合は、F5 キーを押すことによって検索画面が表示されます。 
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【ヘッダ部における各項目】 

伝票番号 

 

新規登録の場合・・・・・何も入力しません。 

修正／削除の場合・・・修正または削除したい伝票番号を入力します。 

 

F5有効

移動日 移動日を入力します。（初期値は今日の日付） F5有効

移動元倉庫 移動元倉庫コードを入力します。コードを入力すると倉庫名が表示されます。 F5有効

移動先倉庫 移動先倉庫コードを入力します。コードを入力すると倉庫名が表示されます。 F5有効

担当者 自社の担当者を入力します。 F5有効

摘要 摘要を入力します。F5 を押して摘要一覧から選択するか、または、直接手入力します。 F5有効

 
 

表示されている伝票を複写します。複写元の伝票をあらかじめ呼び出しておいて、その後このボ

タンを押すと、同じデータ内容で新規の伝票が表示されます。 
 

 

 

【明細部における各項目】 

No 自動で行番号が付きます。（変更できません）  

商品コード 商品コードを入力します。コードを入力すると商品マスタの商品名と型番が表示されます。 F5有効

商品名 

 

商品名を入力します。（初期値は商品マスタの商品名） 

変更することもできます。（変更しても商品マスタには反映されません） 
 

型番 商品マスタの型番が表示されます。（変更できません）  

単位 単位を入力します。（初期値は商品マスタの単位） F5有効

入数 入数を入力します。商品をケース単位で扱う場合に使用します。（初期値は商品マスタの入数）  

ケース 

 

ケース数を入力します。商品をケース単位で扱う場合に使用します。「入数×ケース」の値が数

量に設定されます。 

 

 

数量 移動数量を入力します。「入数×ケース」の値が設定されています。  

備考 備考を入力します。  

 
 
【フッタ部における各ボタンの説明】 

 

F1 登録中止 

 
登録中または修正中のデータを破棄します。 

伝票登録せず、伝票全体を白紙の状態に戻します。 

F2 変更取消 

 
入力中のデータを取消して元の値に戻します。 

項目単位の取消であって、伝票全体を元に戻すわけではありません。 

F3 行削除 カーソルが明細行にある場合、その行を１行削除します。 

F4 行挿入 カーソルが明細行にある場合、その行の下に新規の行を１行挿入します 

F5 検 索 各項目に応じた検索画面を表示します。 

F7 商品情報 カーソルが明細行にある場合、その商品に関する情報を表示します。 

F9 終 了 

F9 登 録 
倉庫移動伝票入力プログラムを終了します。 

登録中または修正中の伝票を登録します。 

F10 伝票削除 表示されている伝票を削除します。 

F11 明細へ カーソルがヘッダ部にある場合、カーソルを明細部に移動します。 

ESC キー F9 キーと同じ動きになります。 
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１２－１５ 倉庫移動明細表出力 

指定した条件に合った倉庫移動明細データを照会します。 

【各項目の説明】 

種  別 ５種類の中から選択します。 

移動日 出力対象となる移動日を、FROM～TO で指定します。 

移動元倉庫 出力対象となる移動元倉庫を、FROM～TO で指定します。

移動先倉庫 出力対象となる移動先倉庫を、FROM～TO で指定します。

担当者 出力対象となる担当者を、FROM～TO で指定します。 

商  品 出力対象となる商品を、FROM～TO で指定します。 

【各ボタンの説明】 

F5 検索 各項目に応じた検索画面が表示されます。 

F9 終了 プログラムを終了します。 

F11 実行 入力された条件をもとに、結果を表示します。 

 

＜実行結果＞ 

 
 

 

 

カーソルが止まっている行の倉庫移動伝票を照会 

 

 

「F5 伝票照会」 「F8 印 刷」
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１３－１ 見積書メール送信 

見積伝票入力画面であらかじめ出力しておいた見積書（PDF ファイル）を、先方担当者あてにメール送信します。 

PDF ファイルへの出力は、見積伝票入力画面の「F8 伝票出力」で行ないます。 

※ 見積伝票入力画面の「F8 伝票出力」からでも、見積書のメール送信は可能です。（P35 参照） 

 

【各項目の説明】 

見積日 出力対象となる見積日を、FROM～TO で指定します。 

【各ボタンの説明】 

F5 検索 各項目に応じた検索画面が表示されます。 

F9 終了 プログラムを終了します。 

F11 実行 入力された条件をもとに、結果を表示します。 
 

 

該当する見積データのうち、先方担当者のメールアドレスが存在するものだけが表示されます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

【送信されたメール内容（例）】 ・・・・ メール本文は、「ツール／ユーザ特性／ユーザごとの設定２」で編集できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ うまく送信できない場合は、「１３－３ （3）メール送信」を参照して下さい。 

第１３章 ツール 

送信ボタンをクリックします

送信したい PDF ファイルをクライ

アント側から選択します 

メール送信します。 

（CC、BCC の設定も可能です） 
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１３－２ 商品発送通知メール送信 

商品を発送した旨を伝える内容を、先方担当者あてにメールで送信します。 

【各項目の説明】 

売上日 出力対象となる売上日を、FROM～TO で指定します。 

【各ボタンの説明】 

F5 検索 各項目に応じた検索画面が表示されます。 

F9 終了 プログラムを終了します。 

F11 実行 入力された条件をもとに、結果を表示します。 

 

該当する売上データのうち、未送信であり、先方担当者のメールアドレスが存在するものだけが表示されます。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【送信されたメール内容（例）】 ・・・・ メール本文は、「ツール／ユーザ特性／ユーザごとの設定２」で編集できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ うまく送信できない場合は、「１３－３ （3）メール送信」を参照して下さい。 

 

送信ボタンをクリックします

メール送信します。

（CC、BCC の設定も可能です）
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１３－３ 動作テスト 

各種ツールの動作テストを行ないます。（印刷プレビュー、PDF 出力、メール送信、CSV 出力） 

 
 

（１） 印刷プレビュー 

正常ならば、左のような印刷内容がプレビューされます。 

 

※ うまくプレビューできない場合 

・インストールガイド「仮想ディレクトリの設定」が正しいかどうか。 

・本書 P160「リッチサーバ名」の値が正しいかどうか。 

 

 

 

 

（２） PDF 出力 

正常ならば、左のような PDF 画面が出力されます。 

 

※ うまく出力できない場合 

・サーバ上で適当なテキストファイルを作って、それを PDF 出力し

た時に、指定した保存先フォルダーに自動出力できているかど

うか。 

・インストールガイド「仮想ディレクトリの設定」が正しいかどうか。 

・インストールガイド「PDF 出力ソフト側の設定」が正しいかどうか。

・本書 P160「リッチサーバ名」の値が正しいかどうか。 
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（３） メール送信 

 

（例） IE 側のメールアカウントの画面 

 

 

 

 

ここでは自分のメールアドレスを指定して、自分あてにメールを送っ

てみて下さい。正常に動作した場合は、「正常に送信されました」と

いうメールが送信されますので、Windows 側のメールソフトを起動し

て確認してみて下さい。 

（本システムにはメール受信の確認画面はありません） 

  

※ うまく送信できない場合 

   ・本システムを使用しない状態で、Windows 上からメール送信できる環境が整っているかどうか。 

・本書 P160「メール送信サーバ名」の値が正しいかどうか。 

・「メール送信ユーザ名」 および 「メール送信パスワード」を空にしてみてどうか。 

・本プログラムは、MagicのMail関数を使って送信しています。この関数にはいくつか注意事項があり、Mail関数のヘルプに載って

います。それを参照し、もし該当しているようならプログラムを修正しなければなりません。 

・ファイアウォールがある場合ですが、SMTP の使用するポートがブロックされないようになっていれば問題ありません。 

 

※ うまく送信できた場合 

送信元の３項目の値を、ユーザごとの項目にも設定します。 

「ツール／ユーザ特性／ユーザごとの設定２」のメール関連項目に設定して下さい。 

 
 

 

（４） CSV 出力 

正常ならば、左のような出力画面が出力されます。 

 

※ うまく出力されない場合 

・インストールガイド「仮想ディレクトリの設定」が正しいかどうか。 

・本書 P160「リッチサーバ名」の値が正しいかどうか。 

 

 

この値を設定 

ここに設定
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１３－４ 事業所の登録 

新たに事業所を増やしたい場合に、ここで事業所名を登録します。 

カーソルを下に移動し、事業所 No（数値 4 桁以内）と事業所名（文字 20 桁以内）を入力して下さい。 

 
 

※ 「F3 削除」ボタンで事業所を削除することもできます。 

削除した事業所に関連するマスタデータや伝票データはすべて削除されますので注意して下さい。 

 

 

本システムで使用されているファイルには、事業所ごとに別々に管理されているものと、全事業所で共通に管理されているものとがあり

ます。（事業所が１つしかない場合は、これらの区別を考慮する必要はありません） 
 

（１） 事業所ごとに別々に管理されているもの ・・・・ 以下のファイルについては、事業所ごとにデータを持っています。 

基本マスタファイル 得意先マスタ、納入先マスタ、仕入先マスタ、担当者マスタ 

補助マスタファイル 
事業所マスタ、ユーザマスタ、摘要マスタ、入金区分マスタ、請求締グループマスタ、支払区分マスタ、 

支払締グループマスタ 

データファイル 
すべてのデータファイル（見積データ、受注データ、売上データ、発注データ、仕入データなど） 

※ 唯一、在庫データだけは全事業所共通 

 

（２） 全事業所で共通に管理されているもの ・・・・ 以下のファイルについては、全事業所共通のデータになっています。 

基本マスタファイル 商品マスタ、倉庫マスタ、セット商品マスタ、構成部品マスタ 

補助マスタファイル 管理マスタ、分類マスタ、郵便番号マスタ、区分マスタ、消費税マスタ 

データファイル 在庫データ 

その他 伝票番号データ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ※ 事業所は、それぞれ独立した組織として考えています。 

ただし、商品については全事業所共通のものとして考えています。 

  ※ 事業所内に部署が存在する場合は、分類マスタに「部門」を登録しておき、担当者マスタにて各担当者に部門を設定するように

します。 

管理者権限のみ

＜まとめ＞ 

１． 売上関連（得意先マスタ／納入先マスタ／見積／受注／売上／売掛） ・・・・ 事業所ごと 

仕入関連（仕入先マスタ／発注／仕入／買掛） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 事業所ごと 

商品関連（商品マスタ／倉庫／在庫） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 全事業所共通 

２． 請求締処理 ・・・・・・・・ 事業所ごと 

支払締処理 ・・・・・・・・ 事業所ごと 

商品棚卸処理 ・・・・・・ 全事業所共通 

３．伝票番号 ・・・・・ 全事業所での連番 
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１３－５ ユーザの登録 

ユーザの登録／修正／削除を行ないます。また、ユーザに与えるセキュリティ関連を設定します。 

【各項目の説明】 

ユーザ No 

 

ユーザ No を入力します。（数値 4 桁以内） 

※ 重複不可 

事業所 No F5 キーを押して、事業所一覧から選択します。

事業所名 （表示されます） 

ユーザ名 ユーザ名を入力します。 

ユーザＩＤ 

 

ユーザＩＤを入力します。（文字 16 桁以内） 

※ 重複不可 

サーバ名種別

 

 

「サーバ名１」を使用するか「サーバ名２」を使用

するかを選択します。サーバ名については P160

～P161 を参照して下さい。 

管理者 

 

セキュリティ画面において、「管理者権限」にチ 

ェックを入れると「○」が表示されます。 

【各ボタンの説明】 

F3 削除 ユーザを削除します。 

F4 挿入 カーソルの下に１行、新規行を作成します。 

F7 ｾｷｭﾘﾃｨ ユーザのセキュリティ設定画面を開きます。 

F9 終了 プログラムを終了します。 

 

           ＜セキュリティ設定画面＞ 

 

【各項目の説明】 

パスワード パスワードが設定できます。 

管理者権限 

 

管理者権限を与えるか否か。 

管理者権限の機能については、P10 を参照下さい。 

使用する機能

 

 

 

 

 

 

初期メニューにおいて、機能ボタンを表示するか否か。 

表示されないボタンは、その中の処理が使用できなくなり

ます。例えば、「在庫」を使用しないとした場合、「在庫」ボ

タンが表示されなくなり、在庫関連の処理が一切実行で

きなくなります。 

※ [売上／入金]入力機能と、ツール機能については、

常にチェックが入っています。 
 

 

  ※ 「顧客連携」機能を使用する場合には、「WIT 顧客 RIA Ver4.0」パッケージが必要です。 

 

管理者権限のみ
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１３－６ ユーザ特性 

ユーザＩＤ・パスワードの変更、およびユーザごとの設定を行ないます。 

 
 

 

（１）  ID・パスワードの変更                  （２） サーバ名種別の変更 

ユーザＩＤ・パスワードを変更することができます。              サーバ名種別を変更することができます。 

 

（パスワードは、確認用として再度入力して下さい） 

 

「サーバ名１／サーバ名２」のどちらを使用するか選択します 

 

 

（３）  ユーザごとの設定１ 

  以下の項目はユーザごとに設定ができます。 

 

各伝票に、以下の項目を印刷するかどう

かを設定します。 

・伝票日付 

・相手先コード 

・相手先 TEL,FAX 

・商品コード 

・商品型番 

 

また、軽減税率対応として、以下を設定

します。 

・課税区分を印刷するかどうか 

・区分記載方式で印刷するかどうか 

 

詳細は、P46、P69 を参照して下さい。 

 

ユーザ単位
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（４） ユーザごとの設定２ 

 

見積伝票における以下の項目の初期値

を設定します。 

・納入期限 

・納入方法 

・取引方法 

・有効期限 

・合計金額名称 

 

伝票に印刷する自社名を設定します。 

事業所マスタ内で自社名を登録しま

すが、ここでユーザごとに変更すること

ができます。事業所マスタ内の値よりも

ここの値の方が優先されます。 

 

このボタンをクリックすると、事業所マス

タに登録されている最新の自社名を

取得することができます。 

 

メール関連項目を設定します。 

・メール送信に必要な項目の設定 

・メール本文の編集 

（メール送信しない場合は不要です） 
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１３－７ データ管理 

データのバックアップ・リカバリ、CSV ファイルの入出力、古いデータの削除を行ないます。 

 
 

 

（１） データバックアップ 
 

マスタファイルおよびデータファイルを、「現在のテーブル名&’2’」という名前でバックアップします。（例： URIAGE→URIAGE2） 

 

※ バックアップファイルが既に存在している場合は、上書コピーされ

て、古いバックアップファイルはなくなります。 

※ 他の人が本システムを使用中の場合は、バックアップは行なわれ

ません。警告メッセージが出ます。 

 

 

（２） データリカバリ 
 

（１）でバックアップしたファイルを元に戻します。 

 

※ 既存のファイルは上書コピーされ、データが置き換わってしまいま

す。 

※ 他の人が本システムを使用中の場合は、リカバリは行なわれませ

ん。警告メッセージが出ます。 

 

 

管理者権限のみ 

＜対象となるマスタファイル＞ 
得意先マスタ、納入先マスタ、仕入先マスタ、商品マスタ、倉庫マスタ、セット商品マスタ、構成部品マスタ、担当者マスタ 

 
＜対象となるデータファイル＞ 

見積データ、受注データ、売上データ、入金データ、発注データ、仕入データ、出金データ、出庫データ、生産データ、 
倉庫移動データ、売掛残高データ、請求データ、買掛残高データ、支払データ、在庫一覧データ、伝票番号データ 
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（３） CSV ファイル出力 
 

マスタファイルのデータを CSV ファイルに出力します。 

   
 

１．納入先マスタ出力 

【各項目の説明】 

納入先 出力対象となる納入先を、FROM～TO で指定します。 

更新日 いつ以降に更新されたデータを出力するかを指定します

【各ボタンの説明】 

F5 検索 各項目に応じた検索画面が表示されます。 

F9 終了 プログラムを終了します。 

F11 実行 入力された条件をもとに、結果を表示します。 

 

２．得意先マスタ出力 

【各項目の説明】 

得意先 出力対象となる得意先を、FROM～TO で指定します。 

更新日 いつ以降に更新されたデータを出力するかを指定します

【各ボタンの説明】 

F5 検索 各項目に応じた検索画面が表示されます。 

F9 終了 プログラムを終了します。 

F11 実行 入力された条件をもとに、結果を表示します。 

 

３．仕入先マスタ出力 

【各項目の説明】 

仕入先 出力対象となる仕入先を、FROM～TO で指定します。 

更新日 いつ以降に更新されたデータを出力するかを指定します

【各ボタンの説明】 

F5 検索 各項目に応じた検索画面が表示されます。 

F9 終了 プログラムを終了します。 

F11 実行 入力された条件をもとに、結果を表示します。 

 

※ 事業所 A のマスタデータ（納入先・得意先・仕入先）を、事業所 B に取り込む方法 

手順 1．事業所 A の管理者権限を持ったユーザでログインし、「CSV ファイル出力」を実行します。実行結果の CSV データが画面 

に表示されますので、「ダウンロード」ボタンを押して、適当な名前を付けてクライアント側に保存します。 

ここでいったんシステムを終了します。 
手順２．再びシステムを起動し、今度は事業所 B の管理者権限を持ったユーザでログインし、「CSV ファイル入力」を実行します。 

先ほど保存した CSV ファイルを選択し、読込みを実行します。 

     （既に同じ納入先 CD・得意先 CD・仕入先 CD が存在する場合には、上書きして読込まれますので注意して下さい） 

※ 納入先マスタ・得意先マスタ・仕入先マスタについては、事業所 A 側の

データを CSV ファイルに出力し、それを事業所 B 側に取り込むことがで

きます。 

 

※ 商品マスタ・セット商品マスタ・構成部品マスタについては、全事業所共

通のため、事業所 A 側や B 側といった概念はありません。 
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４．商品マスタ出力 

【各項目の説明】 

商品 出力対象となる商品を、FROM～TO で指定します。 

更新日 いつ以降に更新されたデータを出力するかを指定します

【各ボタンの説明】 

F5 検索 各項目に応じた検索画面が表示されます。 

F9 終了 プログラムを終了します。 

F11 実行 入力された条件をもとに、結果を表示します。 

 

５．セット商品マスタ出力 

【各項目の説明】 

セット商品 出力対象となるセット商品を、FROM～TO で指定します

更新日 いつ以降に更新されたデータを出力するかを指定します

【各ボタンの説明】 

F5 検索 各項目に応じた検索画面が表示されます。 

F9 終了 プログラムを終了します。 

F11 実行 入力された条件をもとに、結果を表示します。 

 

６．構成部品マスタ出力 

【各項目の説明】 

完成商品 出力対象となる完成商品を、FROM～TO で指定します。

更新日 いつ以降に更新されたデータを出力するかを指定します

【各ボタンの説明】 

F5 検索 各項目に応じた検索画面が表示されます。 

F9 終了 プログラムを終了します。 

F11 実行 入力された条件をもとに、結果を表示します。 

 

７．得意先別商品単価マスタ出力 

【各項目の説明】 

得意先 出力対象となる得意先を、FROM～TO で指定します。 

更新日 いつ以降に更新されたデータを出力するかを指定します

【各ボタンの説明】 

F5 検索 各項目に応じた検索画面が表示されます。 

F9 終了 プログラムを終了します。 

F11 実行 入力された条件をもとに、結果を表示します。 

 

８．仕入先別商品単価マスタ出力 

【各項目の説明】 

仕入先 出力対象となる仕入先を、FROM～TO で指定します。 

更新日 いつ以降に更新されたデータを出力するかを指定します

【各ボタンの説明】 

F5 検索 各項目に応じた検索画面が表示されます。 

F9 終了 プログラムを終了します。 

F11 実行 入力された条件をもとに、結果を表示します。 
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（４） CSV ファイル入力 

 

(3)で出力した CSV ファイルを、マスタファイルに取り込みます。 

   
 

１．納入先マスタ入力 

「CSV ファイル選択」ボタンを押すと、ファイルの選択画面が表示さ

れますので、そこで納入先データの CSV ファイルを選択します。 

その後、「読込実行」ボタンを押して実行します。 

※ データの確認はマスタメンテナンスの画面で行なって下さい。

 

２．得意先マスタ入力 

「CSV ファイル選択」ボタンを押すと、ファイルの選択画面が表示さ

れますので、そこで得意先データの CSV ファイルを選択します。 

その後、「読込実行」ボタンを押して実行します。 

※ データの確認はマスタメンテナンスの画面で行なって下さい。

 

３．仕入先マスタ入力 

「CSV ファイル選択」ボタンを押すと、ファイルの選択画面が表示さ

れますので、そこで仕入先データの CSV ファイルを選択します。 

その後、「読込実行」ボタンを押して実行します。 

※ データの確認はマスタメンテナンスの画面で行なって下さい。

 

※ 納入先マスタ・得意先マスタ・仕入先マスタについては、事業所 A 側で

出力した CSV ファイルを事業所 B 側で入力すれば、事業所 B のマスタ

データとして取り込むことができます。 

 

※ 商品マスタ・セット商品マスタ・構成部品マスタについては、全事業所共

通のため、事業所 A 側や B 側といった概念はありません。 
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４．商品マスタ入力 

「CSV ファイル選択」ボタンを押すと、ファイルの選択画面が表示さ

れますので、そこで商品データの CSV ファイルを選択します。 

その後、「読込実行」ボタンを押して実行します。 

※ データの確認はマスタメンテナンスの画面で行なって下さい。

 

５．セット商品マスタ入力 

「CSV ファイル選択」ボタンを押すと、ファイルの選択画面が表示さ

れますので、そこでセット商品データの CSV ファイルを選択します

その後、「読込実行」ボタンを押して実行します。 

※ データの確認はマスタメンテナンスの画面で行なって下さい。

 

６．構成部品マスタ入力 

「CSV ファイル選択」ボタンを押すと、ファイルの選択画面が表示さ

れますので、そこで構成部品データの CSV ファイルを選択します

その後、「読込実行」ボタンを押して実行します。 

※ データの確認はマスタメンテナンスの画面で行なって下さい。

 

７．得意先別商品単価マスタ入力 

「CSV ファイル選択」ボタンを押すと、ファイルの選択画面が表示さ

れますので、そこで得意先別商品単価データの CSV ファイルを選

択します。 

その後、「読込実行」ボタンを押して実行します。 

※ データの確認はマスタメンテナンスの画面で行なって下さい。

 

８．仕入先別商品単価マスタ入力 

「CSV ファイル選択」ボタンを押すと、ファイルの選択画面が表示さ

れますので、そこで仕入先別商品単価データの CSV ファイルを選

択します。 

その後、「読込実行」ボタンを押して実行します。 

※ データの確認はマスタメンテナンスの画面で行なって下さい。

 



第１３章 ツール 

Copyright (C) 2020 株式会社ウイットソフトウェア             151 

（５） データ件数照会 
 

各種マスタファイル、およびデータファイルの現時点での件数を照会します。 

 
 

 

（６） 古いデータの削除 

 

データファイルの中で、古い伝票日付のデータを削除します。 

古いデータは、サーバ上のフォルダーに CSV ファイルとして出力されますが、本システムに復活させることはできませんので注意して

下さい。 

 
 

 

【各項目の説明】 

削除年 伝票日付が、いつ以前のデータを削除するかを指定します。 

CSV 出力先 CSV ファイルを出力するフォルダーを指定します。（サーバ上のフォルダーになります） 

 

 ※ データ量が多い場合、実行に時間がかかることがありますが、決して途中で終了しないようにして下さい。 
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１３－８ 伝票番号管理 

各伝票の現時点での最終伝票番号を表示します。また、データ件数も確認できます。 

 
 

左上のコンボボックスで伝票の種類を選択すると、下に「最終伝票番号」が表示されます。 

 

※ 最終伝票番号は手修正することができます。 

修正した場合は、それに「１」を加えた値から、次の伝票番号が振られることになりますが、重複チェックはしていませんので、修

正する場合は重複がないように十分注意して下さい。 

 

 

＜自動採番時のマスタコード＞ 

管理マスタメンテナンス内で「コード採番方法」を「2:自動採番」にした場合の、現時点での「最終コード番号」が表示されます。 

手修正することもできます。修正した場合は、それに「１」を加えた値から、次のコード番号が振られることになりますが、重複チェック

はしていませんので、修正する場合は重複がないように十分注意して下さい。 

 

 

管理者権限のみ
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１３－９ 管理者専用処理 

 

 

（１） WIT ｱｸｾｽﾕｰｻﾞ削除 

 

本システムでは、アクセスしているユーザ名をファイルで管理しており、システム

開始時（ログイン時）にそのユーザ名をファイルに登録し、システム終了時にファ

イルから削除しています。 

しかし、回線が切れたなどの理由で中途半端な状態でシステムが終了してしま

った場合には、アクセスユーザファイルにユーザ名が残ったままになります。 

そのような時に、管理者がここで削除します。 

 

※ 中途半端なデータが残っていたとしても、決してエラーにはなりません。 

 

（２） PDF ｱｸｾｽﾕｰｻﾞ削除 

 

本システムでは、見積書をPDFファイルに出力する機能がありますが、PDF出力

ソフト側がマルチスレッドで動くものであればいいですが、マルチスレッドで動か

ないことを考慮して、同時に複数ユーザが PDF 出力できないように制御していま

す。 

PDF 出力開始時にそのユーザ名をファイルに登録し、PDF 出力終了時にファイ

ルから削除しています。 

しかし、回線が切れたなどの理由で中途半端な状態でシステムが終了してしまっ

た場合には、アクセスユーザファイルにユーザ名が残ったままになります。 

そのような時に、管理者がここで削除します。 

 

※ 中途半端なデータが残っていると、「他の人が使用しています」のエラーメッ

セージが出て、他のユーザが一切 PDF 出力できなくなります。 

 

管理者権限のみ

何らかの理由がある場合にのみ使用します。

通常は使用しません。 
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（３） 処理開始年月ﾃﾞｰﾀ修正 

 

本システムでは、「売掛の計算処理」「買掛の計算処理」「在庫の計算処理」は、

その都度必要に応じて行なっていますが、その計算処理の開始年月は、システ

ム内のファイルで管理しています。 

この開始年月の値はシステム内で自動的に決定されますので、ユーザが考慮

する必要はありませんが、もし計算結果がおかしいとなった場合、計算処理の開

始年月を少し戻して実行してみて下さい。 

 

（例） 期首月から再計算してみたい場合には、処理年月を期首月に修正して、

再度該当処理を実行します。 

 

 

 

 

 

 

 

（４） おしえてスマホ用 CSV 出力 

マジックソフトウェア・ジャパン社のモバイルアプリ「おしえてスマホ」用の CSV ファイルを出力します。 

スマホおよびタブレットから、顧客情報や受注データが照会できます。 

全部で７種類の CSV が出力できますが、出力するか／しないか 

を、以下のコンボボックスで指定します。 

  
 

そして、出力するデータの範囲を「FROM～TO」で指定します。 

 

最後に「実行」ボタンを押すと、「CSV」という名前の論理名のフォ

ルダー内にファイルが出力されます。あとは、おしえてスマホ側で

CSV の取り込み処理を行ないます。 

※ Magic 側で、以下の論理名を追加しておきます。 

    名前     実行名 

    CSV    C:\CSV40\ ････ 例 

※ おしえてスマホ側で取り込む際の「取込元」は、「汎用（一般）」

を選択して下さい。 

 

 

※ 売掛残高・買掛残高・在庫一覧の計算結果がおかしい場合に、処理開始年月を戻してみて下さい。 

※ 新規追加した得意先が売掛残高照会で表示されない場合に、処理開始年月を戻してみて下さい。 

※ 新規追加した仕入先が買掛残高照会で表示されない場合に、処理開始年月を戻してみて下さい。 

※ 新規追加した商品や倉庫が在庫一覧照会で表示されない場合に、処理開始年月を戻してみて下さい。 
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１３－１０ 操作ログ履歴照会 

 この機能は、管理者権限を持っており、管理マスタメンテナンス内で「操作ログ取得」を「する」にした場合のみ実行可能です。 

 操作ログ履歴（いつ誰がどのような処理を行なったか）の照会および削除を行ないます。 

【各項目の説明】 

更新日 何日のログを照会するか、FROM～TO で指定します。 

更新時刻 何時のログを照会するか、FROM～TO で指定します。 

ユーザ名 どのユーザのログを照会するかを選択します。 

メニュー名 どのメニューのログを照会するかを選択します。 

処理名 どの処理のログを照会するかを選択します。 

【各ボタンの説明】 

F2 条件ｸﾘｱ 設定した条件をすべてクリアします。 

F5 検索 各項目に応じた検索画面が表示されます。 

F9 終了 プログラムを終了します。 

F11 実行 入力された条件をもとに、結果を表示します。 

 

＜実行結果＞ 

 
 

 

管理者権限のみ

日付指定により、ログデータを削除することができます。
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１４－１ 導入時売掛残高入力 

本システム導入時における得意先（請求先）ごとの前月末売掛残高を入力します。 

【各項目の説明】 

年 月 

 

導入年月を指定します。 

2020 年 4 月から導入する場合は、「2020/04」とします。 

請求先 入力対象となる請求先を、FROM～TO で指定します。 

【各ボタンの説明】 

F5 検索 各項目に応じた検索画面が表示されます。 

F9 終了 プログラムを終了します。 

F11 実行 条件をもとに、残高入力画面を表示します。 

 

＜残高入力画面＞ 

 
 

※ 通常は導入時に１回だけ入力しますが、もし導入後に何らかの原因で売掛残高がおかしくなった場合、いつでもここで手修正す

ることができます。 

 

第１４章 導 入 

前月末残高の入力
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１４－２ 導入時買掛残高入力 

本システム導入時における仕入先ごとの前月末買掛残高を入力します。 

【各項目の説明】 

年 月 

 

導入年月を指定します。 

2020 年 4 月から導入する場合は、「2020/04」とします。 

仕入先 入力対象となる仕入先を、FROM～TO で指定します。 

【各ボタンの説明】 

F5 検索 各項目に応じた検索画面が表示されます。 

F9 終了 プログラムを終了します。 

F11 実行 条件をもとに、残高入力画面を表示します。 

 

＜残高入力画面＞ 

 
 

※ 通常は導入時に１回だけ入力しますが、もし導入後に何らかの原因で買掛残高がおかしくなった場合、いつでもここで手修正す

ることができます。 
 

前月末残高の入力
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１４－３ 導入時在庫入力 

本システム導入時における商品ごとの前月在庫数を入力します。 

【各項目の説明】 

年 月 

 

導入年月を指定します。 

2020 年 4 月から導入する場合は、「2020/04」とします。 

商 品 入力対象となる商品を、FROM～TO で指定します。 

【各ボタンの説明】 

F5 検索 各項目に応じた検索画面が表示されます。 

F9 終了 プログラムを終了します。 

F11 実行 条件をもとに、在庫入力画面を表示します。 

 

＜在庫入力画面＞ 

 
 

※ 倉庫マスタに倉庫名が登録されている場合は「倉庫管理する」と判断し、倉庫ごとの前月在庫数を入力します。 

倉庫名が登録されていない場合は「倉庫管理しない」と判断し、倉庫に関係なく全体の前月在庫数を入力します。 

※ 通常は導入時に１回だけ入力しますが、もし導入後に何らかの原因で在庫数がおかしくなった場合、いつでもここで手修正する

ことができます。 

 

前月在庫数の入力
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１５－１ マスタメンテナンス 

各種マスタファイルのデータをメンテナンス（登録／修正／削除）します。 

 
 

以下のマスタファイルに対して、入力／修正／削除を行ないます。 

【補助マスタ】 

管理マスタメンテナンス 本システムで使用する基本情報に関する項目 

事業所マスタメンテナンス 事業所に関する項目 

分類マスタメンテナンス 「商品分類１～３」、「得意先分類１～３」、「仕入先分類１～３」、「部門」に関する項目 

摘要マスタメンテナンス 「摘要メモ」、「見積件名」、「見積その他」に関する項目 

入金区分マスタメンテナンス 入金区分に関する項目 

請求締ｸﾞﾙｰﾌﾟマスタメンテナンス 請求締グループに関する項目 

支払区分マスタメンテナンス 支払区分に関する項目 

支払締ｸﾞﾙｰﾌﾟマスタメンテナンス 支払締グループに関する項目 

郵便番号マスタメンテナンス 郵便番号と住所に関する項目 

区分マスタメンテナンス 「単位」、「敬称」に関する項目 

消費税マスタメンテナンス 消費税率の項目 

【基本マスタ１】 

担当者マスタメンテナンス 自社の担当者に関する項目 

倉庫マスタメンテナンス 倉庫に関する項目 

納入先マスタメンテナンス 納入先に関する項目 

得意先マスタメンテナンス 得意先に関する項目（カード形式で表示） 

仕入先マスタメンテナンス 仕入先に関する項目（カード形式で表示） 

商品マスタメンテナンス 商品に関する項目 （カード形式で表示） 

得意先一覧 得意先に関する項目（テーブル形式で表示） 

仕入先一覧 仕入先に関する項目（テーブル形式で表示） 

商品一覧 商品に関する項目 （テーブル形式で表示） 

【基本マスタ２】 

セット商品マスタメンテナンス セット商品に関する項目 

構成部品マスタメンテナンス 完成商品を構成する部品（商品）に関する項目 

得意先別商品単価マスタメンテ 得意先別商品単価に関する項目 

仕入先別商品単価マスタメンテ 仕入先別商品単価に関する項目 

第１５章 マスタメンテ 
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（１） 管理マスタメンテナンス 
 

 本システムで使用する基本情報を設定します。これは全事業所共通で管理しています。 

 

＜各項目の説明＞ 

【期首】 

期 首 各数値 2 桁 期首を月と日で入力します。 

【運用方法】 

年表示形式 ラジオボタン 「西暦」：2020/04/01、「和暦」：R.02/04/01 

伝票付番方法 ラジオボタン 「通期連番」：期内で連番、「月毎連番」：月ごとで連番 

【英字種別】 

得意先コード ラジオボタン 「大文字のみ」：各コード入力時に小文字を入力しても大文字になります。 

「小文字のみ」：各コード入力時に大文字を入力しても小文字になります。 

「混在」    ：大文字は大文字、小文字は小文字になります。（入力そのまま） 

仕入先コード ラジオボタン 

商品コード ラジオボタン 

【サーバ名】 

リッチサーバ名１ 文字（30 桁） リッチクライアントサーバの名前（または、IP アドレス）を設定します。 

リッチサーバ名２ 文字（30 桁） リッチクライアントサーバの名前（または、IP アドレス）を設定します。（次ページ参照） 

メール送信サーバ名 

 

 

 

 

 

 

文字（30 桁） 

 

 

 

 

 

 

 
メール送信する時のサーバ名を設定します。 

 

※SMTP サーバのポート番号がデフォルトの 

25 でない場合は「ｻｰﾊﾞ名：ﾎﾟｰﾄ番号」 と 

表現します。 （例） mail-server：587 

 

（メール送信しない場合は設定不要です） 

【コード採番方法】 

得意先コード ラジオボタン 「手入力」 ：マスタデータ登録時に、コード番号を自分で手入力します。 

「自動採番」：マスタデータ登録時に、コード番号は自動で採番されます。 

        （採番する時の桁数を 5 桁～14 桁内で指定します） 

仕入先コード ラジオボタン 

商品コード ラジオボタン 

【その他設定】 

WIT 顧客連携 

 

 

 

ラジオボタン 

 

 

 

「する」 ：WIT 顧客 RIA パッケージと連携を取ります。（※WIT 顧客 RIA が必要） 

WIT 顧客側の会社ﾃﾞｰﾀを、WIT 販売側の得意先ﾃﾞｰﾀとして取り込みます。

WIT 販売側の得意先ﾃﾞｰﾀを、WIT 顧客側の会社ﾃﾞｰﾀとして出力します。 

「しない」：連携を取りません。（※WIT 顧客 RIA がない場合は常に「しない」） 

操作ログ取得 

 

ラジオボタン 

 

「する」 ：いつ誰がどのような操作を行なったかというログを取得します。 

「しない」：ログを取得しません。 

PDF 出力ソフト 

 

ラジオボタン 

 

「ある」 ：見積伝票入力画面の「F8」で、「印刷か PDF か」の選択画面が出てきます。 

「ない」 ：見積伝票入力画面の「F8」で、「印刷か PDF か」の選択画面が出てきません。 

全事業所共通

（例） IE 側のメールアカウントの画面
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「ツール／ユーザの登録」を実行した時の画面において、各ユーザごとに「サーバ名１」を使用するのか、「サーバ名２」を使用するの

かを指定します。 

 
 

＜リッチクライアントサーバ名について＞ 

・リッチクライアントサーバを立てて本番稼動する際には、サーバの名前（または、IP アドレス）の設定が必要になります。 

・開発マシン１台で動作テストする場合は、「サーバ名１」の「localhost」だけで構いません。 

・リッチクライアントサーバに対して、ユーザ全員が同じサーバ名（または、同じＩＰアドレス）でアクセスする場合も、「サーバ名１」

だけの設定で構いません。 

 

※ 「サーバ名２」 を設定するのはこんな場合 

１つのシステムを社内と社外の両方からアクセスしようとした場合、社内 LAN のユーザがアクセスする場合のサーバ名（または

IP アドレス）と、社外 WAN のユーザがアクセスする場合のサーバ名（または IP アドレス）が違うことがあります。 

そのような場合に、「サーバ名１」には LAN 用の名前、「サーバ名２」には WAN 用の名前を設定します。 

※ 「ツール／ユーザ特性／サーバ名種別の変更」でも、サーバ名の設定（変更）が可能です。 

 

ここでサーバ名を選択します 
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（２） 事業所マスタメンテナンス 
 

事業所に関する情報を設定します。 

 
 

＜各項目の説明＞ 

【事業所名】 

事業所名 文字（20 桁） 既に表示されています。ここでは変更できません。 

【会社情報】 

会社名 文字（40 桁） 

自社の会社情報を入力します。（伝票に印刷されます） 

 

※ ここで設定した値をユーザごとに変更することができます。 

「ツール／ユーザ特性／ユーザごとの設定」 

郵便番号 文字（7 桁） 

住所１ 文字（40 桁） 

住所２ 文字（40 桁） 

ＴＥＬ 文字（16 桁） 

ＦＡＸ 文字（16 桁） 

【銀行関連】 

銀行名１ 文字（20 桁） 

振込先１の取引銀行情報を入力します。（伝票に印刷されます） 
どちらを採用する

かは、得意先ごと

に得意先マスタ内

の「振込先種別」で

指定します。 

銀行本支店名１ 文字（20 桁） 

預金種別１ ラジオボタン 

口座番号１ 文字（7 桁） 

銀行名２ 文字（20 桁） 

振込先２の取引銀行情報を入力します。（伝票に印刷されます） 
銀行本支店名２ 文字（20 桁） 

預金種別２ ラジオボタン 

口座番号２ 文字（7 桁） 

【帳票関連】 

会社印面ファイル名 

 

 

文字（24 桁） 

 

 

伝票に印刷する会社印のイメージファイル名を入力します。（フォルダー名は不要） 

スキャナー等で作成し、サーバ上の「WitHanbai40\RM」フォルダーに手動でコピーして

下さい。 
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（３） 分類マスタメンテナンス 

 

分類項目をメンテナンスします。（商品分類、得意先分類、仕入先分類、担当者の部門） 

商品分類１～３ 商品に設定する分類を３種類まで登録します。（商品検索時に使用） 

得意先分類１～３ 得意先に設定する分類を３種類まで登録します。（得意先検索時に使用） 

仕入先分類１～３ 仕入先に設定する分類を３種類まで登録します。（仕入先検索時に使用） 

部門 担当者に設定する部門を登録します。 

 

 
 

 

（４） 摘要マスタメンテナンス 

 

摘要項目をメンテナンスします。（摘要・メモ、見積件名、見積その他） 

摘要・メモ 伝票の「摘要」「メモ」に入力する文字列を登録します。 

見積件名 見積書の「見積件名」に入力する文字列を登録します。 

見積その他 見積書の「納入期限」「納入場所」「取引方法」「有効期限」に入力する文字列を登録します。 

 

 
 

画面上部のコンボボックスで分類

の種類を選択し、その後、マウス

で一覧部分（データ部分）をクリッ

クしカーソルを移動します。 

画面上部のコンボボックスで摘要の

種類を選択し、その後、マウスで一覧

部分（データ部分）をクリックしカーソ

ルを移動します。 

全事業所共通
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（５） 入金区分マスタメンテナンス 

 

入金区分項目（売掛金の回収方法）をメンテナンスします。（現金、振込、手数料、手形、その他） 

現金 【区分コード 100 番台】 現金による入金の内訳を登録します。 

振込 【区分コード 200 番台】 振込による入金の内訳を登録します。 

手数料 【区分コード 300 番台】 振込入金における手数料の内訳を登録します。 

手形 【区分コード 400 番台】 手形による入金の内訳を登録します 

その他 【区分コード 500 番台】 その他入金の内訳を登録します 

 

 
 

 

（６） 請求締グループマスタメンテナンス 

 

請求締処理を行なう場合、同じ締グループの請求先はまとめて処理しています。その締グループの項目をメンテナンスします。 

 
 

＜各項目の説明＞ 

グループ 

 

 

締グループのコードを入力しますが、この値が請求締日になります。 

「10」なら 10 日締め、「20」なら 20 日締め、「31」は月末締めです。 

「99」は都度締めということで、月に何度でも締処理を行なうことができます。 

名 称 締グループの名称を入力します。 

 

画面上部のコンボボックスで入金区分の

種類を選択し、その後、マウスで一覧部

分（データ部分）をクリックしカーソルを移

動します。 
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（７） 支払区分マスタメンテナンス 

 

支払区分項目（買掛金の支払方法）をメンテナンスします。（現金、小切手、振込、手形、その他） 

現金 【区分コード 100 番台】 現金による支払の内訳を登録します。 

小切手 【区分コード 200 番台】 小切手による支払の内訳を登録します。 

振込 【区分コード 300 番台】 振込による支払の内訳を登録します。 

手形 【区分コード 400 番台】 手形による支払の内訳を登録します 

その他 【区分コード 500 番台】 その他支払の内訳を登録します 

 

 
 

（８） 支払締グループマスタメンテナンス 

 

支払締処理を行なう場合、同じ締グループの仕入先はまとめて処理しています。その締グループの項目をメンテナンスします。 

 
 

＜各項目の説明＞ 

グループ 

 

 

締グループのコードを入力しますが、この値が支払締日になります。 

「10」なら 10 日締め、「20」なら 20 日締め、「31」は月末締めです。 

「99」は都度締めということで、月に何度でも締処理を行なうことができます。 

名 称 締グループの名称を入力します。 

支払方法１ 支払方法を選択します。支払方法が２つある場合は、支払方法２にも登録しておきます。 

システム内

で は 未 使

用 

F5 有効

支払方法２ 支払方法が２つある場合に登録します。 F5 有効

支払基準額 支払方法が２つある場合に、支払方法２へ分けるための基準額を入力します。  

支払分け方 支払方法２への分け方を選択します。基準額を超過した分か、または全額か。 F5 有効

支払サイクル 支払サイクルを選択します。 F5 有効

支払日 支払日を入力します。月末の場合は「31」を入力します。  

 

画面上部のコンボボックスで支払区分の

種類を選択し、その後、マウスで一覧部

分（データ部分）をクリックしカーソルを移

動します。 
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（９） 郵便番号マスタメンテナンス 

 

郵便番号項目をメンテナンスします。 

 
 

 

（１０） 区分マスタメンテナンス 

 

区分項目をメンテナンスします。（単位名、敬称名） 

単位 商品に設定する「単位」を登録します。 

敬称 得意先、仕入先に設定する「敬称」を登録します。 

 

 
 

 

（１１） 消費税マスタメンテナンス 

 

消費税項目をメンテナンスします。 

 

画面上部のコンボボックスで区分の

種類を選択し、その後、マウスで一

覧部分（データ部分）をクリックしカ

ーソルを移動します。 

全事業所共通

全事業所共通

全事業所共通

【絞り込み機能】 

データを絞り込むことができます。 

郵便番号 郵便番号の頭文字を入力し Enter 

住所 住所の頭文字を入力し Enter 
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（１２） 担当者マスタメンテナンス 

 

担当者マスタの項目をメンテナンスします。 

 
 

＜各項目の説明＞ 

コード 文字（3 桁） 担当者コードを入力します。（重複は不可）  

担当者名 文字（20 桁） 担当者名を入力します。  

担当者カナ 文字（20 桁） 担当者名のフリガナを入力します。  

部門 

 

文字（4 桁） 

 

担当者の部門コードを入力します。（分類集計で使用） 

※ あらかじめ分類マスタ内の「部門」に、部門コードと部門名を登録しておきます。 

F5 有効

 

印面ﾌｧｲﾙ名 

 

 

文字（24 桁） 

 

 

伝票に印刷する担当者印のイメージファイル名を入力します。（フォルダー名は不要）

スキャナー等で作成し、サーバ上の「WitHanbai40\RM」フォルダーに手動でコピーして

下さい。 

 

 

 

 

 

（１３） 倉庫マスタメンテナンス 

 

倉庫マスタの項目をメンテナンスします。 

 
 

＜各項目の説明＞ 

倉庫コード 文字（4 桁） 倉庫コードを入力します。（重複は不可）  

倉庫名 文字（20 桁） 倉庫名を入力します。  

郵便番号 文字（7 桁） 倉庫場所の郵便番号を入力します。（システム内では未使用） F5 有効

住所 文字（80 桁） 倉庫場所の住所を入力します。（システム内では未使用）  

TEL／FAX 文字（16 桁） 倉庫場所の TEL／FAX を入力します。（システム内では未使用）  

メモ 文字（46 桁） メモを入力します。（システム内では未使用）  

 

全事業所共通
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（１４） 納入先マスタメンテナンス 
 

  納入先マスタの項目をメンテナンスします。 

 

【絞り込み機能】 

納入先マスタのデータが多い場合の絞り込み機能 

新規登録においては、この部分は関係ありません。 
修正／削除の場合のデータ絞り込みとして使用します。

納入先ｺｰﾄﾞ 納入先ｺｰﾄﾞの頭文字を入力し Enter 

納入先名 納入先名の頭文字を入力し Enter 

納入先名ｶﾅ 納入先名ｶﾅの頭文字を入力し Enter
 

 

 

新規登録の場合・・・・「F4 新規」 

レンガ色になっている行が、現在カーソルが止まっている行ですが、それに関係なく 「F4 新規」を押すと新規登録用画面が

表示されます。 

修正の場合・・・・「F7 修正」 

レンガ色になっている行が、現在カーソルが止まっている行ですので、↑↓キーを使ってカーソルを移動し、修正したいデー

タ上で「F7 修正」を押すと修正用画面が表示されます。 

削除の場合・・・・「F3 削除」 

レンガ色になっている行が、現在カーソルが止まっている行ですので、↑↓キーを使ってカーソルを移動し、削除したいデー

タ上で「F3 削除」を押すとデータが削除できます。 

ただし、伝票等で既に使用している納入先については削除できません。（エラーメッセージが出ます） 

 

＜登録／修正画面＞ 

 

「F3 削除」 「F4 新規」  「F7 修正」 
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＜各項目の説明＞ 

納入先コード 文字（14 桁） 納入先コードを入力します。（重複は不可）  

納入先名 文字（40 桁） 納入先名を入力します。  

納入先名カナ 文字（40 桁） 納入先名のフリガナを入力します。（納入先検索時に使用）  

略称 文字（14 桁） 納入先名の略称を入力します。（ﾏｽﾀﾒﾝﾃﾅﾝｽ画面以外では未使用）  

郵便番号 文字（7 桁） 

納入先の情報を入力します。 

F5 有効

住所１ 文字（40 桁）  

住所２ 文字（40 桁）  

部署名 文字（40 桁）  

役職名 文字（20 桁）  

ご担当者 文字（20 桁）  

敬称 文字（4 桁） F5 有効

ＴＥＬ 文字（16 桁）  

ＦＡＸ 文字（16 桁）  

得意先コード 

 

文字（14 桁） 

 

どの得意先に対する納入先かを選択します。得意先が決まっていない場合は、

空白のままで構いません。 

F5 有効

 

更新日 日付 （自動で更新されます）  
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（１５） 得意先マスタメンテナンス 
 

  得意先マスタの項目をメンテナンスします。 

 

【絞り込み機能】 

得意先マスタのデータが多い場合の絞り込み機能 

新規登録においては、この部分は関係ありません。 
修正／削除の場合のデータ絞り込みとして使用します。

分 類 

 

得意先分類 1～3 を指定し、その右の

項目で F5 を押して分類名を選択 

得意先ｺｰﾄﾞ 得意先ｺｰﾄﾞの頭文字を入力し Enter 

得意先名 得意先名の頭文字を入力し Enter 

得意先名ｶﾅ 得意先名ｶﾅの頭文字を入力し Enter
 

 

 

新規登録の場合・・・・「F4 新規」 

レンガ色になっている行が、現在カーソルが止まっている行ですが、それに関係なく 「F4 新規」を押すと新規登録用画面が

表示されます。 

修正の場合・・・・「F7 修正」 

レンガ色になっている行が、現在カーソルが止まっている行ですので、↑↓キーを使ってカーソルを移動し、修正したいデー

タ上で「F7 修正」を押すと修正用画面が表示されます。 

削除の場合・・・・「F3 削除」 

レンガ色になっている行が、現在カーソルが止まっている行ですので、↑↓キーを使ってカーソルを移動し、削除したいデー

タ上で「F3 削除」を押すとデータが削除できます。 

ただし、伝票等で既に使用している得意先については削除できません。（エラーメッセージが出ます） 

 

＜登録／修正画面＞ 

 

「F3 削除」 「F4 新規」  「F7 修正」 
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＜各項目の説明＞ 

得意先コード 文字（14 桁） 得意先コードを入力します。（重複は不可）  

コピー元得意先 

 

文字（14 桁） 

 

新規登録時、既存の得意先からコピーしたい場合に、元となる得意先コードを入

力します。 

F5 有効

 

 
 

プッシュボタン 

 

 

WIT 顧客側の顧客（会社）データを、得意先データとして取り込みます。 

このボタンは、管理マスタメンテ内の「WIT 顧客連携」を「する」とし、かつ、新規登

録の時だけ表示されます。 

 

 
 

プッシュボタン 

 

 

表示中の得意先データを、WIT 顧客側の顧客（会社）データとして登録します。 

このボタンは、管理マスタメンテ内の「WIT 顧客連携」を「する」とし、かつ、表示中

のデータが WIT 顧客側にまだ登録されていない時だけ表示されます。 

 

 

 

プッシュボタン 

 

 

得意先コードの採番方法を、一時的に「手入力から自動採番」へ、または、「自動

採番から手入力」へ切り替えます。 

このボタンは、新規登録の時だけ表示されます。 

 

得意先名 文字（40 桁） 得意先名を入力します。  

得意先名カナ 文字（40 桁） 得意先名のフリガナを入力します。（得意先検索時に使用）  

略称 文字（14 桁） 得意先名の略称を入力します。（ﾏｽﾀﾒﾝﾃﾅﾝｽ画面以外では未使用）  

郵便番号 文字（7 桁） 

得意先の情報を入力します。 

F5 有効

住所１ 文字（40 桁）  

住所２ 文字（40 桁）  

部署名 文字（40 桁）  

役職名 文字（20 桁）  

ご担当者 文字（20 桁）  

敬称 文字（4 桁） F5 有効

ＴＥＬ 文字（16 桁）  

ＦＡＸ 文字（16 桁）  

メールアドレス 

 

文字（50 桁） 

 

得意先担当者のﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽを入力します。（見積書メール送信でのみ使用） 

また、この項目上でダブルクリックすると、メールアドレス宛にメールが送れます。 
 

ホームページ 

 

文字（50 桁） 

 

得意先のﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞｱﾄﾞﾚｽを入力します。（システム内では未使用） 

また、この項目上でダブルクリックすると、ﾌﾞﾗｳｻﾞ上にﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞが表示できます。
 

担当者 文字（3 桁） 自社の担当者コードを入力します。 F5 有効

分類１ 文字（4 桁） 
得意先をグループ分けするための分類コードを入力します。（分類集計および得

意先検索時に使用） ※ あらかじめ分類マスタ内の「得意先分類１～３」に、分類

コードと分類名を登録しておきます。 

F5 有効

分類２ 文字（4 桁） F5 有効

分類３ 文字（4 桁） F5 有効

メモ欄 文字（46 桁） 得意先に関するメモ情報を入力します。（システム内では未使用）  

取引区分 

 

コンボボックス 

 

掛売上  ：請求締処理を行なうことにより、締日までの代金を一括して請求します

現金売上：売上時に代金を受け取ります。請求締処理の対象にはなりません。 
 

単価種類 

 

コンボボックス 

 

６種類の商品単価のうちどれを採用するかを選択します。 

上代、売上単価１、売上単価２、売上単価３、売上単価４、売上原価 
 

掛率 数値（3.1 桁） 商品単価に対する掛率を入力します。商品の価格は、「単価種類」×「掛率」  

請求先 

 

文字（14 桁） 

 

請求先となる得意先コードを指定します。通常は得意先コードと同じですが、得意

先と請求先が異なる場合に変更します。 

F5 有効

 

締グループ 

 

数値（2 桁） 

 

請求締グループを選択します。グループ単位でまとめて請求締処理を行ないま

す。 

F5 有効

 

金額端数処理 コンボボックス 金額計算時の１円未満の端数処理を選択します。  

税端数処理 コンボボックス 消費税計算時の１円未満の端数処理を選択します。  
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税転嫁 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コンボボックス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 商品単価の表示 税の計算処理 伝票での税表示

外税（伝票毎） 税抜金額 伝票単位 表示する 

外税（請求毎） 〃 請求単位 表示しない 

外税（明細毎） 〃 明細単位 表示する 

内税 税込金額 伝票単位 表示しない 

内税（伝票毎） 〃 伝票単位 表示する 

内税（請求毎） 〃 請求単位 表示しない 

内税（明細毎） 〃 明細単位 表示する 

外税（手入力） (消費税は手入力) 伝票単位 表示する 
 

 

与信限度額 

 

数値（9 桁） 

 

与信限度額を入力します。 

（見積伝票入力、受注伝票入力、売上伝票入力の画面表示にのみ使用） 
 

回収方法 数値（3 桁） 売掛金の回収方法コード（入金区分）を入力します。 F5 有効

回収サイクル コンボボックス 売掛金の回収サイクルを選択します。  

回収日 数値（2 桁） 売掛金の回収日を入力します。月末の場合は「31」を入力します。  

振込先種別 

 

 

コンボボックス 

 

 

振込先１： 事業所マスタで登録した「振込先１」を伝票に印刷します。 

振込先２： 事業所マスタで登録した「振込先２」を伝票に印刷します。 

振込なし： 伝票には振込先を印刷しません。 

 

手数料負担区分 

 

コンボボックス 

 

売掛金を振込で回収する際の手数料負担を選択します。 

（入金伝票入力の画面表示にのみ使用） 
 

手形サイト 

 

数値（3 桁） 

 

売掛金を手形で回収する際の満期の日数を入力します。手形を使用しない場合

は設定不要です。（入金伝票入力の手形期日の計算にのみ使用） 
 

参照表示 コンボボックス 得意先検索時に検索画面に表示するか、しないかを選択します。  

更新日 日付 （自動で更新されます）  

 

※ 在庫調整プログラムを実行したい場合には、「在庫調整」という名前の出庫先を得意先マスタに登録しておく必要があります。 

（締グループは ０「空」に設定しておいて下さい） 
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（１６） 仕入先マスタメンテナンス 
 

  仕入先マスタの項目をメンテナンスします。 

 

【絞り込み機能】 

仕入先マスタのデータが多い場合の絞り込み機能 

新規登録においては、この部分は関係ありません。 
修正／削除の場合のデータ絞り込みとして使用します。 

分 類 

 

仕入先分類 1～3 を指定し、その右の

項目で F5 を押して分類名を選択 

仕入先ｺｰﾄﾞ 仕入先ｺｰﾄﾞの頭文字を入力し Enter 

仕入先名 仕入先名の頭文字を入力し Enter 

仕入先名ｶﾅ 仕入先名ｶﾅの頭文字を入力し Enter
 

 

 

新規登録の場合・・・・「F4 新規」 

レンガ色になっている行が、現在カーソルが止まっている行ですが、それに関係なく 「F4 新規」を押すと新規登録用画面が

表示されます。 

修正の場合・・・・「F7 修正」 

レンガ色になっている行が、現在カーソルが止まっている行ですので、↑↓キーを使ってカーソルを移動し、修正したいデー

タ上で「F7 修正」を押すと修正用画面が表示されます。 

削除の場合・・・・「F3 削除」 

レンガ色になっている行が、現在カーソルが止まっている行ですので、↑↓キーを使ってカーソルを移動し、削除したいデー

タ上で「F3 削除」を押すとデータが削除できます。 

ただし、伝票等で既に使用している仕入先については削除できません。（エラーメッセージが出ます） 

 

＜登録／修正画面＞ 

 

「F3 削除」 「F4 新規」  「F7 修正」 
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＜各項目の説明＞ 

仕入先コード 文字（14 桁） 仕入先コードを入力します。（重複は不可）  

コピー元仕入先 

 

文字（14 桁） 

 

新規登録時、既存の仕入先からコピーしたい場合に、元となる仕入先コードを入

力します。 

F5 有効

 

 

 

ﾌﾟｯｼｭﾎﾞﾀﾝ 

 

 

仕入先コードの採番方法を、一時的に「手入力から自動採番」へ、または、「自動

採番から手入力」へ切り替えます。 

このボタンは、新規登録の時だけ表示されます。 

 

仕入先名 文字（40 桁） 仕入先名を入力します。  

仕入先名カナ 文字（40 桁） 仕入先名のフリガナを入力します。（仕入先検索時に使用）  

略称 文字（14 桁） 仕入先名の略称を入力します。（ﾏｽﾀﾒﾝﾃﾅﾝｽ画面以外では未使用）  

郵便番号 文字（7 桁） 

仕入先の情報を入力します。 

F5 有効

住所１ 文字（40 桁）  

住所２ 文字（40 桁）  

部署名 文字（40 桁）  

役職名 文字（20 桁）  

ご担当者 文字（20 桁）  

敬称 文字（4 桁） F5 有効

ＴＥＬ 文字（16 桁）  

ＦＡＸ 文字（16 桁）  

メールアドレス 

 

文字（50 桁） 

 

仕入先担当者のﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽを入力します。（システム内では未使用） 

また、この項目上でダブルクリックすると、メールアドレス宛にメールが送れます。 
 

ホームページ 

 

文字（50 桁） 

 

仕入先のﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞｱﾄﾞﾚｽを入力します。（システム内では未使用） 

また、この項目上でダブルクリックすると、ﾌﾞﾗｳｻﾞ上にﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞが表示できます。
 

担当者 文字（3 桁） 自社の担当者コードを入力します。 F5 有効

分類１ 文字（4 桁） 
仕入先をグループ分けするための分類コードを入力します。（分類集計および仕

入先検索時に使用） ※ あらかじめ分類マスタ内の「仕入先分類１～３」に、分類

コードと分類名を登録しておきます。 

F5 有効

分類２ 文字（4 桁） F5 有効

分類３ 文字（4 桁） F5 有効

メモ欄 文字（46 桁） 仕入先に関するメモ情報を入力します。（システム内では未使用）  

取引区分 

 

コンボボックス 

 

掛仕入  ：支払締処理を行なうことにより、締日までの代金を一括して支払います

現金仕入：仕入時に代金を支払います。支払締処理の対象にはなりません。 
 

単価種類 

 

コンボボックス 

 

３種類の商品単価のうちどれを採用するかを選択します。 

上代、仕入単価、標準原価 
 

掛率 数値（3.1 桁） 商品単価に対する掛率を入力します。商品の価格は、「単価種類」×「掛率」  

締グループ 

 

数値（2 桁） 

 

支払締グループを選択します。グループ単位でまとめて支払締処理を行ないま

す。 

F5 有効

 

金額端数処理 コンボボックス 金額計算時の１円未満の端数処理を選択します。  

税端数処理 コンボボックス 消費税計算時の１円未満の端数処理を選択します。  
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税転嫁 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コンボボックス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 商品単価の表示 税の計算処理 伝票での税表示

外税（伝票毎） 税抜金額 伝票単位 表示する 

外税（支払毎） 〃 支払単位 表示しない 

外税（明細毎） 〃 明細単位 表示する 

内税 税込金額 伝票単位 表示しない 

内税（伝票毎） 〃 伝票単位 表示する 

内税（支払毎） 〃 支払単位 表示しない 

内税（明細毎） 〃 明細単位 表示する 

外税（手入力） (消費税は手入力) 伝票単位 表示する 
 

 

支払方法１ 数値（3 桁） 買掛金の支払方法コード（支払区分）を入力します。 F5 有効

支払方法２ 数値（3 桁） 
支払方法が２つある場合、２つ目の支払方法コード（支払区分）を

入力します。 システム内で

は未使用 

システム内で

は未使用 

 

F5 有効

支払基準額 数値（9 桁） 
支払方法１と２がある場合、支払方法２へ分けるための基準額を

入力します。 
 

支払分け方 コンボボックス 
支払方法２への分け方を選択します。基準額を超過した分か、ま

たは全額か。 
 

支払サイクル コンボボックス 買掛金の支払サイクルを選択します。  

支払日 数値（2 桁） 買掛金の支払日を入力します。月末の場合は「31」を入力します。  

手数料負担区分 

 

コンボボックス 

 

買掛金を振込で支払う際の手数料負担を選択します。 

（出金伝票入力の画面表示にのみ使用） 
 

手形サイト 

 

数値（3 桁） 

 

買掛金を手形で支払う際の満期の日数を入力します。手形を使用しない場合は

設定不要です。（出金伝票入力の手形期日の計算にのみ使用） 
 

振込口座 仕入先の振込口座を設定します。（以下を参照）  

参照表示 コンボボックス 仕入先検索時に検索画面に表示するか、しないかを選択します。  

更新日 日付 （自動で更新されます）  

 

 

＜振込口座の設定画面＞ 

 

銀行番号 文字（4 桁） 銀行番号を入力します。 

システム内で

は未使用 

銀行名 文字（20 桁） 銀行名を入力します。 

銀行名カナ 文字（15 桁） 銀行名のフリガナを入力します。 

本支店番号 文字（3 桁） 本支店番号を入力します。 

本支店名 文字（20 桁） 本支店名を入力します 

本支店名ｶﾅ 文字（15 桁） 本支店名のフリガナを入力します 

預金種別 コンボボックス 預金の種別を選択します。 

口座番号 文字（7 桁） 口座番号を入力します。 

口座名義 文字（20 桁） 口座名義を入力します 

口座名義ｶﾅ 文字（30 桁） 口座名義のフリガナを入力します 
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（１７） 商品マスタメンテナンス 
 

  商品マスタの項目をメンテナンスします。 

 

【絞り込み機能】 

商品マスタのデータが多い場合の絞り込み機能 
新規登録においては、この部分は関係ありません。 
修正／削除の場合のデータ絞り込みとして使用します。 

分 類 

 

商品分類 1～3 を指定したあと、その右の

項目で F5 を押して分類名を選択 

商品ｺｰﾄﾞ 商品ｺｰﾄﾞの頭文字を入力し Enter 

商品名 商品名の頭文字を入力し Enter 

商品名ｶﾅ 商品名ｶﾅの頭文字を入力し Enter 
 

 

 

新規登録の場合・・・・「F4 新規」 

レンガ色になっている行が、現在カーソルが止まっている行ですが、それに関係なく 「F4 新規」を押すと新規登録用画面が

表示されます。 

修正の場合・・・・「F7 修正」 

レンガ色になっている行が、現在カーソルが止まっている行ですので、↑↓キーを使ってカーソルを移動し、修正したいデー

タ上で「F7 修正」を押すと修正用画面が表示されます。 

削除の場合・・・・「F3 削除」 

レンガ色になっている行が、現在カーソルが止まっている行ですので、↑↓キーを使ってカーソルを移動し、削除したいデー

タ上で「F3 削除」を押すとデータが削除できます。 

ただし、伝票等で既に使用している商品については削除できません。（エラーメッセージが出ます） 

 

＜登録／修正画面＞ 

 

「F3 削除」 「F4 新規」  「F7 修正」 

全事業所共通
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＜各項目の説明＞ 

商品コード 文字（14 桁） 商品コードを入力します。（重複は不可）  

コピー元商品 

 

文字（14 桁） 

 

新規登録時、既存の商品からコピーしたい場合に、元となる商品コードを入力し

ます。 

F5 有効

 

 

 

ﾌﾟｯｼｭﾎﾞﾀﾝ 

 

 

商品コードの採番方法を、一時的に「手入力から自動採番」へ、または、「自動採

番から手入力」へ切り替えます。 

このボタンは、新規登録の時だけ表示されます。 

 

商品名 文字（40 桁） 商品名を入力します。  

商品名カナ 文字（40 桁） 商品名のフリガナを入力します。（商品検索時に使用）  

商品型番 文字（16 桁） 商品の型番を入力します。  

単位 文字（4 桁） 商品の単位を入力します。 F5 有効

入数 数値（4 桁） １ケース当たりの入数を入力します。伝票入力時の数量は、「入数」×「ケース」  

数量小数桁 数値（1 桁） 商品の数量を小数点以下何桁まで表示するかを指定します。（0～2）  

単価小数桁 数値（1 桁） 商品の単価を小数点以下何桁まで表示するかを指定します。（0～2）  

課税区分 

 

 

 

コンボボックス 

 

 

 

課税   ：課税対象の商品（通常税率） 

課税(軽)：課税対象の商品（軽減税率） 

非課税 ：非課税の商品 

対象外 ：課税対象外の商品 

 

在庫管理 コンボボックス 在庫管理処理の対象にするかどうかを選択します。  

適正在庫数 数値（9 桁） 商品の適正在庫数を入力します。  

在庫評価方法 

 

 

 

 

コンボボックス 

 

 

 

 

在庫金額を計算する際の、在庫単価の評価方法を選択します。  
標準原価法 商品マスタの標準原価が在庫単価になります。 

最終仕入原価法 最後に仕入れた仕入単価が在庫単価になります。 

月別総平均法 前月の在庫単価をもとに当月の在庫単価を計算します。 
 

 

分類１ 文字（4 桁） 商品をグループ分けするための分類コードを入力します。（分類集計および商品

検索時に使用） ※ あらかじめ分類マスタ内の「商品分類１～３」に、分類コード

と分類名を登録しておきます。 

F5 有効

分類２ 文字（4 桁） F5 有効

分類３ 文字（4 桁） F5 有効

メモ欄 文字（46 桁） 商品に関するメモ情報を入力します。（システム内では未使用）  

税抜(上代) 数値（8.2 桁） 商品の税抜小売価格を入力します。 

税抜、税込

どちらか一

方だけ登録

すれば、他

方は自動で

計算されま

す が 、 で き

れば両方の

登録をお勧

めします。 

 

税抜(売上単価 1) 数値（8.2 桁） 

商品の税抜売上単価を入力します。 

（４種類まで入力可能） 

 

税抜(売上単価 2) 数値（8.2 桁）  

税抜(売上単価 3) 数値（8.2 桁）  

税抜(売上単価 4) 数値（8.2 桁）  

税抜(売上原価) 数値（8.2 桁） 商品の税抜売上原価を入力します。（粗利の計算に使用）  

税抜(仕入単価) 数値（8.2 桁） 商品の税抜仕入単価を入力します。  

税抜(標準原価) 数値（8.2 桁） 商品の税抜標準原価を入力します。（標準原価法の場合に使用）  

税込(上代) 数値（8.2 桁） 商品の税込小売価格を入力します。  

税込(売上単価 1) 数値（8.2 桁） 

商品の税込売上単価を入力します。 

（４種類まで入力可能） 

 

税込(売上単価 2) 数値（8.2 桁）  

税込(売上単価 3) 数値（8.2 桁）  

税込(売上単価 4) 数値（8.2 桁）  

税込(売上原価) 数値（8.2 桁） 商品の税込売上原価を入力します。（粗利の計算に使用）  

税込(仕入単価) 数値（8.2 桁） 商品の税込仕入単価を入力します。  

税込(標準原価) 数値（8.2 桁） 商品の税込標準原価を入力します。（標準原価法の場合に使用）  
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参照表示 コンボボックス 商品検索時に検索画面に表示するか、しないかを選択します。  

主な倉庫 文字（4 桁） 倉庫コードを入力します。伝票入力時の倉庫初期値になります。 F5 有効

更新日 日付 （自動で更新されます）  

 

※ 課税区分の「非課税」と「対象外」について （消費税法に基づいて設定） 

    「非課税」： 性格上、課税対象にならないもの ・・・ （例） 利子、保険料、郵便切手、商品券、行政手数料など 
    「対象外」： 政策的配慮に基づくもの ・・・・・・・・・・ （例） 社会保険医療サービス、助産、埋葬料、火葬料、一定の学校の 

授業料、教科書など 
 
 

 月別総平均法における在庫単価の計算式  

 

 

 

 

 

 

 商品マスタの単価項目について  

・税抜／税込どちらか一方だけを登録すれば他方は自動で計算されますが、端数処理の関係上、できれば両方の登録を 

お勧めします。 

・各単価項目の意味は、次のようになっています。（不要な項目には金額を設定する必要はありません） 

 
得意先マスタの「単価種類」

では以下の中から１つを選択

仕入先マスタの「単価種類」

では以下の中から１つを選択
備 考 

上代 ○ ○  

売上単価１ ○   

売上単価２ ○   

売上単価３ ○   

売上単価４ ○   

売上原価 ○  
・粗利計算で使用しますので、必須 

・生産伝票時の払出単価でも使用 

仕入単価  ○ ・生産伝票時の受入単価で使用 

標準原価  ○ 
・在庫評価方法が「標準原価法」の 

場合の在庫単価になります 

 

（前月在庫数×前月在庫単価）＋当月仕入金額
在庫単価＝ 

前月在庫数＋当月仕入数

なお、計算結果が０の場合は、商品マスタ

の標準原価が在庫単価になります。 
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（１８） 得意先一覧 
 

得意先マスタのデータを一覧形式（テーブル形式）で表示します。 

修正は出来ますが、追加／削除は出来ません。（追加／削除は、得意先マスタメンテナンスで行なって下さい） 

 
 

 

 

画面上部のボタンをクリックすると、それに該当する項目が表示されます。 

   

＜ｶｰｿﾙ操作＞ 

前進：Enter 

後退：Shift+TAB

この部分は固定 
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（１９） 仕入先一覧 
 

仕入先マスタのデータを一覧形式（テーブル形式）で表示します。 

修正は出来ますが、追加／削除は出来ません。（追加／削除は、仕入先マスタメンテナンスで行なって下さい） 

 
 

 

 

画面上部のボタンをクリックすると、それに該当する項目が表示されます。 

   

＜ｶｰｿﾙ操作＞ 

前進：Enter 

後退：Shift+TAB

この部分は固定 



第１５章 マスタメンテ 

Copyright (C) 2020 株式会社ウイットソフトウェア             181 

（２０） 商品一覧 
 

商品マスタのデータを一覧形式（テーブル形式）で表示します。 

修正は出来ますが、追加／削除は出来ません。（追加／削除は、商品マスタメンテナンスで行なって下さい） 

 
 

 

 

画面上部のボタンをクリックすると、それに該当する項目が表示されます。 

   

＜ｶｰｿﾙ操作＞ 

前進：Enter 

後退：Shift+TAB

この部分は固定 
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（２１） セット商品マスタメンテナンス 
 

  セット商品マスタの項目をメンテナンスします。 

複数の商品を１つのセット扱いにしたものを「セット商品」と名付けています。伝票入力時に「セット商品」を入力すると、セット商品に

含まれている複数の商品が展開され、一度に複数の商品を入力することができます。セット商品マスタには、「セット商品コード」・「セ

ット商品名」および、そのセット商品に含まれる複数の商品を登録します。（「１－３ セット商品とは」を参照） 

  

＜セット商品の例＞ 

     洗濯用品セット ・・・・ （内訳） 洗濯カゴ 1 個 

                         洗濯バサミ 20 個 

                       ハンガー 10 本   といったものです。 

 

 

【絞り込み機能】 

セット商品マスタのデータが多い場合の絞り込み機能 
新規登録においては、この部分は関係ありません。 
修正／削除の場合のデータ絞り込みとして使用します。 

ｾｯﾄ商品ｺｰﾄﾞ ｾｯﾄ商品ｺｰﾄﾞの頭文字を入力し Enter 

ｾｯﾄ商品名 ｾｯﾄ商品名の頭文字を入力し Enter 
 

 

 

新規登録の場合・・・・「F4 新規」 

レンガ色になっている行が、現在カーソルが止まっている行ですが、それに関係なく 「F4 新規」を押すと新規登録用画面が

表示されます。 

修正の場合・・・・「F7 修正」 

レンガ色になっている行が、現在カーソルが止まっている行ですので、↑↓キーを使ってカーソルを移動し、修正したいデー

タ上で「F7 修正」を押すと修正用画面が表示されます。 

削除の場合・・・・「F3 削除」 

レンガ色になっている行が、現在カーソルが止まっている行ですので、↑↓キーを使ってカーソルを移動し、削除したいデー

タ上で「F3 削除」を押すとデータが削除できます。 

 

＜登録／修正画面＞ 

 

「F3 削除」 「F4 新規」  「F7 修正」 

全事業所共通
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＜各項目の説明＞ 

【ヘッダ部】 

セット商品コード 文字（14 桁） 新規登録時、セット商品コードを入力します。（重複は不可）  

セット商品名 文字（40 桁） 新規登録時、セット商品名を入力します。  

【明細部】 

（商品データ）  セット商品を形成する商品データを入力します。  

 

 

 セット商品が入力できる伝票は、「見積伝票」「受注伝票」「売上伝票」の３つです。 

 
 

 

商品入力時に「セット商品」を入力すると、「セット数

の入力画面」が表示されます。 
そこでセット数を入力すると、その数に応じて、セッ

ト商品マスタに登録されている複数の商品が展開さ

れます。 

見積伝票 
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（２２） 構成部品マスタメンテナンス 
 

  完成商品を形成する構成部品に関する項目をメンテナンスします。 

複数の商品を組み合わせて別の新しい商品を作り上げる際に入力する伝票のことを「生産伝票」と名付けていますが、生産伝票を

入力する時は、あらかじめ、構成部品マスタに「完成商品コード」・「完成商品名」および、その完成商品を構成する複数の部品（商

品）を登録しておきます。 

生産伝票入力では、完成商品をいくつ生産（作成）するかを指定し、その生産数に応じて、構成部品マスタに登録されている複数の

部品（商品）が、生産伝票の明細部に展開されます。（「１－４ 生産伝票とは」を参照） 

   

＜完成商品の例＞ 

     テーブル ・・・・ （構成部品）  角材 4 本 

                        天板 1 枚 

                        金具 1 セット   といったものです。 

 

 

【絞り込み機能】 

セット商品マスタのデータが多い場合の絞り込み機能 
新規登録においては、この部分は関係ありません。 
修正／削除の場合のデータ絞り込みとして使用します。 

完成商品ｺｰﾄﾞ 完成商品ｺｰﾄﾞの頭文字を入力し Enter

完成商品名 完成商品名の頭文字を入力し Enter 
 

 

 

新規登録の場合・・・・「F4 新規」 

レンガ色になっている行が、現在カーソルが止まっている行ですが、それに関係なく 「F4 新規」を押すと新規登録用画面が

表示されます。 

修正の場合・・・・「F7 修正」 

レンガ色になっている行が、現在カーソルが止まっている行ですので、↑↓キーを使ってカーソルを移動し、修正したいデー

タ上で「F7 修正」を押すと修正用画面が表示されます。 

削除の場合・・・・「F3 削除」 

レンガ色になっている行が、現在カーソルが止まっている行ですので、↑↓キーを使ってカーソルを移動し、削除したいデー

タ上で「F3 削除」を押すとデータが削除できます。 

 

＜登録／修正画面＞ 

 

「F3 削除」 「F4 新規」  「F7 修正」 

全事業所共通
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＜各項目の説明＞ 

【ヘッダ部】 

完成商品コード 文字（14 桁） 新規登録時、完成商品コードを入力します。（重複は不可）  

完成商品名 文字（40 桁） 新規登録時、完成商品名を入力します。  

【明細部】 

（構成部品ﾃﾞｰﾀ）  完成商品を構成する部品（商品）データを入力します。  

 

 

完成商品を入力するのは、「生産伝票」です。 

 
 

※ 構成部品マスタに登録された完成商品は、商品マスタにも同時に登録され、完成商品の「型番」・「単位」・「在庫評価方法」・「単

価」等については、商品マスタで設定します。 

※ 生産伝票を入力すると、完成商品の在庫が増え、構成部品（商品）の在庫が減ることになります。 

生産する完成商品コードとその数量を指定します

生産伝票 

構成部品マスタに登録されている複数の部品

（商品）が展開されます。 
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（２３） 得意先別商品単価マスタメンテ 
 

商品の単価は商品マスタメンテナンス内で設定しますが、そこで設定した単価は、すべての得意先に対して共通の単価になります。 

ここでは、特定の得意先に対して、別途専用の単価を設定することができ、伝票入力の際にこの単価が優先されるようになります。 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

ここで「F5 検索」キーを押して

得意先を選択します。 

この列に、得意先別の「税抜単価」または 

「税込単価」を入力します。 
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（２４） 仕入先別商品単価マスタメンテ 
 

商品の単価は商品マスタメンテナンス内で設定しますが、そこで設定した単価は、すべての仕入先に対して共通の単価になります。 

ここでは、特定の仕入先に対して、別途専用の単価を設定することができ、伝票入力の際にこの単価が優先されるようになります。 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

ここで「F5 検索」キーを押して

仕入先を選択します。 

この列に、仕入先別の「税抜単価」または 

「税込単価」を入力します。 
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１５－２ マスタ一覧表印刷 

各種マスタファイルのデータを印刷します。 

 
 

 

（１） 分類マスタ印刷 

＜印刷結果＞ 

 
 

 

（２） 摘要マスタ印刷 

＜印刷結果＞ 
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（３） 入金区分マスタ印刷 

＜印刷結果＞ 

 
 

 

（４） 請求締グループマスタ印刷 

＜印刷結果＞ 

 
 

 

（５） 支払区分マスタ印刷 

＜印刷結果＞ 
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（６） 支払締グループマスタ印刷 

＜印刷結果＞ 

 
 

 

（７） 担当者マスタ印刷 

＜印刷結果＞ 

 
 

 

（８） 倉庫マスタ印刷 

＜印刷結果＞ 
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（９） 納入先マスタ印刷 

【各項目の説明】 

納入先 出力対象となる納入先を、FROM～TO で指定します。 

【各ボタンの説明】 

F5 検索 各項目に応じた検索画面が表示されます。 

F9 終了 プログラムを終了します。 

F11 実行 入力された条件をもとに、結果を印刷します。 

 

＜印刷結果＞ 

 
 

 

（１０） 得意先マスタ印刷 

【各項目の説明】 

得意先 出力対象となる得意先を、FROM～TO で指定します。 

【各ボタンの説明】 

F5 検索 各項目に応じた検索画面が表示されます。 

F9 終了 プログラムを終了します。 

F11 実行 入力された条件をもとに、結果を印刷します。 

 

＜印刷結果＞ 
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（１１） 仕入先マスタ印刷 

【各項目の説明】 

仕入先 出力対象となる仕入先を、FROM～TO で指定します。 

【各ボタンの説明】 

F5 検索 各項目に応じた検索画面が表示されます。 

F9 終了 プログラムを終了します。 

F11 実行 入力された条件をもとに、結果を印刷します。 

 

＜印刷結果＞ 

 
 

 

（１２） 商品マスタ印刷 

【各項目の説明】 

商 品 出力対象となる商品を、FROM～TO で指定します。 

【各ボタンの説明】 

F5 検索 各項目に応じた検索画面が表示されます。 

F9 終了 プログラムを終了します。 

F11 実行 入力された条件をもとに、結果を印刷します。 

 

＜印刷結果＞ 
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（１３） セット商品マスタ印刷 

【各項目の説明】 

セット商品 出力対象となるセット商品を、FROM～TO で指定します

【各ボタンの説明】 

F5 検索 各項目に応じた検索画面が表示されます。 

F9 終了 プログラムを終了します。 

F11 実行 入力された条件をもとに、結果を印刷します。 

 

＜印刷結果＞ 

 
 

 

（１４） 構成部品マスタ印刷 

【各項目の説明】 

完成商品 出力対象となる完成商品を、FROM～TO で指定します。 

【各ボタンの説明】 

F5 検索 各項目に応じた検索画面が表示されます。 

F9 終了 プログラムを終了します。 

F11 実行 入力された条件をもとに、結果を印刷します。 

 

＜印刷結果＞ 
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（１５） 得意先別商品単価マスタ印刷 

【各項目の説明】 

得意先 出力対象となる得意先を指定します。 

【各ボタンの説明】 

F5 検索 各項目に応じた検索画面が表示されます。 

F9 終了 プログラムを終了します。 

F11 実行 入力された条件をもとに、結果を印刷します。 

 

＜印刷結果＞ 

 
 

 

（１６） 仕入先別商品単価マスタ印刷 

【各項目の説明】 

仕入先 出力対象となる仕入先を指定します。 

【各ボタンの説明】 

F5 検索 各項目に応じた検索画面が表示されます。 

F9 終了 プログラムを終了します。 

F11 実行 入力された条件をもとに、結果を印刷します。 

 

＜印刷結果＞ 
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１５－３ マスタ各種印刷 

マスタファイルに関するその他の印刷を行ないます。 

 

 

 

（１） 得意先宛名ラベル印刷 

【各項目の説明】 

得意先 出力対象となる得意先を、FROM～TO で指定します。 

【各ボタンの説明】 

F5 検索 各項目に応じた検索画面が表示されます。 

F9 終了 プログラムを終了します。 

F11 実行 入力された条件をもとに、結果を印刷します。 

 

＜印刷結果＞ 

 
 

※ お使いの用紙とレイアウトが合わない場合は、ReportsMagic の Designer（別売）でレイアウトを変更する必要があります。 
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（２） 仕入先宛名ラベル印刷 

【各項目の説明】 

仕入先 出力対象となる仕入先を、FROM～TO で指定します。 

【各ボタンの説明】 

F5 検索 各項目に応じた検索画面が表示されます。 

F9 終了 プログラムを終了します。 

F11 実行 入力された条件をもとに、結果を印刷します。 

 

＜印刷結果＞ 

 
 

※ お使いの用紙とレイアウトが合わない場合は、ReportsMagic の Designer（別売）でレイアウトを変更する必要があります。 

 

 

（３） 送り状印刷 

【各項目の説明】 

送り状種別 「福山通運」 または 「ヤマト運輸」を選択します。 

得意先 お届け先の得意先を選択します。 

氏名 送り主の氏名を入力します。 

品名文字 送り状に印刷する「品名」を、４行まで入力できます。 

【各ボタンの説明】 

F5 検索 各項目に応じた検索画面が表示されます。 

F9 終了 プログラムを終了します。 

F11 実行 入力された条件をもとに、結果を印刷します。 
 

 

 
＜印刷結果：福山通運＞ ＜印刷結果：ヤマト運輸＞ 
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１５－４ マスタデータ外部入出力 

マスタのデータを CSV 形式のテキストファイルに出力（エクスポート）したり、逆に、CSV 形式のテキストデータをマスタに入力（インポ

ート）します。入出力する際に、マスタの項目を自由に選択することができます。 

 

 

管理者権限のみ
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＜出力：エクスポート＞ 

（１） 得意先マスタ 

得意先マスタのデータをＣＳＶ形式のファイルに出力します。 

 
 

【項目の説明】 

列 01～18 コンボボックス 列 01～18 へ出力する項目を選択します。 

 
【フッタ部における各ボタンの説明】 

 

F2 取 消 入力中のデータを取消して元の値に戻します。 

F6 初期値 列 01～18 を初期状態へ戻します。 

F7 全クリア 列 01～18 を空白状態にします。 

F9 終 了 この画面を終了します。 

F11 実 行 処理を実行します。 

 

＜実行結果＞ 

 
 

クライアント側に

保存できます。 
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（２） 仕入先マスタ 

仕入先マスタのデータをＣＳＶ形式のファイルに出力します。 

 
 

【項目の説明】 

列 01～16 コンボボックス 列 01～16 へ出力する項目を選択します。 

 
【フッタ部における各ボタンの説明】 

 

F2 取 消 入力中のデータを取消して元の値に戻します。 

F6 初期値 列 01～16 を初期状態へ戻します。 

F7 全クリア 列 01～16 を空白状態にします。 

F9 終 了 この画面を終了します。 

F11 実 行 処理を実行します。 

 

＜実行結果＞ 

 

クライアント側に

保存できます。 
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（３） 商品マスタ 

商品マスタのデータをＣＳＶ形式のファイルに出力します。 

 
 

【項目の説明】 

列 01～18 コンボボックス 列 01～18 へ出力する項目を選択します。 

 
【フッタ部における各ボタンの説明】 

 

F2 取 消 入力中のデータを取消して元の値に戻します。 

F6 初期値 列 01～18 を初期状態へ戻します。 

F7 全クリア 列 01～18 を空白状態にします。 

F9 終 了 この画面を終了します。 

F11 実 行 処理を実行します。 

 

＜実行結果＞ 

 

クライアント側に

保存できます。 
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＜入力：インスポート＞ 

（１） 得意先マスタ 

得意先情報が登録されたＣＳＶ形式のファイルを、得意先マスタに取り込みます。 

 
 

【各項目の説明】 

 
 

プッシュボタン 

 

ボタンを押すとインポートファイル選択画面が表示されます。 

該当するファイルを選択すると、CSV ファイル名へ自動展開されます。 

CSV ファイル名 文字（70 桁） CSV ファイル名を入力します。 

見出し行数 数値（2 桁） 見出し（タイトル）の行数を入力します。見出しがない場合は「0」とします。 

列 01～18 コンボボックス 列 01～18 へ出力する項目を選択します。 

 
【フッタ部における各ボタンの説明】 

 

F2 取 消 入力中のデータを取消して元の値に戻します。 

F6 初期値 列 01～18 を初期状態へ戻します。 

F7 全クリア 列 01～18 を空白状態にします。 

F9 終 了 この画面を終了します。 

F11 一時取込 一時取り込みを行ないます。この段階ではまだ実ファイルへの取り込みは行なっていません。 

 

＜一時取込結果＞ 

 

新規登録か上書登録の

どちらかを選択します。 

実ファイルに取り込まれます。 
取り込み後は、マスタメンテナンスで確認して下さい。
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 （２） 仕入先マスタ 

仕入先情報が登録されたＣＳＶ形式のファイルを、仕入先マスタに取り込みます。 

 
 

【各項目の説明】 

 
 

プッシュボタン 

 

ボタンを押すとインポートファイル選択画面が表示されます。 

該当するファイルを選択すると、CSV ファイル名へ自動展開されます。 

CSV ファイル名 文字（70 桁） CSV ファイル名を入力します。 

見出し行数 数値（2 桁） 見出し（タイトル）の行数を入力します。見出しがない場合は「0」とします。 

列 01～16 コンボボックス 列 01～16 へ出力する項目を選択します。 

 
【フッタ部における各ボタンの説明】 

 

F2 取 消 入力中のデータを取消して元の値に戻します。 

F6 初期値 列 01～16 を初期状態へ戻します。 

F7 全クリア 列 01～16 を空白状態にします。 

F9 終 了 この画面を終了します。 

F11 一時取込 一時取り込みを行ないます。この段階ではまだ実ファイルへの取り込みは行なっていません。 

 

＜一時取込結果＞ 

 
 

新規登録か上書登録の

どちらかを選択します。 

実ファイルに取り込まれます。 
取り込み後は、マスタメンテナンスで確認して下さい。
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 （３） 商品マスタ 

商品情報が登録されたＣＳＶ形式のファイルを、商品マスタに取り込みます。 

 
 

【各項目の説明】 

 
 

プッシュボタン 

 

ボタンを押すとインポートファイル選択画面が表示されます。 

該当するファイルを選択すると、CSV ファイル名へ自動展開されます。 

CSV ファイル名 文字（70 桁） CSV ファイル名を入力します。 

見出し行数 数値（2 桁） 見出し（タイトル）の行数を入力します。見出しがない場合は「0」とします。 

列 01～18 コンボボックス 列 01～18 へ出力する項目を選択します。 

 
【フッタ部における各ボタンの説明】 

 

F2 取 消 入力中のデータを取消して元の値に戻します。 

F6 初期値 列 01～18 を初期状態へ戻します。 

F7 全クリア 列 01～18 を空白状態にします。 

F9 終 了 この画面を終了します。 

F11 一時取込 一時取り込みを行ないます。この段階ではまだ実ファイルへの取り込みは行なっていません。 

 

＜一時取込結果＞ 

 
 

新規登録か上書登録の

どちらかを選択します。 

実ファイルに取り込まれます。 
取り込み後は、マスタメンテナンスで確認して下さい。
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１６－１ 弥生台帳読込み 

本システムには、弥生株式会社の「弥生販売 17（または 16）」の各種台帳（マスタ）を読込む機能があります。 

ただし、いくつかの制限事項があり、これらの制限事項に引っかかるようなデータは読込むことができませんのでご注意下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まず、「弥生販売 17」側において各種台帳（マスタ）を CSV ファイルにエクスポートします。 

 

■得意先台帳のエクスポート 

得意先台帳画面を開き、印刷アイコンをクリック エクスポートボタンをクリック 出力ファイル名を確認の上、実行

 

 

■仕入先台帳のエクスポート 

仕入先台帳画面を開き、印刷アイコンをクリック エクスポートボタンをクリック 出力ファイル名を確認の上、実行

 

第１６章 弥生読込み 

出力ファイル： Tokdai.txt

出力ファイル： Shidai.txt

【台帳読込みに関する制限事項】 

・弥生販売でも「17（または 16）」以外のバージョンについては動作テストを行なっておりません。 

・商品台帳において、「数量小数桁」および「単価小数桁」の値が「3」以上の場合は強制的に「2」になります。 

・商品台帳において、「課税区分」の「課税(自)」には対応しておりません。 

・得意先台帳において、「取引区分」の「都度請求」「サンプル」には対応しておりません。 

・得意先台帳、仕入先台帳において、「税転嫁」の「外税/請求時調整」「外税/払締時調整」「輸出」には対応しておりません。 

・請求締グループ台帳、支払締グループ台帳において、「締コード」が「32」以上の値には対応しておりません。 
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■商品台帳のエクスポート 

商品台帳画面を開き、印刷アイコンをクリック エクスポートボタンをクリック 出力ファイル名を確認の上、実行

 

 

■セット商品台帳のエクスポート 

セット商品台帳画面を開き印刷アイコンをクリック エクスポートボタンをクリック 出力ファイル名を確認の上、実行

 

 

■構成部品台帳のエクスポート 

構成部品台帳画面を開き、印刷アイコンをクリック エクスポートボタンをクリック 出力ファイル名を確認の上、実行

 

 

■担当者台帳のエクスポート 

担当者台帳画面を開き、印刷アイコンをクリック エクスポートボタンをクリック 出力ファイル名を確認の上、実行

 

出力ファイル： Shodai.txt

出力ファイル： Tandai.txt

出力ファイル： Setdai.txt

出力ファイル： Ksbdai.txt
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■納入先台帳のエクスポート 

納入先台帳画面を開き、印刷アイコンをクリック エクスポートボタンをクリック 出力ファイル名を確認の上、実行 

 
 

 

■分類台帳のエクスポート 

分類台帳画面を開き、分類種別で「得意先 

分類１」を選択し、印刷アイコンをクリック 
エクスポートボタンをクリック 出力ファイル名を確認の上、実行 

 

 

 

 

 

 

 

■摘要台帳のエクスポート 

伝票摘要台帳画面を開き、摘要種別で 

「摘要・メモ」を選択し、印刷アイコンをクリック 
エクスポートボタンをクリック 出力ファイル名を変えて、実行 

 

 

 

 

 

 

出力ファイル： Toku1bun.txt

この処理を、分類種別の 「得意先分類１～３」、「仕入先分類１～３」、「商品分類１～３」、「部門」に対してすべて行ないます。 
出力ファイル名はデフォルトのままで構いません。（分類データがない場合は、実行不要です） 

出力ファイル名はデフォルト

では「Tekiyo.txt」ですが、名

前を変えて出力します。 

この処理を、摘要種別の 「摘要・メモ」、「見積件名」、「見積その他」に対してすべて行ないます。 
出力ファイル名はデフォルトではすべて「Tekiyo.txt」になっていますので、各々名前を変えて出力して下さい。（例：Tekiyo1.txt）

摘要データがない場合は、実行不要です。 

出力ファイル： Nydai.txt
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■入金区分台帳のエクスポート 

入金区分台帳画面を開き、印刷アイコンをクリ

ック（入金分類を選択する必要はありません） 
エクスポートボタンをクリック 出力ファイル名を確認の上、実行 

 
 

 

■請求締グループ台帳のエクスポート 

請求締グループ台帳画面を開き、 

印刷アイコンをクリック 
エクスポートボタンをクリック 出力ファイル名を確認の上、実行 

 

 

 

 

■支払区分台帳のエクスポート 

支払区分台帳画面を開き、印刷アイコンをクリ 

ック（支払分類を選択する必要はありません） 
エクスポートボタンをクリック 出力ファイル名を確認の上、実行 

 

 

 

 

出力ファイル： Nyukindai.txt

この処理は１回だけで構いません。

出力ファイル： Sqshime.txt

出力ファイル： Shihadai.txt

この処理は１回だけで構いません。



第１６章 弥生読込み 

Copyright (C) 2020 株式会社ウイットソフトウェア             208 

■支払締グループ台帳のエクスポート 

支払締グループ台帳画面を開き、 

印刷アイコンをクリック 
エクスポートボタンをクリック 出力ファイル名を確認の上、実行 

  

 

■倉庫台帳のエクスポート 

倉庫台帳画面を開き、 

印刷アイコンをクリック 
エクスポートボタンをクリック 出力ファイル名を確認の上、実行 

  

 

■商品価格表（得意先別）のエクスポート 

商品価格表（得意先別）の画面を開き、 

得意先を選択後、印刷アイコンをクリック 
エクスポートボタンをクリック 出力ファイル名を確認の上、実行 

 

 

 

■商品価格表（仕入先別）のエクスポート 

商品価格表（仕入先別）の画面を開き、 

仕入先を選択後、印刷アイコンをクリック 
エクスポートボタンをクリック 出力ファイル名を確認の上、実行 

 

 

 

出力ファイル： Shshime.txt

出力ファイル： Soko.txt 

出力ファイル： Tksho.txt

出力ファイル： Shsho.txt
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次に、「弥生販売 17（または 16）」側でエクスポートした CSV ファイルを、「WIT 販売 RIA」側に取り込みます。 

 
 

 

（１） 得意先台帳読込み 

「CSV ﾌｧｲﾙ選択」ボタンをクリックすると、ファイル選択画面が表示され

ますので、弥生側で出力した「得意先」の CSV ファイルを選択します。

 

その後、「読込実行」ボタンをクリックして実行します。 

 

（２） 仕入先台帳読込み 

「CSV ﾌｧｲﾙ選択」ボタンをクリックすると、ファイル選択画面が表示され

ますので、弥生側で出力した「仕入先」の CSV ファイルを選択します。

 

その後、「読込実行」ボタンをクリックして実行します。 

 

読込ファイル： Tokdai.txt

読込ファイル： Shidai.txt
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（３） 商品台帳読込み 

「CSV ﾌｧｲﾙ選択」ボタンをクリックすると、ファイル選択画面が表示され

ますので、弥生側で出力した「商品」の CSV ファイルを選択します。 

 

その後、「読込実行」ボタンをクリックして実行します。 

 

（４） セット商品台帳読込み 

「CSV ﾌｧｲﾙ選択」ボタンをクリックすると、ファイル選択画面が表示され

ますので、弥生側で出力した「ｾｯﾄ商品」の CSV ファイルを選択します

 

その後、「読込実行」ボタンをクリックして実行します。 

 

（５） 構成部品台帳読込み 

「CSV ﾌｧｲﾙ選択」ボタンをクリックすると、ファイル選択画面が表示され

ますので、弥生側で出力した「構成部品」の CSV ファイルを選択します

 

その後、「読込実行」ボタンをクリックして実行します。 

 

読込ファイル： Shodai.txt

読込ファイル： Setdai.txt

読込ファイル： Ksbdai.txt
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（６） 担当者台帳読込み 

「CSV ﾌｧｲﾙ選択」ボタンをクリックすると、ファイル選択画面が表示され

ますので、弥生側で出力した「担当者」の CSV ファイルを選択します。

 

その後、「読込実行」ボタンをクリックして実行します。 

 

（７） 納入先台帳読込み 

「CSV ﾌｧｲﾙ選択」ボタンをクリックすると、ファイル選択画面が表示され

ますので、弥生側で出力した「納入先」の CSV ファイルを選択します。

 

その後、「読込実行」ボタンをクリックして実行します。 

 

（８） 分類台帳読込み 

まず、「商品分類１」の「CSV ﾌｧｲﾙ選択」ボタンをクリックします。ファイ

ル選択画面が表示されますので、弥生側で出力した「商品分類１」の

CSV ファイルを選択します。（Sho1bun.txt） 

 

同じ要領で、「商品分類１」～「部門」まで CSV ファイルを選択します。

（弥生側で出力していないものについては読込み不要） 

 

最後に、「読込実行」ボタンをクリックして実行します。 

 

読込ファイル： Tandai.txt

読込ファイル： Nydai.txt
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（９） 摘要台帳読込み 

まず、「摘要・メモ」の「CSV ﾌｧｲﾙ選択」ボタンをクリックします。 

ファイル選択画面が表示されますので、弥生側で出力した「摘要・メモ」

の CSV ファイルを選択します。デフォルトでは、「Tekiyo.txt」ですが、名

前を変更しているはずです。 

 

同じ要領で、「見積件名」、「見積その他」も CSV ファイルを選択します

（弥生側で出力していないものについては読込み不要） 

 

最後に、「読込実行」ボタンをクリックして実行します。 

 

（１０） 入金区分台帳読込み 

「CSVﾌｧｲﾙ選択」ボタンをクリックすると、ファイル選択画面が表示されま

すので、弥生側で出力した「入金区分」の CSV ファイルを選択します。 

 

その後、「読込実行」ボタンをクリックして実行します。 

 

（１１） 請求締グループ台帳読込み 

「CSVﾌｧｲﾙ選択」ボタンをクリックすると、ファイル選択画面が表示されま

すので、弥生側で出力した「請求締ｸﾞﾙｰﾌﾟ」の CSV ﾌｧｲﾙを選択します

 

その後、「読込実行」ボタンをクリックして実行します。 

 

読込ファイル： Nyukindai.txt

読込ファイル： Sqshime.txt
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（１２） 支払区分台帳読込み 

「CSVﾌｧｲﾙ選択」ボタンをクリックすると、ファイル選択画面が表示されま

すので、弥生側で出力した「支払区分」の CSV ファイルを選択します。 

 

その後、「読込実行」ボタンをクリックして実行します。 

 

（１３） 支払締グループ台帳読込み 

「CSV ﾌｧｲﾙ選択」ボタンをクリックすると、ファイル選択画面が表示されま

すので、弥生側で出力した「支払締ｸﾞﾙｰﾌﾟ」の CSV ﾌｧｲﾙを選択します 

 

その後、「読込実行」ボタンをクリックして実行します。 

 

（１４） 倉庫台帳読込み 

「CSV ﾌｧｲﾙ選択」ボタンをクリックすると、ファイル選択画面が表示されま

すので、弥生側で出力した「倉庫」の CSV ﾌｧｲﾙを選択します 

 

その後、「読込実行」ボタンをクリックして実行します。 

 

読込ファイル： Shihadai.txt

読込ファイル： Shshime.txt

読込ファイル： Soko.txt 
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（１5） 商品価格表（得意先）読込み 

「CSV ﾌｧｲﾙ選択」ボタンをクリックすると、ファイル選択画面が表示されま

すので、弥生側で出力した「商品価格表（得意先）」の CSV ﾌｧｲﾙを選択

します 

 

その後、「読込実行」ボタンをクリックして実行します。 

 

（１６） 商品価格表（仕入先）読込み 

「CSV ﾌｧｲﾙ選択」ボタンをクリックすると、ファイル選択画面が表示されま

すので、弥生側で出力した「商品価格表（仕入先）」の CSV ﾌｧｲﾙを選択

します 

 

その後、「読込実行」ボタンをクリックして実行します。 

 

読込ファイル： Tksho.txt 

読込ファイル： Shsho.txt 
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１６－２ 弥生データ読込み 

本システムには、弥生株式会社の「弥生販売 17（または 16）」の各種データを読込む機能があります。 

ただし、いくつかの制限事項があり、これらの制限事項に引っかかるようなデータは読込むことができませんのでご注意下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まず、「弥生販売 17（または 16）」側において各種データを CSV ファイルにエクスポートします。 

 

■売掛残高データのエクスポート 

 売掛残高一覧表画面を開き、「期間」の欄に「出力したい伝票データのうち最初の年月」を設定し、「集計」アイコンをクリックして結

果を表示します。例えば、2020 年 4 月～2020 年 9 月までの伝票データを出力したい場合には、「2020 年 4 月」を設定します。 

結果が表示されたなら、印刷アイコンをクリック エクスポートボタンをクリック 出力ファイル名を確認の上、実行 

 

  （注意） 売掛残高一覧表画面の「条件設定」アイコンをクリックして、「その他」タブの中に次のようなチェックが入っていることを確認

してから集計して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【データ読込みに関する制限事項】 

・弥生販売でも「1７（または 16）」以外のバージョンについては動作テストを行なっておりません。 

・各種伝票データを WIT 側で読込む際に、伝票番号を採番し直しています。そのため、弥生側と番号が変わってしまいます。

（読込み後、対応表は印刷されるようにしています） 

＜理由＞：弥生側では売上番号の重複を許しています（同じ伝票番号で複数登録できてしまいます）が、WIT 側では重複

は許さない仕様にしているため、重複がないようにするため番号を付け直しています。 

・見積伝票において、「納入期限」「納入場所」「取引方法」「有効期限」の項目は読込みできません。 

＜理由＞：弥生側でこれらの項目が CSV ファイルに出力されないためです。 

・各種伝票のヘッダ部の「取引区分」において、「都度請求」「サンプル」には対応しておりません。 

・各種伝票のヘッダ部の「税転嫁」において、「外税/請求時調整」「外税/払締時調整」「輸出」には対応しておりません。 

・見積伝票の明細行の「内訳」において、「小中計」という設定がありますが、その中においては「小計」のみに対応しており、「小

計＋改頁」「中計」「中計＋改頁」には対応しておりません。すべて「小計」に変換されます。 

・各種伝票の明細行の「課税区分」においては、「課税」「非課税」「対象外」のみに対応しており、それ以外には対応しておりま

せん。 

出力ファイル： Urzn.txt
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■請求データのエクスポート 

 請求締切一覧表画面を開き、「締グループ」と「締日」を設定して集計するわけですが、弥生側では締グループごと、かつ、締日ごと

にしかデータが出力されません。したがって、同じような操作を何度も繰り返して実行する必要があります。 

例えば、締グループが「10」「20」「31」の３種類あり、2020 年 4 月～2020 年 9 月までの請求データを出力したい場合には、出力した

いデータの１ヶ月前、すなわち 2020 年 3 月～2020 年 9 月までを１ヶ月単位で集計してファイルを出力します。 

これを、締グループごと実行しなければなりません。（出力ファイル名もその都度変えて出力します） 

※ データが 2020 年 4 月から存在し、１ヶ月前のデータ（2020 年 3 月）が存在しない場合は、2020 年 4 月からで構いません。 

  実際には、 

 

締グループ「10」で、「2020 年 3 月」の集計をしてファイルをエクスポートします。（出力ファイル名：Sqichiran10_202003.txt） 

締グループ「10」で、「2020 年 4 月」の集計をしてファイルをエクスポートします。（出力ファイル名：Sqichiran10_202004.txt） 

締グループ「10」で、「2020 年 5 月」の集計をしてファイルをエクスポートします。（出力ファイル名：Sqichiran10_202005.txt） 

            ・            ・            ・            ・            ・ 

締グループ「10」で、「2020 年 9 月」の集計をしてファイルをエクスポートします。（出力ファイル名：Sqichiran10_202009.txt） 

 

締グループ「20」で、「2020 年 3 月」の集計をしてファイルをエクスポートします。（出力ファイル名：Sqichiran20_202003.txt） 

締グループ「20」で、「2020 年 4 月」の集計をしてファイルをエクスポートします。（出力ファイル名：Sqichiran20_202004.txt） 

締グループ「20」で、「2020 年 5 月」の集計をしてファイルをエクスポートします。（出力ファイル名：Sqichiran20_202005.txt） 

            ・            ・            ・            ・            ・ 

締グループ「20」で、「2020 年 9 月」の集計をしてファイルをエクスポートします。（出力ファイル名：Sqichiran20_202009.txt） 

 

締グループ「31」で、「2020 年 3 月」の集計をしてファイルをエクスポートします。（出力ファイル名：Sqichiran31_202003.txt） 

締グループ「31」で、「2020 年 4 月」の集計をしてファイルをエクスポートします。（出力ファイル名：Sqichiran31_202004.txt） 

締グループ「31」で、「2020 年 5 月」の集計をしてファイルをエクスポートします。（出力ファイル名：Sqichiran31_202005.txt） 

            ・            ・            ・            ・            ・ 

締グループ「31」で、「2020 年 9 月」の集計をしてファイルをエクスポートします。（出力ファイル名：Sqichiran31_202009.txt） 

 

 

＜各々の実行内容＞ 

「締グループ」と「締日」を設定して集計し、 

結果が表示されたなら、印刷アイコンをクリック 
エクスポートボタンをクリック 出力ファイル名を確認の上、実行 

 

 

 

 

  （注意） 請求締切一覧表画面の「機能」アイコンをクリックして、次のようなチェックが入っていることを確認してから集計して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

この処理を何度も繰り返します。
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■見積データのエクスポート 

 見積明細表画面を開き、「条件名」の欄で「見積明細表」、「期間」の欄で「見積データを出力したい期間」を設定し、「集計」アイコン

をクリックして結果を表示します。 

例えば、2020 年 4 月～2020 年 9 月までの見積データを出力したい場合には、「2020 年 4 月～2020 年 9 月」を設定します。 

結果が表示されたなら、印刷アイコンをクリック エクスポートボタンをクリック 出力ファイル名を確認の上、実行 

 
 

 

■受注データのエクスポート 

 受注明細表画面を開き、「条件名」の欄で「受注明細表」、「集計」の欄で「受注日付」、「期間」の欄で「受注データを出力したい期

間」を設定し、「集計」アイコンをクリックして結果を表示します。 

例えば、2020 年 4 月～2020 年 9 月までの受注データを出力したい場合には、「2020 年 4 月～2020 年 9 月」を設定します。 

結果が表示されたなら、印刷アイコンをクリック エクスポートボタンをクリック 出力ファイル名を確認の上、実行 

 
 

 

■売上データのエクスポート 

 売上明細表画面を開き、「条件名」の欄で「得意先別売上明細表」、「期間」の欄で「売上データを出力したい期間」を設定し、「集

計」アイコンをクリックして結果を表示します。 

例えば、2020 年 4 月～2020 年 9 月までの売上データを出力したい場合には、「2020 年 4 月～2020 年 9 月」を設定します。 

結果が表示されたなら、印刷アイコンをクリック エクスポートボタンをクリック 出力ファイル名を確認の上、実行 

 
 

 

出力ファイル： Mtmms.txt

出力ファイル： Jchums.txt

出力ファイル： Tokurims.txt
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■入金データのエクスポート 

 入金明細表画面を開き、「条件名」の欄で「入金明細表」、「期間」の欄で「入金データを出力したい期間」を設定し、「集計」アイコン

をクリックして結果を表示します。 

例えば、2020 年 4 月～2020 年 9 月までの入金データを出力したい場合には、「2020 年 4 月～2020 年 9 月」を設定します。 

結果が表示されたなら、印刷アイコンをクリック エクスポートボタンをクリック 出力ファイル名を確認の上、実行 

 
 

 

■買掛残高データのエクスポート 

 買掛残高一覧表画面を開き、「期間」の欄に「出力したい伝票データのうち最初の年月」を設定し、「集計」アイコンをクリックして結

果を表示します。例えば、2020 年 4 月～2020 年 9 月までの伝票データを出力したい場合には、「2020 年 4 月」を設定します。 

結果が表示されたなら、印刷アイコンをクリック エクスポートボタンをクリック 出力ファイル名を確認の上、実行 

 

  （注意） 買掛残高一覧表画面の「条件設定」アイコンをクリックして、「その他」タブの中に次のようなチェックが入っていることを確認

してから集計して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出力ファイル： Nknms.txt

出力ファイル： Kkzn.txt
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■支払データのエクスポート 

 支払締切一覧表画面を開き、「締グループ」と「締日」を設定して集計するわけですが、弥生側では締グループごと、かつ、締日ごと

にしかデータが出力されません。したがって、同じような操作を何度も繰り返して実行する必要があります。 

例えば、締グループが「10」「20」「31」の３種類あり、2020 年 4 月～2020 年 9 月までの支払データを出力したい場合には、出力した

いデータの１ヶ月前、すなわち 2020 年 3 月～2020 年 9 月までを１ヶ月単位で集計してファイルを出力します。 

これを、締グループごと実行しなければなりません。（出力ファイル名もその都度変えて出力します） 

※ データが 2020 年 4 月から存在し、１ヶ月前のデータ（2020 年 3 月）が存在しない場合は、2020 年 4 月からで構いません。 

  実際には、 

 

締グループ「10」で、「2020 年 3 月」の集計をしてファイルをエクスポートします。（出力ファイル名：Shichiran10_202003.txt） 

締グループ「10」で、「2020 年 4 月」の集計をしてファイルをエクスポートします。（出力ファイル名：Shichiran10_202004.txt） 

締グループ「10」で、「2020 年 5 月」の集計をしてファイルをエクスポートします。（出力ファイル名：Shichiran10_202005.txt） 

            ・            ・            ・            ・            ・ 

締グループ「10」で、「2020 年 9 月」の集計をしてファイルをエクスポートします。（出力ファイル名：Shichiran10_202009.txt） 

 

締グループ「20」で、「2020 年 3 月」の集計をしてファイルをエクスポートします。（出力ファイル名：Shichiran20_202003.txt） 

締グループ「20」で、「2020 年 4 月」の集計をしてファイルをエクスポートします。（出力ファイル名：Shichiran20_202004.txt） 

締グループ「20」で、「2020 年 5 月」の集計をしてファイルをエクスポートします。（出力ファイル名：Shichiran20_202005.txt） 

            ・            ・            ・            ・            ・ 

締グループ「20」で、「2020 年 9 月」の集計をしてファイルをエクスポートします。（出力ファイル名：Shichiran20_202009.txt） 

 

締グループ「31」で、「2020 年 3 月」の集計をしてファイルをエクスポートします。（出力ファイル名：Shichiran31_202003.txt） 

締グループ「31」で、「2020 年 4 月」の集計をしてファイルをエクスポートします。（出力ファイル名：Shichiran31_202004.txt） 

締グループ「31」で、「2020 年 5 月」の集計をしてファイルをエクスポートします。（出力ファイル名：Shichiran31_202005.txt） 

            ・            ・            ・            ・            ・ 

締グループ「31」で、「2020 年 9 月」の集計をしてファイルをエクスポートします。（出力ファイル名：Shichiran31_202009.txt） 

 

 

＜各々の実行内容＞ 

「締グループ」と「締日」を設定して集計し、 

結果が表示されたなら、印刷アイコンをクリック 
エクスポートボタンをクリック 出力ファイル名を確認の上、実行 

 

 

 

 

  （注意） 支払締切一覧表画面の「機能」アイコンをクリックして、次のようなチェックが入っていることを確認してから集計して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

この処理を何度も繰り返します。
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■発注データのエクスポート 

 発注明細表画面を開き、「条件名」の欄で「発注明細表」、「集計」の欄で「発注日付」、「期間」の欄で「発注データを出力したい期

間」を設定し、「集計」アイコンをクリックして結果を表示します。 

例えば、2020 年 4 月～2020 年 9 月までの発注データを出力したい場合には、「2020 年 4 月～2020 年 9 月」を設定します。 

結果が表示されたなら、印刷アイコンをクリック エクスポートボタンをクリック 出力ファイル名を確認の上、実行 

 
 

 

■仕入データのエクスポート 

 仕入明細表画面を開き、「条件名」の欄で「仕入先別仕入明細表」、「期間」の欄で「仕入データを出力したい期間」を設定し、「集

計」アイコンをクリックして結果を表示します。 

例えば、2020 年 4 月～2020 年 9 月までの仕入データを出力したい場合には、「2020 年 4 月～2020 年 9 月」を設定します。 

結果が表示されたなら、印刷アイコンをクリック エクスポートボタンをクリック 出力ファイル名を確認の上、実行 

 
 

 

■出金データのエクスポート 

 出金明細表画面を開き、「条件名」の欄で「出金明細表」、「期間」の欄で「出金データを出力したい期間」を設定し、「集計」アイコン

をクリックして結果を表示します。 

例えば、2020 年 4 月～2020 年 9 月までの出金データを出力したい場合には、「2020 年 4 月～2020 年 9 月」を設定します。 

結果が表示されたなら、印刷アイコンをクリック エクスポートボタンをクリック 出力ファイル名を確認の上、実行 

 
 

出力ファイル： Hatms.txt

出力ファイル： Shishims.txt

出力ファイル： Sknms.txt
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■出庫データのエクスポート 

 出庫明細表画面を開き、「条件名」の欄で「出庫明細表」、「期間」の欄で「出庫データを出力したい期間」を設定し、「集計」アイコン

をクリックして結果を表示します。 

例えば、2020 年 4 月～2020 年 9 月までの出庫データを出力したい場合には、「2020 年 4 月～2020 年 9 月」を設定します。 

結果が表示されたなら、印刷アイコンをクリック エクスポートボタンをクリック 出力ファイル名を確認の上、実行 

 
 

 

■生産データのエクスポート 

 生産明細表画面を開き、「条件名」の欄で「生産明細表」、「期間」の欄で「生産データを出力したい期間」を設定し、「集計」アイコン

をクリックして結果を表示します。 

例えば、2020 年 4 月～2020 年 9 月までの生産データを出力したい場合には、「2020 年 4 月～2020 年 9 月」を設定します。 

結果が表示されたなら、印刷アイコンをクリック エクスポートボタンをクリック 出力ファイル名を確認の上、実行 

 
 

出力ファイル： Shkmei.txt

出力ファイル： Seisanms.txt
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■在庫一覧データのエクスポート 

 在庫一覧表画面を開き、「期間」の欄に「出力したい伝票データのうち最初の年月」を設定し、「集計」アイコンをクリックして結果を

表示します。例えば、2020 年 4 月～2020 年 9 月までの伝票データを出力したい場合には、「2020 年 4 月」を設定します。 

結果が表示されたなら、印刷アイコンをクリック エクスポートボタンをクリック 出力ファイル名を確認の上、実行 

 

  （注意） 在庫一覧表画面の「条件設定」アイコンをクリックして、「その他」タブの中に次のようなチェックが入っていることを確認して

から集計して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注意） 「在庫評価方法」として「月別総平均法」を用いている場合は、先月分のデータも必要になります。 

先月分 ････ Zaikoichi202003.txt 

今月分 ････ Zaikoichi202004.txt  のようにファイル名を変えて出力して下さい。 

 

出力ファイル： Zaikoichi.txt
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次に、「弥生販売 17（または 16）」側でエクスポートした CSV ファイルを、「WIT 販売 RIA」側に取り込みます。 

 
 

 

（１） 売掛残高データ読込み 

弥生側で売掛残高データを出力する際に指定した「年月」を西暦で

指定したあと、「CSV ﾌｧｲﾙ選択」ボタンをクリックすると、ファイル選択

画面が表示されますので、弥生側で出力した「売掛残高」の CSV ファ

イルを選択します。 

 

その後、「読込実行」ボタンをクリックして実行します。 

（実行後に読込結果を印刷することもできます） 

 

 

（２） 請求データ読込み 

弥生側で大量に出力した請求データを、締グループごとに古い順番

に読込みます。 

「CSV ﾌｧｲﾙ選択」ボタンをクリックすると、ファイル選択画面が表示さ

れますので、弥生側で出力した「請求データ」の CSV ファイルを選択

します。 

 

その後、「読込実行」ボタンをクリックして実行します。 

（実行後に読込結果を印刷することもできます） 

 

読込ファイル： Urzn.txt

この処理を何度も繰り返します。 
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（３） 見積伝票データ読込み 

「CSV ﾌｧｲﾙ選択」ボタンをクリックすると、ファイル選択画面が表示さ

れますので、弥生側で出力した「見積伝票」の CSV ファイルを選択し

ます。 

 

その後、「読込実行」ボタンをクリックして実行します。 

（実行後に読込結果を印刷することもできます） 

 

 

（４） 受注伝票データ読込み 

「CSV ﾌｧｲﾙ選択」ボタンをクリックすると、ファイル選択画面が表示さ

れますので、弥生側で出力した「受注伝票」の CSV ファイルを選択し

ます。 

 

その後、「読込実行」ボタンをクリックして実行します。 

（実行後に読込結果を印刷することもできます） 

 

 

（５） 売上伝票データ読込み 

「CSV ﾌｧｲﾙ選択」ボタンをクリックすると、ファイル選択画面が表示さ

れますので、弥生側で出力した「売上伝票」の CSV ファイルを選択し

ます。 

 

その後、「読込実行」ボタンをクリックして実行します。 

（実行後に読込結果を印刷することもできます） 

 

 

読込ファイル： Mtmms.txt

読込ファイル： Jchums.txt

読込ファイル： Tokurims.txt
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（６） 入金伝票データ読込み 

「CSV ﾌｧｲﾙ選択」ボタンをクリックすると、ファイル選択画面が表示さ

れますので、弥生側で出力した「入金伝票」の CSV ファイルを選択し

ます。 

 

その後、「読込実行」ボタンをクリックして実行します。 

（実行後に読込結果を印刷することもできます） 

 

 

（７） 買掛残高データ読込み 

弥生側で買掛残高データを出力する際に指定した「年月」を西暦で

指定したあと、「CSV ﾌｧｲﾙ選択」ボタンをクリックすると、ファイル選択

画面が表示されますので、弥生側で出力した「買掛残高」の CSV ファ

イルを選択します。 

 

その後、「読込実行」ボタンをクリックして実行します。 

（実行後に読込結果を印刷することもできます） 

 

 

（８） 支払データ読込み 

弥生側で大量に出力した支払データを、締グループごとに古い順番

に読込みます。 

「CSV ﾌｧｲﾙ選択」ボタンをクリックすると、ファイル選択画面が表示さ

れますので、弥生側で出力した「支払データ」の CSV ファイルを選択

します。 

 

その後、「読込実行」ボタンをクリックして実行します。 

（実行後に読込結果を印刷することもできます） 

 

読込ファイル： Nknms.txt

読込ファイル： Kkzn.txt

この処理を何度も繰り返します。 
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（９） 発注伝票データ読込み 

「CSV ﾌｧｲﾙ選択」ボタンをクリックすると、ファイル選択画面が表示さ

れますので、弥生側で出力した「発注伝票」の CSV ファイルを選択し

ます。 

 

その後、「読込実行」ボタンをクリックして実行します。 

（実行後に読込結果を印刷することもできます） 

 

 

（１０） 仕入伝票データ読込み 

「CSV ﾌｧｲﾙ選択」ボタンをクリックすると、ファイル選択画面が表示さ

れますので、弥生側で出力した「仕入伝票」の CSV ファイルを選択し

ます。 

 

その後、「読込実行」ボタンをクリックして実行します。 

（実行後に読込結果を印刷することもできます） 

 

 

（１１） 出金伝票データ読込み 

「CSV ﾌｧｲﾙ選択」ボタンをクリックすると、ファイル選択画面が表示さ

れますので、弥生側で出力した「出金伝票」の CSV ファイルを選択し

ます。 

 

その後、「読込実行」ボタンをクリックして実行します。 

（実行後に読込結果を印刷することもできます） 

 

読込ファイル： Hatms.txt

読込ファイル： Shishims.txt

読込ファイル： Sknms.txt
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（１２） 出庫伝票データ読込み 

「CSV ﾌｧｲﾙ選択」ボタンをクリックすると、ファイル選択画面が表示さ

れますので、弥生側で出力した「出庫伝票」の CSV ファイルを選択し

ます。 

 

その後、「読込実行」ボタンをクリックして実行します。 

（実行後に読込結果を印刷することもできます） 

 

 

（１３） 生産伝票データ読込み 

「CSV ﾌｧｲﾙ選択」ボタンをクリックすると、ファイル選択画面が表示さ

れますので、弥生側で出力した「生産伝票」の CSV ファイルを選択し

ます。 

 

その後、「読込実行」ボタンをクリックして実行します。 

（実行後に読込結果を印刷することもできます） 

 

 

（１４） 在庫一覧データ読込み 

弥生側で在庫一覧データを出力する際に指定した「年月」を西暦で指

定したあと、「CSV ﾌｧｲﾙ選択」ボタンをクリックすると、ファイル選択画

面が表示されますので、弥生側で出力した「在庫一覧」の CSV ファイ

ルを選択します。 

 

その後、「読込実行」ボタンをクリックして実行します。 

（実行後に読込結果を印刷することもできます） 

 

読込ファイル： Shkmei.txt

読込ファイル： Zaikoichi.txt

読込ファイル： Seisanms.txt
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ここでは、リッチクライアントサーバ版（RIA Server）を立てて、本番稼動する場合の作業手順について説明します。 

（デモデータを削除し、最低限必要な初期データのみを作成するための作業です） 

※ リッチクライアントサーバ版（RIA Server）の設定については、インストールガイドの「第５章 RIA サーバ版を使って運用する場合」を 

参照して下さい。ここでは、インストールガイドの通りに環境が整っているという前提で話を進めていきます。 

 

（１） クライアント側からサーバ上の「WIT 販売 RIA」を起動し、最初の画面でログインせずに、「Ctrl+Shift+F6」キーを押します。 

 
 

  キーワードの入力画面が表示されますので、キーワードを入力して「OK」ボタンを押します。 

 
 

  初期データ作成の確認画面が表示されますので、「実行」ボタンを押します。 

 
 

  初期データが作成されたならば、以下のメッセージが表示されます。 

 
 

第１７章 本番稼動する場合の作業手順 

キーワード：magic 

ここで、Ctrl+Shift+F6
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（２） いったん「WIT 販売 RIA」を終了し、再度起動して、今度は管理者「admin」でログインします。 

 
 

 

（３） 「ツール／事業所の登録」で事業所名を正式な名前に変更して下さい。 

事業所が複数存在する場合は、ここで追加登録しておきます。 

 
 

 

（４） 「ツール／ユーザの登録」でユーザを登録します。（各項目の詳細は P143 参照） 

各事業所に最低１人は、管理者権限を持ったユーザを登録して下さい。 

管理者権限を持った人だけが、ユーザの登録／修正／削除ができます。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ユーザ ID ：  admin 
パスワード ：  （なし）

でログインします。

【管理者権限を持った人だけが実行できる機能】 

＜ツール＞ 

・事業所の登録 ・・・・・・・ 事業所の登録を行ないます。 

・ユーザの登録 ・・・・・・・ ユーザの登録およびセキュリティに関する設定を行ないます。 

・データ管理  ・・・・・・・・ データのバックアップ・リカバリ、CSV ファイルの入出力、古いデータの削除を行ないます。 

・伝票番号管理 ・・・・・・・ 現時点での伝票の最終番号とデータ件数を確認します。 

・管理者専用処理 ・・・・・ 何らかの原因でアクセス情報がクリアされずに残ったままになった場合に、ここで削除します。 

・操作ログ履歴照会 ・・・ いつ誰がどのような処理を行なったかというログを照会します。 

＜マスタメンテ＞ 

・管理マスタメンテナンス ・・・・・・ 管理マスタのメンテナンス（修正）を行ないます。 

・事業所マスタメンテナンス ・・・・ 事業所マスタのメンテナンス（修正）を行ないます。 

各事業所のユーザを登録します。
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以下、マスタデータを登録していきますが、まずは全事業所共通のものから登録していきます。 

 

（５） 「マスタメンテ／マスタメンテナンス／管理マスタメンテナンス」で必要事項を設定します。（各項目の詳細は P160 参照） 

 
 

 

（６） マスタメンテナンス画面の中で、以下のものを順次登録していって下さい。これらはすべて全事業所共通です。 

 
 

※ 各種データを「弥生販売 17（または 16）」から読込む場合はこの処理は実行せずに、「弥生読込み／弥生台帳読込み、弥生デー

タ読込み」を実行して下さい。 

 

・管理マスタ ････上で設定済み

・分類マスタ 

 

・倉庫マスタ （任意） 

・商品マスタ 

・セット商品マスタ （任意） 

・構成部品マスタ （任意） 
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次に、事業所ごとの設定を行ないますので、事業所ごとに管理者権限を持った人でログインして実行して下さい。 

 

（７） マスタメンテナンス画面の中で、以下のものを順次登録していって下さい。これらはすべて事業所ごとの設定です。 

 

 
 

※ 各種データを「弥生販売 17（または 16）」から読込む場合はこの処理は実行せずに、「弥生読込み／弥生台帳読込み、弥生デー

タ読込み」を実行して下さい。 

 

 

最後に、導入時の初期データ（導入時売掛残高、導入時買掛残高、導入時在庫）を入力します。 

「導入時売掛残高」と「導入時買掛残高」は事業所ごとの入力、「導入時在庫」は全事業所共通の入力になっています。 

 

（８） 「導入」内の３つの導入時処理を実行します。 

 
 

※ 各種データを「弥生販売 17（または 16）」から読込む場合は、この処理は実行せずに、「弥生読込み」内の「弥生台帳読込み」 

および「弥生データ読込み」を実行して下さい。 

 

・事業所マスタ 

・摘要マスタ 

・入金区分マスタ 

・請求締グループマスタ 

・支払区分マスタ 

・支払締グループマスタ 

 

・担当者マスタ 

・納入先マスタ （任意） 
・得意先マスタ 
・仕入先マスタ 

・得意先別商品単価ﾏｽﾀ（任意）

・仕入先別商品単価ﾏｽﾀ（任意）

事業所ごと

全事業所共通
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以下は、各ユーザがログイン後に設定する内容です。これは各ユーザが実行します。 

 

【ユーザごとの設定】 
 

各ユーザがログイン後に、「ツール／ユーザ特性／ユーザごとの設定１および２」を実行し、自分専用の値を設定します。 

（各項目の詳細は P144～P145 参照） 

＜ユーザごとの設定１＞ 

 
 

 

＜ユーザごとの設定２＞ 
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「販売管理システム」という観点からとらえた時に、本システムにない主な機能は以下の通りです。 

もし、以下の機能を実現したい場合には、カスタマイズが必要です。 

 

  ・予算の設定 

  担当者ごとに予算をつけて達成率を照会するような機能はありません。 

・手形管理 

  手形管理に関連する機能はありません。 

・銀行との連携（振込依頼） 

    銀行向けの振込データを作成する機能はありません。 

 

第１８章 本システムにない主な機能 
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モバイル用のサンプルプログラムを作っています。（あくまでもサンプルであって、動作や画面内容を保証するものではありません） 

プログラム 539 番「M.ログイン画面 2」（公開名：LOGINWIT2）を実行すると、以下のようなログイン画面が表示されます。 

※ 以下、Nexus7 で動作テストした時の画面です 

※ モバイル端末からのアクセス方法については、本書では取り上げておりません。MSJ 発行の資料をご覧下さい。 

※ あらかじめ PC 端末で実行して、管理マスタメンテナンス内の「リッチサーバ名２」に、モバイルからアクセスする際のサーバ名 

または IP アドレスを設定しておく必要があります。 

 

 

「ユーザ ID／パスワード」を入力して、「ログイン」ボタンをクリックします。 

 

 

                                 でログインします。 

 

 

 

初期メニューが表示されます。 

 

得意先マスタ ・・・ 得意先マスタを照会します。 

            「登録／修正／削除」はできません。 

商品マスタ ・・・・・ 商品マスタを照会します。 

            「登録／修正／削除」はできません。 

売上明細 ・・・・・・ 指定年月の売上明細を照会します。 

＜種類＞ 売上日別、得意先別、担当者別、商品別 

年間売上 ・・・・・・ 指定年度の売上合計額を照会します。 

＜種類＞ 年度別、得意先別、担当者別、商品別 

日次データ ・・・・・ カレンダー上の「日」を選択して、その日の売上データを照会します 

見積一覧 ・・・・・・ 指定年月の見積データを照会します。 

在庫照会 ・・・・・・・ 商品の在庫状況を照会します。 

 

 

第１９章 モバイル用サンプルプログラム 

ユーザ ID  ： 111 

パスワード ： （なし）
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＜得意先マスタ＞ 

得意先マスタを照会します。「登録／修正／削除」はできません。 

 

 

 

 

得意先カナによる検索 

電話をかけます 

請求・回収に関する情報

メールを送ります 
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＜商品マスタ＞ 

商品マスタを照会します。「登録／修正／削除」はできません。 

 

商品カナによる検索 

 

単価情報 在庫状況
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＜売上明細＞ 

指定年月の売上明細を照会します。 （種類： 売上日別、得意先別、担当者別、商品別） 

※ 年月の初期値は、2020 年 01 月にしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

得意先別 

 

担当者別 商品別 
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＜年間売上＞ 

指定年度の売上合計額を照会します。 （種類： 年度別、得意先別、担当者別、商品別） 

※ 年度の初期値は、2020 年にしています。 

 

得意先別 

 

担当者別 商品別 
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＜日次データ＞ 

カレンダー上の「日」をクリックすると、その日の売上データが照会できます。   

※ 年月の初期値は、2020 年 01 月にしています。 

 
 

 

 

カーソル行の伝票の明細情報が確認できます 

「日」をクリック 

その日の売上データ 
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＜見積一覧＞ 

指定年月の見積データを照会します。 

※ 年月の初期値は、2020 年 01 月にしています。 
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＜在庫照会＞ 

商品の在庫状況を照会します。 

 

全倉庫のデータ 

 

倉庫指定しない 倉庫指定する 

※ 倉庫管理していない場合は、「倉庫指定しない」と同じ画面になります。 
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本システムを作成するにあたり、以下のようなことを考慮いたしました。 

 

（１） リアル更新ではなく、バッチ処理を使用 

売上伝票を１件入力したような場合には、売掛残高ファイルや在庫ファイルも同時にリアル更新することがよくありますが、本システム

ではそのようなリアル更新を行なっておりません。伝票入力時の更新スピードおよび安全性を考慮して、本システムでは、売上伝票

入力時には、売上ファイルのみを更新しており、売掛残高ファイルは「売掛残高一覧表出力」の実行時に更新しています。 

同様に、仕入伝票入力時には、仕入ファイルのみを更新しており、買掛残高ファイルは「買掛残高一覧表出力」の実行時に更新し、

また、在庫ファイルは「在庫一覧表出力」の実行時に更新しています。 

このように、「売掛残高一覧表出力」「買掛残高一覧表出力」「在庫一覧表出力」などの処理については、その都度バッチ処理を行な

っています。 

 

（２） バッチは同期バッチ処理 

  （１）で説明したバッチ処理ですが、プログラムロジックを簡潔にする意味もあって、本システムでは同期バッチ処理を使用しています。

したがって、バッチ処理の終了を待って次の処理に移ることになります。もしもデータ量が多くて、待ち時間が長く感じられるようでし

たら、同期バッチ処理ではなく非同期バッチ処理を採用されることをお勧め致します。 

（ただし、その場合にはプログラムロジックの変更と、Magic Enterprise Server の導入が必要になります） 

 

（３） プログラムロジックについて 

機能が多ければ多いほどプログラムロジックは複雑になりますが、本システムは、ソース公開型パッケージとしてカスタマイズしやすく

するために、極力、ロジックが複雑にならないよう心掛けて作成しました。そのため、複雑なエラー処理は組み込んでいない箇所もあ

りますが、どうかご了承下さい。 

 

（４） 画面はモーダルウィンドウ 

画面上で操作している最中に、誤ってマウスで画面の外をクリックしてしまうと、制御がそちらに移ってしまいますが、そうならないよう

に、本システムの画面は基本的に「モーダルウィンドウ」の設定にしています。 

これにより、画面の外をクリックできないようガードがかかっています。 

 

（５） PDF 出力は同時に複数人の実行は不可 

印刷プレビューで使用している「ReportsMagic」はマルチスレッドで動作するため、同時に複数人の実行が可能ですが、PDF 出力ソ

フトがマルチスレッドでない場合のことを考慮して、PDF 出力は同時に複数人の実行ができないように、現在誰が実行中であるかを

プログラム内で管理しており、同時に実行しようとするとエラーが出るようにしています。 

ちなみに、マイクロリンク社の「SkyPDF」はマルチスレッドで動作しますが、「Adobe AcrobatXI」はマルチスレッドではありません。 
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内  容 ページ 

管理者の権限について知りたい P10 

事業所を追加／削除したい P142 

ユーザを追加／削除したい P143 

ユーザＩＤ・パスワードを変更したい P144 

伝票印刷時に得意先コード等を印刷したくない P144 

伝票印刷時に自社名や自社住所が印刷されない P145 

伝票印刷時に自社名や自社住所を変えたい P145 

初期メニューの一部の機能ボタンを非表示にしたい P143 

印刷プレビューできない P140 

PDF 出力できない P140 

メール送信できない P141 

CSV 出力できない P141 

売掛残高や買掛残高、在庫数などの数値がおかしい P154 

新規追加した得意先が売掛残高照会で表示されない P154 

新規追加した仕入先が買掛残高照会で表示されない P154 

新規追加した商品・倉庫が在庫一覧照会で表示されない P154 

商品マスタの単価項目の設定について知りたい P178 
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